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序

永きにわたって実施されてきました県営干拓地等農地整備

事業に係る筑後西部地区の発掘調査は平成 9年度をもって終

了しました。

発掘調査の結果、筑後市南西部一帯には、広範囲に及んで

多数の遺跡が分布していることがわかり、筑後市の中でも有

数の遺跡宝庫地であることが明らかになりました。

こうした成果を挙げることができましたのも、調査にご理

解とご協力をいただきました関係者及び地元の方々の賜と思

っております。

最後に、本報告が文化財保護の一助として広く活用してい

ただければ幸いであります。

平成 12年3月

筑後市教育委員会

教育長牟田口和良



例 言

1.;本智:は、県営干拓地等農地整備事業に係る筑後西部地区の工事に伴い、福岡県筑後川水系農地開発事務

所の委託を受けて、筑後市教育委員会が実施した埋蔵文化財発掘調査の報告占である。

2.発掘調査及び出土遺物の整理は筑後市教育委員会が行い、出上造物 ・図師 ・写真などは筑後市教育委員

会において所蔵 ・保管をしている。なお、発掘調査及び整理作業の倒係者は r1 .調査経過と組織jに記

したとおりで、調査担当者は本文中の rU)はじめにJに記した。

3.調査に用いた測量;座標は、国土調査法第E座標系を基準としている。従って、本書に示される方位はす

べてG.N.(座標北)を示し、本文中に記される遺構の角度はこれを基準としたものである。また、水準

はT.P.を基準としている。

4.本舎に使用した図商のうち、遺構の実測図は氷見秀徳、小林勇作、田中剛、柴田剛、塚本映子(現 :三

瀦町教育委員会)、大島真一郎(現 :黒木町教育委員会)、田中洋子、末吉隆弥(現:川崎町教育委員会)、

奥村太郎が作成した。また、遺構の全体図は、梅島遺跡(第2次調査)及び水田正吹遺跡をアジア航測株

式会社、島国外犀敷遺跡は大成ジオテック株式会社に委託した。遺物の笑測図は永見、平塚あけみ、江

藤玲子が作成し、図版の浄窃:は氷見、平塚が行った。

5.本書に使用した写真のうち、遺構の写真撮影は氷見、小林、田中、柴田、塚本、大島、末吉が行い、遺

物の写真撮影は永見、小林が行った。現場における空中写真撮影は(有)空中写真企画に委託した。

6.本告:に使用した遺構表示は下記の略号による。

SBー掘立柱建物 SD-溝 SK一土臓 SPーピット ST-墓 sx一周溝状遺構 ・不明遺構

7.本舎に掲載した地図 (Fig.l)は、建設省国土地理院長の承認を得て、同院発行の2万5千分のl地形図

を複製したもの(承認番号 平l2九複、第60号)である。

8.本書の執筆は「田一9.梅島遺跡(第2次調査)の調査」を永見、その他は小林が担当し、編集は小林が

担当した。
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I調査経過と組織

筑後西部地区遺跡群は、福岡県の南部、筑後市の南西部に位置する。この地区は古くから米や麦を中

心とした二毛作農耕が盛んに行われており、近年では農業経営の多機化によってハウスでの園芸栽培と

いった施設園芸が導入されるようになった。こうした状況の中、耕地の集団化や大区画整理、農道整備、

用排水路分離などの営農体系を確立 させるため、平成元年度から大規模な農地整備事業が実施されるよ

うになった。

これに伴い、 工事によ って破壊される恐れのある埋蔵文化財の取り扱いについて、福岡県筑後川水系

農地開発事務所から筑後市教育委員会へ照会があった。これを受けた筑後市教育委員会は、 工事前に確

認、調査を実施し、その結果をもと(.こ協議を行った。協議の結果、埋蔵文化財が確認された場所において

掘削・背IJ平の及ぶ箇所を「筑後西部地区遺跡群埋蔵文化財発掘調査jとして実施することになった。発

摘!調査は工事の進行状況に応じて平成3年度~ 9年度まで実施された。 なお、埋蔵文化財発掘調査に係る

費用は、国・福岡県から一部の補助を受け、受益者負担分については筑後市が負担し、残る費用につい

ては福岡県筑後川水系農地開発事務所において負担した。

発掘調査において出土した造物の整理と報告書作成については、随時、筑後市役所内文化財整理室で

行った。なお、筑後西部地区遺跡群内で発掘調査された榎崎遺跡(平成4年度調査) :井田西中野遺跡

(平成5年度調査) :島田三反田遺跡:古島烏相遺跡(平成6年度調査)の報告書は既に刊行されている。

以下は、発掘調査及び整理における組織を挙げるが、各発掘調査の実施期間や面積、調査担当者など

については、各章の r(1)はじめにjに記した。

調査組織

報告する調査が多年度にまたがるため、ここで一括して調査体制をあげる。

1)平成3年度調査体制(梅島遺跡ー第2次調査一)

総括 教育長 森田基之

教育部長 橋本益夫

庶務 社会教育課長 延 文雄

社会教育係長 松永盛四郎

社会教育係 永見秀徳

小林勇作(嘱託 :H3.8.l-) 

2)平成7年度調査体制J(常用ピンセ田遺跡 ・水田正吹遺跡 ・島国外屋敷遺跡)

総括 教育長 森田基之

教育部長 津留忠義

庶務 社会教育課長 下川雅晴(-H7.9.30) 

山口逸郎 (H7.10.1-) 

社会教育係長 本村正晴

社会教育係 永見秀徳

小林勇作

田中 開。

塚本映子(嘱託)

大島真一郎(嘱託 :H7.12.1-H8.3.31) 

3)平成8年度調査体制(井田栗ノ内遺跡)

総括 教育長 森田基之

教育部長 津留忠義

庶務 社会教育課長 山口逸郎

社会教育係長 本村正晴
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社会教育係 永見秀徳

小林勇作

山中 剛

柴田 附 (1属託)

4)平成9年度調査体制(水田伊勢ノ脇迫・跡 ・折地長問寺遺跡・井田堀越遺跡・井田下痢越遺跡)

総括 教育長 森田基之

教育部長 津留忠義

庶務 社会教育課長

社会教育係長

社会教育係

5)平成11:年度報告書作成

総括 教育長

教育部長

庶務 社会教育課長

文化係長

文化係

6)発掘調査参加者 (順不同、敬称略)

調査補助員

発掘作業員

整理作業参加者(順不同、敬称略)

整理補助員

整理作業員

山円逸郎

田中消通

氷見秀徳

小林勇作

問中 問リ

上村英士(上[9.6.1-) 

上村英士(嘱託 :H9.4.1 -H9.5.31) 

柴田 剛(嘱託)

立石真二(嘱託 :H9.8.l-) 

牟田口和良

下川雅晴

庄村園義

田中僚ー

氷見秀徳

小林勇作

上村英士

柴田 岡IJ(嘱託)

立石其二(嘱託)

塚本映子

大島真一郎

野田洋子

永田佳子

地元有志

平塚あけみ

江藤玲子

江藤玲子、野間口靖子、馬場敦子、野口晴香、

湯川琴美、探川普子、榛まど香、末吉隆弥、

江崎貴浩、奥村太郎

なお、調査及び報告瞥作成に際しては、以下の方々にご指導、ご教示を賜った。記して感謝の意を表

したいe

佐々木隆彦、伊崎俊秋、馬田稔、小田和利(福岡県教育庁)、城戸康不IJ、中島恒次郎、山村信築(太宰

府市教育委員会)、富永直樹、白木守(久留米市教育委員会)、大塚恵治(八女市教育委員会)、片岡宏ニ

(小都市教育委員会)、塩地i間一 (大分市教育委員会)、狭川良一(元興寺文化財研究所)、宮本佐知子

(財団法人大阪市文化財協会)
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E位置と環境

本題に人るliijに、勺遺跡が所在する筑後市について持干紹介する

筑後rliは、制同県の南部で、日本有数の穀倉地借である筑後予野のほぼlj.央部に位置する。市域の北

線は久留米rli、北京紋は八女郡広川町、東縁は八女市、 jヒ阿縁は 1瀦部:瀦町、西縁は三瀦郡大木町、

南縁は111門(Is瀬尚町、 IpJlls三橋町と接する。人口約47，000入、 I面干J'(札 .85k師、保.'::j3.5 -40.5 mで、 主な交

通網としては、久r{i米市と大牟田市を結ぶ国道209サ線、J¥.!.cdiと大川rliを結ぶ国迫442号線、 JR鹿児島

本線(州本111駅 ・羽よ塚駅 ・船小尾駅)、九州縦貫自動恥迫(J¥..!.cインターチェンジ)である。筑後市は

水1fIJ;~業 . tf6J:~・畑作股排.tI1子工業 ・ 印刷業といった良業とて業が.JI，J和のとれた街で、なかでもい草、

なし、ぶどうは地場の特産品となっている。

さて、今In l 判;ifりする筑後阿部地収遣跡群は筑後市の市阿部に位tn し、ff，~向4 - 6m の低{立段丘から低混

地へと移行するところにあたり 、西流するイE宗川と矢部川に挟まれた千野郎に)9r配する。近年、この地

以はほ場幣111ilゃ 1m発行為なと1こ伴って実施されてきた発f;'lll(}'~1tによ って、多くの遺跡が点在しているこ

Fig.1 周辺遺跡分布図 (1/25，000)

内
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j貴跡No. 泡 偽 名 所 (C j世 ，~ 1量抑1I IUI 泡跡のn~'{t . !1.1i号 4特;1i!'Jliti)

長崎坊I日遺跡 2丸後巾太';:終的寸J占悶 1991年ω丹、 11rJ 縄文中!吐 ([{M命~jーなど)

2 初』員近道追跡 " 高J.jit'F近滋 1鈴7;事06月司07月 弥1'，- '1'1吐:集~ (i1tなどh

3 ;1・版I1遺跡; 今 1::ltEIt字件'-'¥111985 if06月 令良:!駐偽{鐙穴式住wなど1

下」ヒ)，'1J榔号|必勝 φ 下:11:ぬ?櫛リ| 1992lfI)2f1 中|世: (li(i!lalilーなど}

。 l::.~tfoHl:.昔日 ill再 " 上~tA守t花畑 1992年09IJ 弥lJ':!島終 (寝穴式仏J.J}など)

6 』島田外屋数遺跡 4・ 島田字外慶敷 1996年031'1 中t控~近t世:集落 {滑など}

7 下北島久情遺跡 今 ~~ヒぬ字久t肯 I9'JI年的月、 1992-'f.0211 弥生:製熱 (1圏在住D¥物など』

8 ド~tr~久デ週tï* • fJヒ均三T久デ 198911'ω円-IIfJ 体4::l島海 rI~峨など}

9 占ぬ純白骨遭監事(!i11次s婦を} 今 .，t"語学制[-百 1m!ド04JJ、07fJ 縄文、弥生:1具係 t吸穴式U:陪など}

9 g吉正喜4重量帯遺跡(鯵2次凋:1¥:) 今 向島.f't車両奇 1998年0511 縄文~弥生: (i持)

9 前向疲筋遺跡(苛13次調脊、 .， 日TぬまH車両両 i骨98年05JJ-06H 縄文ー弥生:集落 (咳穴式佼阪など)

10 下~tぬ篠崎4t幼: " f :ltt~字復員帯 1992lド07)1-12IJ 1措;11-.: 1l!'i事 (娼立l主l.l!物など}・ 中1止、近世:iIl.i奇

11 ぬrn=モ反rLl.iftl'* " Kàm~f: lJilIl 199411'ω)J-12月 抗生・ '1'倣・近tt!: ~島越 t 上療などj

12 ，1;tlJt首相i1'U事 " r1iぬ寸:ぬ綱 1994年09fJ-12JJ 弥JF.・"'1世:~1絡(士輪島など}

13 J1:[f凶中野遺跡 ，。 井m*夜中野 1993年11)] 中枇: ([{踊滑など1

14 手字国軍Eノ内遺跡 ~ 井国字書歴ノ内 1ω6年091'1-11月 中世: (鴻)

15 井回端書緩遺跡 ~ 井岡字雄U~ 1997年12 1l-1998~手02 月 弥生 ・中世:集落 (i膏など}

16 井田下線経過~ 4・ 井田字下1，!U豊 1鈎8年01F!-02月 吉崎.;集落 (土h置など}

17 上北J.'611trls遺跡 • I:~t~~l自問 1989if'07月ーωH 中Itt:集洛(滑など}

18 水m下級町.il1事 ク 水UI学下桜.r 1鈎7~03IJ 中IP.:集務{苦;!，z伎u!粉、 上崎町、 i梓品;ど}

19 水田正吹鴻跡 .. 水筒字正吹 1996年01月-031'1 縄文~近世'.集落(落とし穴、綴立柱建物など}

20 京国伊事事J臨遭ff ，. 水田字伊勢ノ路 1997年10月-11月 弥生~近世.;集落(区画湾など)

21 析1直長問寺遺跡 ，. 折1也字』昼間苦手 1997年11月-12月 中世~近世: (滑など}

22 *ru杉ノ;元遺跡 t第1;次調膏} .. 本町*杉ノ元 J!裕6if.07fl-ωn 弥生:柴栴 (上繊ctなど}

22 #1目惨ノ厄遺跡 l寄与2次，}I1't) ゐ 水[fl苛:杉ノ元 1997年07丹 、 121~ 弥生 ;集偽

23 水団Illt*:遺跡{第1)次調俊} " 水EfJ!f:I.IJ{足 1992if-10月 弥生:集裕(割誕百t件E宝物など}

23 水mlll伏遺跡 (第2次凋1f1 .. 水印字IlJ伏 l鈎4句。711-0811 数:生:集地()!t自J筋)

24 水図上仁良策遺跡 {第l次.1'11'f.) " 水m守ニt仁良祭 )998年09円、101l 中日t:集均年 (井，1、滑など}

24 水町上仁良1駐遺跡(r.i2次調倉) 。 *1s1・上t二A余 1998年llFl 中Ilt-i!i1吐:集第 (i稗. 1:織など)

25 水回上半盤石遺跡 <ml次調査} .. 水町宇1:sy.t'l6 19984'07 Jl 弥生:集洛 t上積など}、 .t'i住(滑など)

25 水I目上平rl11m勘;(者12次調交) " 水閉守・ 1・，'p:~石 l鈎8年10月ーIHJ 動;~:集f再( I二機鮮) 、中世{水~)

25 水阻上平sお遺跡 {第3次鴎1f) 。 本[j'j;上'Jl霊イJ1998年12月 効:些(実情)

26 #r目下平穏むよftl* " 水印字f'f!2イT悶事S年{ゆ11、IOfJ ~生:集'm C小上場停)

27 常111ニラパiI~事 。 常用す:ニラパ 1997 .q'05I'l-(6)J 弥生、中世:換繕{七割高.慣例}

28 '1iI'JII口!日行遺跡 (;>>3次調食) " 常Jll字日IIlH ゆ99年()'lf!-03fJ 体'1号、'''1仕:犠fti(潟、土織など)

28 常1ft8凶行澄跡(:百l次a閣を) 今 11¥'1Il字日日1行 1鰍i年ωfj-121J 弥生 :集係 (L峨鮮など)

28 n'JJlI:l[11子遺跡{第2次調.te) 先》 官tlll'f:!J闘行 1996年12月ー19971ド02FI 弥生:集結 ('L峨鮮など) . 
29 常'"野々下遺跡 φ 常JTJ字野々下 1997~: lO n 不明: (i障など}

30 常m相削遣祢 ~ 官tm半網棚 1997年10JI 不明: (練など}

31 ?首iII北長田i宜跡【第l次訓傘) 4シ -m-J1lネ~t長郎 的%年12月 弥生・中世:(県議{様、上織など)

3l 常1日北浜畑jft跡(銑2次品調脊) ~ 常III学~tR;EB 1997!f.01月-05R 弥生 ・中世:象泌(Ii降、 上司書など}

32 梅~]置E事(第 l次調後J 今 常用~f;l幕ぬ 19例年12月-19<J1年OIH 弥生:終日高(L織など}

32 4苗島遺跡 (第2次OlI) .. 常用字梅島 1991年12月-;992年04月 弥生、中t量~近世:集落(土壌など}

33 常用ピンセ包遺跡 4・ 鎗F哲学ビンセ回 1995年08月-111'1 中世: (土繍者ど)

34 ~II;/.Ml側主主趨跡{第 l次調査} a惨 体n宇治錦tJ: 1鮒年07月 中世(縁)

34 j'!t!.lt材傍生JJI跡{揮~2次測量匠) @ ~~t)字1*1悌化 1997年10月 鍬~-tt't;t : ~島裕{土績など)、中 ~t: (11) 

35 iJtK~Wii原itl事 " Ut/J~手術~I車 1的74'10丹、1111 弥生、市境;袋詰島{上械など}

36 iM~ヒ石伏渇跡 ;， i常ぬ字~t石伏 1997年{均月-0911 総~ :~佐子島

37 jjtぬlDlヶ町遺跡 今 ~ぬ'f:皿今町 1997年09fl-loJ1 弥生(滑など}

Tab.1 周辺遺跡概要一覧表
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常JIIピンセr[bl跡

皿調査の概要
1.常用ピンセ田遺跡の調査

(1 )はじめに (Fig.3)

当遺跡は、筑後71T大字常用字ピン七回に所在し、標高6mf立の低温地上にある。平成7年度に実施され

た農地整備事業支線用排水路設置範聞において遺構を確認した183m~を調査対象とし、調査区は東両方向

の長方形に設定した。 調査期間は平成7~8 月 28 Rから 11月9日までであった。この問、重機による表土

除去、遺構の検出、掘削、実視IJ、写真搬影などを行い、調査区からは溝l条、 土城4基を検出した。本調

査は小林勇作が担当した。

(2)遺構

溝 (Fig.4)

SD5 

Fig.3 常用ビンセ田遺跡調査地点位置図 (1/2，500)

。，
11 I 

調査区のほぼ中央から検出した溝で、南部はSK4に切られる。上幅0.23-0.43 m、下!隔 O.13 ~ O.22m、

深さ約O.lOmを測り、埋土は黒茶色粘土を基調とする。出土遺物は皆無であった。
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常111ピンヒf!I岨跨

土墳

SK1 (I"igA、Pla.l)

凋宜1>(の*端で検出した隅JLfj形状の上嫌である 長軸1.l8m、

短紬1.03m、深さ約0.35mを測り、埋土は濃黒茶色粘土(黄茶

色 ・以茶色粘 l二ブロックを含む)であった。出上遺物は土師器g-
を位かに，iZめたが|χiポできなかった。

SK2 (Pig.4、Pla.1) 

桁jIl形状を'註し、長軸1.11m、短軸0.81m、深さ約O.39mを測

る。陀 1:はit!思茶色粘上(灰茶色粘上を含む)で、 11U:逃物は 1:
自IliW.~)~. を陀かに必めたが閃不できるものではなかった。

SK3 (Pig.4、Pla.t)

隅)L)j形状を宅した 1:.臓で、調査区の東端で検出した。 民 )I~h

O.97 m 、 ~\[!I~h0.87 m、深さ約O.32mを測り 、埋土は淡貼茶色粘 1:

(以茶色粘 1-- を-;，;-む)を )~~胡とする 。 造物は土師待片を倣かにtlu:

したがr~J示できなかっ た。

(3)出土遺物

、円訓告l-iからは似l示できる造物は出土しなかった。

(4)小結

2i地は弥生時代中期~後期 ・中世の複合遺跡である梅山辿跡の

雨、約400mのところにあり、中世に蘭期となった水田庄の領内

でもあった

ぷ掘，却す宅においてこれらに関連する遺跡の存在に大きな期待感

を膨らませていた E しかし、調査の結果、遺構の上層部はかなり

の削平を受けていたためか、上域4基、溝1条を僅かに碓48したに

過ぎず、 tl¥ Iニ遺物も骨無に等しい状況であった。このため、地併

の時期を断定することは難しく、周辺の調査に期待せぎるを件な

い結果となった。

L i 
X: 20，1∞ 

10m 

常用ピンセ田遺跡遺構全体

実測図 (1氾00)
Fig.4 

。
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4C111正欧通跡

2.水田正i次遺跡の調査

(1 )はじめに (日g.5)

吋追跡、は、筑後rlj大宇:本川下 lF.riJ¥、 1)、塚、初IJノ|人j、鬼塚、汁蒲に所在する。 山市は水間地帯で標高

5.5 ~ 6.5m位の低湿地|二 lこある 。 調査は平成7年度に施じされた農地整備事業文線JfJ排水路設置範閥にお

いて迫構を確認した4.340m'を実施した。調査期間はヤhli:8年1月16日から 3JJ3111までであった。この

IIIJ、重機による表土除去、遺構の検出、縮削、'):;測、写Ai最影などを行い、遺構i則;止の一部をアジア航

測株式会社に委託した

調査区からは掘立柱建物、構、周溝状遺構、上域、ヒットなどを検出した

ところで、筑後市内に分布する遺跡の名称は、通常の場合「大字名Jと f小'(:才rJを兼ね合わせた名

liijを称している。今阿訓資した範囲は大字水田地|迂内の版数の小字にまたがったが、，胡査時点において

f水問正l吹遺跡Jをイ℃点才1とし、 /1、宇単位で、調査|瓦「八~日|を設定して調売を実施した。本来、報告に

あたっては各遺跡名で統'すべきであったが、今1111は混乱を避けるため、あえて副J1f.時点での遺跡名と

訓売l豆を生かすことにした。

冷'1調査は小林勇作が初当し、柴田剛、永田伎チのIhb)Jを得た。

! L '-_ J 1" 1" 
一一_j-一ートィ 寸ー-， 1 

JJl"j，li fけ jeljJ ド/l

l .h-ーよ--1 •• 1，1 

J / υI  "1 
S4 1 1 

" 

//〈¥」¥
I 11 ト、し
! / / I 

トfヘ寸
f・" 60・

~ 1 1 

、J 0..11 
IJ 
11 
1/ 

! 十一"一千 ---"--_-1 -1"i.7イ 11 I 

。，
'll j " !56 

.;a;? " 
ーー_ 'L 1; τ7 ¥_-_ # ! 

Fig.5 水田正吹遺跡調査地点位置図 (1/2，500)
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車問正吹遺書事

(2)遺構

調査区A

掘立柱建物

S8020 (Fig.6、Pla.2)

調査区北東部で検出したlXl聞の建物で、各柱穴で径11-18c01の柱痕を認めた。南北軸の方位はN-

48
0 

50'-Wを示し、 P1-P2間2.71m、P2-P3間3.11m、P3-P4間3.05rn、P4-P1間3.17mを測る。

各柱穴の樫土においては、特に叩き締められた痕跡はなく、出土遺物は皆無であった。

S8030 (Pig.7， Pla.3) 

調査区中央付近で柱穴PI-P5を検出し、柱穴はほとんどが隅丸方形状を呈する。Plの底部はフラット、

P2-P4においては底部から小穴を認め、P5は底部に窪みを皇する。PI-P2間3.94m、P2-P3問3.12m、

P3-P4間3.53m、P4一時間2.87mを測り、南北軸の方位はN-410 -wを示す。8B030は検出時にお

いて2Xl聞の南北棟の建物と想定していたが、 Plの底部から柱痕となる小穴が認められなかったこと、

P1-P2間は他の柱問よりも距離が離れること、 Plに対する柱穴が認められなかったことから、 1X 1間

の建物になる可能性も考えられる。遺物はPl-P5の各柱穴において弥生土器 (片)が出土 している。

S8040 (Fig.8、Pla.3)

8B030の南西部で検出したlXl聞の建物である。それぞれ楕円形状を呈 し、 Pl. P2 . P4の底部から

は柱の痕跡と思われる小穴が検出された。南北軸の方位はN-270 -wを示 し、 PI-P2間2.27m、P2

-P3間2.68m、P3-P4間2.87m、P4-Pl問2.84mを測る。出土遺物はP2から弥生土器 (片)、P3から

は弥生土持(袈)が検出面で出土 した。

内 側剛 山
出 09'9 • 

10l 

2m 
，~:二

，~ 

ゐl

す 一一一一っす
P.I 

P3 

b 

@ 
。

PZ 

b' 

PI 

ミ総点
復援物協傷物

，a
-MH 

。!
. 6.60m 

往復

6.70m 

務務ι;!?帰}械;Jiifjtp媛 ;:2tt:i士初;:関上

Fig.6 調査区A(S8020)実測図 (1/60) 
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Fig.8 調査区A(SB040)実測図 (1/60)

SK004 (Pig.9、Pla.4)

SK003μ切られた梢l'J形状の上横で、 l幅約0.77m、深さ0.20mを測る。i炎黒褐色粘質七の単一土府で、

土師協 (片)がrl¥1-.した。

SK005 (Pig.lO、Pla.'l)

白問先医北部で検出した桁刊形状の土域で、内部にテラスを官するc 長'陥1.50m、短期lll.llm、深さ1.19

mを測り、 l姥楽士駿として使用された可能性がある。遺物は弥生上持 (型 ・高原・片)が出土 した。

SK006 (F'ig.9、Pla.4)
SP016を切るように検出 した隅丸方形状の土墳で、底面の南部は段がついて 下がる。長軸1.42m、短軸

0.83m、深さ 0.20-0.27 mを測り、埋土は黒褐色粘質上であった.tl1 l-_造物は士師器 (聾 ・片)、育・磁

(片)を認めた

SK007 (F'ig.9、Pla.4)
SK006に隣姥した楕円形状の土績で、長軸1.32m、短軸O.77m、深さO.07mを測る。底面はフラ ットを

!il し、思上は!P..掲色枯質上の単一土層であっ た。 出上遺物は上削î~~ (片)、士師器 (片)を認めた。

SK008 (F'ig.9、Pla.4)
SX009に切られた附丸方形状の土績である。長軸l.lOm、卸:仙0.95m、深さ0.24mをilliJり、黒褐色粘質

1 :を法t~~ とするj型 tであ っ た。 出上造物は皆無であっ た。

SK010 (1"ig.lO、Plu.5)
訓査I，.{北部で検1'1¥した隅)L方形状の土繍である。径は9.10-9.70 m、深さ1.00mを?Jlljり、黒褐色粘質

-12 
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一江主iKOO6
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'." ~チム、円 ル/

，，HHJ反…，ラ/'

)/亡て--......SK∞7

-::...(/ 、1-

¥ミふ )J 
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~\ =了

， 

.t;ffiJ:吹".
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6.ωm 

モヲク

660m 

SX011 

6.60m 

o 2m 

Fig.9 調査区A(SK001 --004・006・007・012-014、SX009・011、SP016)実測図 (1/60)

ょを基調とする埋上であった。迎物は須恵器(型)、 l:師時(皿 ・聾 ・片)がH¥_Lした。

SK012 (Fig.9) 

品F1f. 1ま '1 1 央音I~で検出 した。 プランは長)j形状を ld し、長制1.43m、短調111.12rn、i諜さ O.52mを測る。
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SK014 (Fig.9) 

SK013の南で検出した隅丸方形状の土壌で、長軸

1.41 m、短軸1.11m、探さ 0.70mを測る。担土は上

層から淡灰色砂質土→黄白色粘土→淡灰色粘質土

で、須恵器 (饗・片)、土師器 (片)、青磁 (片)、

染付 (片)が出土した。

SK015 (Fig.lO、Pla.5)

調査区北東部で検出した円形状の土撲で、径は

1.07m前後、深さ1.34mを測る。上層には灰と焼土

が堆積しており、 2・3度の焚き火が行われたもの

と思われる。更に下層からは複数の河原石や土器を

散在的に認め、廃棄土城として使用されていた可能

性が考えられる。遺物は須恵器 (聾)、土師器 (聾)、

瓦器 (坪 ・椀)、黒色土器 (椀)、黒曜石 (片)、粘

土塊が出土した。

不明遺構

SX009 (Fig.9、Pla.4)

SK008を切るように検出した溜まり状の遺構で、

底面は凹凸が著しい。かなりの削平を受けているも

ので、黒褐色土を基調とした埋土であった。土師器

(片)が僅かに出土した。

SX011 (Fig.9、Pla.4)

調査区北西部で検出した溜まり状の遺構である。

規模は3.71m X 3.06mで、深さ0.05-0.15 mとかな

りの削平を受けているものと思われる。j農黒褐色土

の単一土層で、弥生土器 (聾)、須恵器(袈)、 土師

器 (皿・饗)、陶器(片)が出土した。

樹木跡 (付図①)

調査区南部からは20個体程度の樹木跡を検出した

が、掘削はしていない。地山によく似た壊土と黒色

土で構成されるもので、平面プラン上で黒色土が

「半月状J若しくは f三日月状Jに確認される。

調査区B

溝

S0050 (Fig.l1、 Pla.6)

車問iE吹漉>>

650m 

ゑzz
2m 

⑧ 

。

b /?' @J 

6.5000 

ゑ物倒
6.5Om 

東西構でl1.1m分を検出した。構の中央部は突出

したように検出され、平面での切り合いは確認され

なかったため一連の構としたが、自IJ遺構になる可能

性も捨てきれない。構は帽0.40-1.55 m、深さ 0.18

-0.52mを測り、黒色粘質土を基調とした埋土であ

った。造物は弥生土器(費)、須恵器(杯 ・饗)、土

務~タ
Fig.11 調査区B (S0050)実測図(1/60) 

師器 (皿 ・杯 ・輩)が出土し、 i持底からは少数の河原石を認めた。

土壌

SK025 (rlg.l2、Pla.6)

SD050の南側で検出した椅円形状の土績で、長軸2.85m、短軸2.60m、深さ約0.97mを測る。土壌は壁
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Fig.12 調査区B (SK025・035・045)実測図 (1/30・1/60)

部の 同部がトンネ 1レ状に扶られており、底部はほぼフラットを叫する ，出土遺物は持無であった。

SK035 (l"ig.J2、Pla.7)

lorJ 1E I~: の ，+れ:YI~でイ確認、した土績で、!底部に径9cm前後の 2つの小火を }Jkする 。 長刺1 1.21 m、短軸l.11m、

深さO.80mをiHljる。n然、昨lfl'eによる埋土で出土遺物は皆無で、併とし穴になるIff能性がある。
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SK045 (Pig.12、Pla.7)

調査1~(lfj部で、検出したl明 )L)j形状の上端で、!日後j色上を

基調としたn然堆積による迎上であった。径は1.00m、深

さ0.64mを測り、底部はほぼフラットな面を'11する凶造物

は弥生 l'.a;;:(聾 ・高坪 ・片)がtH.r，し、廃棄 L峨として使

川された可能性がある。

土壌群

SK018・019・021-024・026-029・031-034・036

-039・041-044・046-049・052-054・066・

067・074(付凶心)

調査区の北部からは近1ftから現代にかけての 1'.墳(カク

ラン)が数ト必検出された。プランは隅丸方形や不定形な

ものが多く、ほとんどが灰色1'.を法調としたがij~ 1.である。

不明遺摘

SX064 (Fig.13) 

調査区南部で5.80m分を確認し、幅3.20m、深さ 0.29m

を測る。茶制色 lてを基調とした耳R上で、出 l二l1'l物lま特無で

あった。

調査区C

溝

*UhE吹.跨

6.∞m 

S0060 (付l刈(J) 放~ ……級
80070を切るように39.2m分を検出した市北悦である。

溝断而は逆台形状を呈し、 JIR1:は灰色土を法iJ，¥Jとした樫土
苛 Fig.13 調査区B (SX064)実測図 (1/60)

であった 1 遺物は上師器 ()J1，)、 1'1磁(碗)、染付 υ竹、陶

~i (斐)がtH"，した。時間の制約から完掘までには去っていない。

S0070 (付闘(i)

39，2m分を検出した南北慌で、組上は黒茶色 1:である。時間の制約から a部の拘!削に止まり、 Urli時

(片)が出 1:している。

S0080 (付|χl①、 Pla.14)

調査区両側で検出した南北榊でSXIOOを切る。38.2m分を確認し、 l時間の制約から・部の掘削に止まる。

埋上は黒茶色 L:を基調とした地 1:で、弥生上保(Jj')、上師器(片)が健かに出上した

S0090 (付lχ"1)、 Pla.14)

SXIOOを切る1#北講で38.1m分を検出した。1l，71UJの制約から完州までには至っておらず、構の断面は逆

台形状を JI~する 。 灰色よの)IJl 1'，で、造物は弥生 1:慌(鎚 ・高坪)、 1:師持(土鍋)がIl'..仁し、弥生土協は

SXIOOから流れ込んだものと思われる。

周溝状遺構

SX100 (Fig.14、Pla.8・9)

調査区北丙部で検出し、月11ては黒色土を JιJ，~とする単一土用であった。 著しく i別、ドを受けており、遺

構の南西部はプランが不明時であった。悶i昨状j立榔の胤模は外任約6.6m、内径約4.0mに復原され、間

中高1.03-l.84 m、深さ0.1]-0.18 m を測る 。 遺物は跡中七器(小鉢 ・ 3担 ・ 藷 ・ 高均~)が構成に集和してい

た。

調査区D

溝

S0104 (F'ig.l5) 

調査区点部で検出したやや蛇行した南北構で、 4.05m分を確認した。幅約O.60m、深さ約0.27mをifilJり、
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Fig.14 調査区C (S0080・090、SX100)実測図 (1/60)

土師器 (Ji')が多l!cに出土した。

S0108 (Fig.15) 

8D104の構庇から検出し、 一連の溝の可能性がある。3.35m分を検出し、幅約1.l0m、深さ約0.40mを

測り、七師?ff(皿 ・片)、鉄製品(釘)が出土した。

S0120 (Fig.l5) 

調査区中央部で検出した南北構で3.65m分を確認した 幅0.37-0.65m、深さ約0.20mを測り、造物は

須忠詩(盤)、 七師掠(杯 ・片)が出土している。

土塘

SK102 (Fig.15) 

上繍の市部は調査区にかかり、深さは0.61mを測る。j壇上は!日茶色上を基調とし、理土中からは土師

器(皿1.聾)が出土した。

SK105 (Fig.15) 

梢円形状の上横で、径は0.95m、海さは0.40mをHlIJる。埋ll:" 1からは上師持(型)、染付(片)、陶器

(拙鉢)、ガラス()i')が/JJ土している。

SK111 (Fig.15) 

不整円形状の 1:城で底商の凹凸は著しい。黒茶色土の組上でLHr.遺物は持無であった。
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Fig.15 調査区D (S0104・108・120、SK102・105・111・115・125)実測図 (1/60)

(。
⑧
「l

5.70m 

SK115 (日g.15)

径は1.23mを測るほほ円形状の土績で深さはO.15mと浅い。出土遺物はない。

SK125 (町g.15)

調査区東部で検出し、遺構の北部はカクランを受ける。深さO.20mを測り、 i持底から径7cmの小穴Iつ

を認める。埋土は黒褐色土で出土遺物は皆無であった。

調査区E

溝

SD136 (付図①)

調査区東側で確認した南北構で2.75m分を検出した。構は途中、現代のカクランを受けてお り、相0.55

-1.05 m、深さ約O.lOmを測る。出土造物は皆無であった。

SD137 (付図①、Pla.lO)

調査区中央で確認した南北講で2.35m分を検出した。|揺O.55-1.12m、深さ約0.10mを測り、出土遺物

は皆無であった。
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Ij(lIId昨;必時

SD138 (付|χl(n)

，却1fl'UU部から 2.37m分を検出し、幅約0.73m、i菜さ約

O.l2mをiUIJる HU._逃物は皆無であった

(3)出土遺物

調査区A

掘立柱建物

SB040-P3 (Fig.16、Pla.ll)

弥生土器

型(1) I 1任20.0cmを測る「く j字形口縁翌でI人J9i-面のふI.J

整は許しく陪粍しているため不明である。

土壌

SK001 (1.'ig.27、Pla.l3)

石製品

、、

。 10cm 

て次)JIICィi持 (98) 石材はサヌカイト製で、 ー側緑の一部 Fig.16 調査区A (SB040-P3)出土土器

に:次)111仁を施して平IJ?iFとしたものである。 実測図 (1/3)

SK002 (Pig.l 7、Pla.ll)

土師器

保 (2) 1 1任 12.4cm、底任6.4cm、器高3.3cmをf担保し、 fl縁部はやや外反する。内外商の調整はヨコナ

デでh'f.部外r(oはヘラケズ 1)である。内外面には漆が部分的に十J，{(しており、特に内IIliは惇く残存する。

SK003 (Fig.l7) 

土師器

杯 (3) LI fn 1.4側、成径6.4cm、器高3.3倒を復原する。内外IUIの調整はヨコナデで底部外商はへラケ

ズリである

椀 (4) 底部のみの細Ji-で、高台径は9.5cmを測る。外面はヨコナデで、底部内面はナデ調整である ョ

底部外耐の ・部に小JOJ物による爪痕を認める。

SK004 ([<'ig.l7) 

須恵器

鉢 (5) J氏問iが欠損した細J'iで、口径 14.5cmを復j訴する 。 |人j外 1mはヨコナデI~J較である。

SK005 (F'ig.17、Plu.ll)

弥生土器

必 (6) 1 1任18.0cm、底径4.3cm、器高29.4cmを測る )t良部からr1**部にかけて大きく開く広口査で、

11縁部の掠りはJll くやや短めである。 体部はやや長胴化 し 、 l長部はやや Jしみを '~i;:びている。 外商の円縁

部はヨコナデ、体部から底部にかけては刷毛目、内面の11紋部は'(，IJTI 1]、休部から底部にかけてはヘラ

ケズリで ・部材IJ1:11凋整を施す。

護 (7-10) 7はj底部を欠損した小型の「く j字形円縁聾で、 r1任12.5曲、成径4.6Csl、器高12.7cmをiJ!IJ

る 11縁部内外面はヨコナデ、体部内面はナデ、外面は刷'é ll ，~整を施す( 8・9は円縁部が外反した小

型の琵で、共にn縁部内外商はヨコナデ、体部の外面は昂IJe;U、内的lはヘラケズリの調整である。8は口

任15.5師、 9は11径16.0cmを復原する。10は「くJ字形r1綜費でr1筏27.8仰を彼原する。

鉢(11) 1 1縁部が緩やかに外反した鉢で、口径18.0仰を従属{する。11紙部内外l函はヨコナデ、外国の

体部げ立は刷~Il、下位はへラナデ、体部内面は舵押さえ後刷n口調棋を施す。

tfZ祁(12) 杯部の細Ji-でI-J径26.0cmを復原する。11縁部はほぼ|町立し、円縁部内外面はヨコナデ、体

部内外而は~lllJ も日 IJI~鞍を施す。

部台 (13) I 1縁部は欠損し、脚裾径は11.1cmを制比。煩部内|剖はナデ、内外l而は刷毛目、脚裾端部は

ヨコナデ訓l轄を施す。
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SK006 (Fig.17) 

土師器

現 (14) 口縁部の細川ーでr1任24.0cmを復原し、 11械部は外反する。

青磁

碗 (15) 同安窯系11・磁で11筏15.0仰を復原する。内外而にはくすんだ緑色の軌を汚く施す。

SK010 (Fig.17) 

黒色土器A

腕(16) 口径15.3cm、荷台任9.1cm、器高7.5cmを測る。内黒で内面と口綜部外由にヘラミガキを施し、

尚台部は持合によるナデを斜め方向に施す。

SK015 (Fig.18、Pla.l1)

須恵器

強 (18-20) 18は休部下位の細片と思われ、|人JrIlIはf行川lき、外1mは栴r-[111き後ナデ消しを施す。

19・20は体部の細片で共に内而は平行叩き、外而は椅 [-UPきを施す。

土師器

皿 (21) 口径11.0cm、成径7.8cm、器高1.8cmを彼j京する。体部外面はヨコナデで、内面は調整不明

ヘラ切りか。

椀 (22-30) 22は11径11.0cmを復原し、内外面は苦-しく磨耗しているため凋賞者不明 口縁部はやや外

反する。23は口径11.6仰を復原し、内外面はヨコナデ凋整を施す。口縁部はやや外反する。 24は口縁部

の細片で、口径14.0cmを彼原する。口縁部がやや外反し、打縁部外面及び内閣はヨコナデ、体部外面は

ヘラケズリを施す。内聞にはコテあて痕を認める。25はU径14.2cm、高台径8.1cm、器高5.8cmを復原す

る。口縁部外商はヨコナデ、休部外商はへラケズ 1)、荷台内外商は接合によるナデを施し、内面は誹i整
不明。 26は細片で円径14.4仰を彼原する。 27-30は底部の細片で、 29は高台筏7.8cm、30は高台径8.8cm

を復原する。

費 (31) 口縁部の紺l片でIi径26.0cmを復原する 11縁部は外反し、仁!縁部内面上位及び口縁部外面は

ヨコナデ、口縁部内面下位はヘラケズリ調整である。

不明土製品 (32) 片側が欠損した不明上製品で、長さ 2.2cmを損IJる。焼成前に穿孔されている。

黒色土器A

椀 (33~ 39) 33はn径 11.5cmを復原し、内外而は時粍のため調整不明である。底部は押し出し技法を

用いる。 34は口径12.2cmを復原し、内外面はI普粍のため調整不明であるが、内面のー部に僅かにヘラミ

ガキ痕を認める。 35はI.J筏14.2cmを復原し、内面はヨコナデ後へラミガキ、外l国はI杏耗のため調整不明

である。 36は口径15.0cmを御原し、口縁部外面はヨコナデで内面及び体部外面は調整不明。37-39は版

部の細片で、 38は高台径7.5cm、39は高台径8.0仰をt担保する。

黒色土器B

摘 (40・41) 40は円筏13.6cmを復原し、表面剥離のため調整不明。 41はI1径14.2cm、高台径8.4倒、器

苅5.4cmを復原する。円縁端部はヨコナデ、タト面及び体部内閣はヘラミガキ、底部内面はナデ、高台内外

而は接合によるナデ後ヘラナデ、底部外商はへラ切りである。

SK069 (日g.17)

須恵器

費(17) 体部の紺l片と思われ、内面は平行と|司心円の叩き、外商は格子叩きを施す。

不明遺構

SX011 (Fig.18) 

黒色土器A

備 (42) 底部を口径15.0cmを復原し、内外面はヨコナデ調整を施す。
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Fig.19 調査区B出土土器実測図 (1/3)

調査区8

溝

S0050 (Fig.19、Pla.ll)

弥生土器

強 (43) 底部の細片で底径5.0cmを測り、底部はやや丸みをもっ。内外耐の訓撃は磨耗のため不明。

須恵器

荒 (44・45) 44は天)1二郎のみの細片である。天井部外Cruは回転ヘラケズリ、体部及び内聞はヨコナデ

を屯する。 45は口縁部の細川a で最大径14.0cm、かえり径12.0cmを復原する。かえりは若干内傾し、内外

面の調整はヨコナデである。44と45は同一個体の可能性がある。

杯 (46) 細片で内外耐の調整は不明。口径13.0cmを復原する。

土師器

長 (47) 天井部に宝珠つまみを呈し、内外面の訓設はj嘗耗のため不明である。

Hll (48・49) 48・49は符しく磨耗しているため訓整不明である。48はII任15.0cm、底径9.8cm、器尚

1.9cm、49は口径16.0cm、成後13.6cm、器商2.0crnを復原する。

何 (50-53) 50は以前iのみの組i片で底部外而はヘラ切りである。51はrI任12.0crn、)ft径7.6cm、持山i

-24-
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本m正吠遺跡

2.7仰を彼原。52は口径12.6cm、底径8.0cm、器高3.8cmを複原し、底部外商はヘラ切りである。53は口径

14.2cmを復原する丸底上不である。いずれも内外面の調整は磨耗のため不明である。

石製品 (Fig.27、Pla.13)

石鎌 (99) 石材は黒曜石製で、扶りが比較的浅い両国加工の石鍬である。表面には僅かに自然面を残

し、裏面の中央部にはポジティヴ商が看取される。

土塘

SK034 (Fig.27、Pla.13)

石製品

二次加工石持 (100) 石材はサヌカイト製で、縁には二次加工を施し、利器としている。表面の1ド央部

にはネガ、ティヴ菌、裏面にはポジテイヴ面が看・取される。

SK045 (P、ほ.19、Pla.11)

弥生土器

斐 (54・55) 54は底部の細片で底径6.4ωを測る。底部はやや丸みをもち、内外面は刷毛目調猿を施す。

55は「くJ字形載で、口径18.3ω1、底径5.0cm、器高 18.2仰を測る。口縁部内外商はヨコナデ、体部内外

聞は刷毛口、底部内外面はナデ調整で、体部外面には煤が付着している。

藷 (56) 底部の細片で底径6.0cmを測る。風化のため調整不明。

高杯 (57) 裾部が「ハj字状に大きく開くタイプで、裾部径は18.0仰を復原する。外国は刷毛日、裾

部外面及び内商はヨコナデである。

SK048 (Fig.l9、Pla.ll)

土師器

柱状土製品 (58) 断面は方形状を皐.し、間取りを施す。隠さは2.6cmを測る。

SK067 (Fig.19、Pla.l1)

土製品

玩具 (59) i一分銀Jの玩具で、長さ2.0cm、幅L5cm、厚さO.3cmをiRllる。

ピット

SP051 (Fig.19、Pla.ll)

陶器

大聾 (60) 頭部の制11片で、内面は積方向のナデ、外商はヨコナデと格子nl]きを施す。
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青磁

不明 (61) 内外面に背緑色の軸を施し外面にはへラ先による細線を2条施す。

染付

碗 (62) r I縁部の細片で内面には雷文、外面には花文を呉加で描く

調査区C

溝

S0060 (Pig.20) 

白磁

皿 (63) 口縁部は外反し、口径12.0cmを複原する。

染付

碗 (64) n械部の紺!片で、外面には呉須で文様を描くが、発色が忠く文様不明。

で
¥

。 10明

Fig.21 調査区C (SX100)出土土器実測図① (1/3)
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Fig.22 調査区C (SX100)出土土器実測図② (1/3)
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SD075 (Fig.20) 

弥生土器

琵 (65) 成部の細Jtで底径7.8
cmを測る 体調)I人j外的iは刷毛目、

l良部内面はナデ、岐部外面は不定

)jfÍJj に刷 ~fl を施す

SD090 (Fig.20) 

弥生土器

鑓 (66-68) 66は「く j字形

r I紙型で、 Ilft18.0cmを測る。口

付部内外1(liはヨコナデ、体調i外価

は~111J ~ 11 、 体部内 I~iは [J~ナデを

施す。67は111を19.0α11を復原する

IJ縁部はヨコナデ、体部内閣は~lllJ

宅U、体部外Ifliは!併耗のため凋盤

不明である。68は岐部の細片で底

径 5.8cmを復原し、 I良部内外面は

ナデ品整である

器合 (69) 脚械部の細Itで脚裾

径は14.0cmをisIJる 脚裾端部外面

はヨコナデ、体部外面はナデで、

内面は凋整不明である。
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Fig.23 調査区C (SX100)出土土器実測図① (1/3)
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6.9cm、器高13.5-15.2cmを測る。

口縁端部及び外部はヨコナデ、口

縁部内面はオサエナデ後刷毛目、

体部及び底部の内外面は刷毛日調

整である。76は口径16.9c01を測る

口縁部の細片で、口縁端部及び外

簡はヨコナデ、口縁部内商及び体

部内外面は刷毛日の調整を施す。

77は口縁部が大きく附くタイプ

で、円縁部内外面はヨコナデ、体

部内外商及びj底部内面は刷毛目、

底部外簡はナデの調整を施す。口

径24.6cm、底径9.7cm、器高 16.0

仰を測る。

高杯 (78・79) 78は杯部に鋤

先日縁を呈 し、脚部のくびれ部が

中位にある。口径20.9cm、脚裾径

は14.8cm、器高14.7cmをiWJる。79

は同じく杯部に鋤先口縁を呈 し、

口径19.0cmを復原する。

楚 (80-92) 80-85は口縁部

の細片で口縁部が大きく外反する

楚で、 80は口径16.6cmを復原し、

表面磨耗のため調整不明。81は口

径16.6cmを復原し、 11縁部内外商

はヨコナデ、体部外面は刷毛日、

体部内面はナデの調整を施す。82

は口径17.6仰を復原し、口縁部内

外商はヨコナデ、体部外面は刷毛

目、体部内面はナデの調整を施す。

水間J[ゆ;轟益事

。

10crn 

Fig.24 調査区C(SX100)出土土器実測図④ (1/3)

83は体部が張らないタイプで、口径18.t1cmを復原する。口縁部内外面はヨコナデ、休部内外面は刷毛自

の調整を施す。84は口径17.6仰を復原し、口縁部内外商はヨコナデ、体部内外面はナデの調整である。

85はn径18.6cmを復原し、口縁部内外出iはヨコナデ、体部内外面は刷毛日調整。86は「くj字形口縁懇

で、口径17.8cmを復原する。口縁部内外聞はヨコナデ、体部外面は昂1)毛目、体部内面は指押さえ後刷毛

自の調整を施す。87は口縁端部が外側へ刷附するタイプで、口径25.8仰を復原する。体部中位に断面が

台形状の貼付突帯を l条施し、口縁部内外面はヨコナデ、体部外面上位は刷毛目、体部外面下位及び体部

内商はナデの調整である。88-89は底部の細片である。88は底経7.2仰を復原し、外商及び体部内面は

刷毛目、底部内面はナデの調整である。89は底部に高台を付す裂で、高台径lO.5cmを測る。90-92は

「く J字形口縁聾で、90はやや丸みを呈する底部で、口径24.8cm、底径7.5ω、器高30.0cmを測り、口縁

部はヨコナデ、休部は刷毛目、底部はナデの調整である。91は口径29.15cmを測り、口縁部はヨコナデ、

体部は制毛自の調整を施す。92はやや丸みを呈する底部で、口径27.8cm、底径8.0cm、器高43.3cmを測る。

調整は口縁端部がヨコナデ、U縁部は席IJ毛目、くびれ部はヨコナデ、体部は刷毛日、底部はナデで、体

部外面下位には細かい刷毛自の調整を施す。

琵 (93・94) 93は体部の紺|片で、外商には断面が三角形状の貼付突帯を 2条施す。内外面は席1)毛目調

整で、外商には丹塗りが施される。94は底部の縦11片で、底径12.0cmを復原する。
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調査区D

溝

SD108 (Fig.26) 

土師器

小皿 (95) 糸切りで、口径10.2側、

底径7.0畑、器高1.6cmを復原する。内

外商の調整は不明。

鉄製品 (Fig.27、Pla.13)

釘(101) 釘の断面は丸形で、径は5

m前後を測る。上下部は欠損している。

SD120 (Fig.26) 

土師器

郎 (96) 糸切りで、口径11.0cm、底

径7.0cm、器高2.6cmを復原する。内外

面の調整はヨコナデである。

土壌

SK102 (Fig.26) 

土師器

杯 (97) 底部の細片で、底部外面は

ヘラ切りである。内外面はヨコナデで、

底径8.0cmを復原する。

(4)小結

今回の調査で最も古い遺構は調査区B

から検出したSK035の落とし穴状遺構

である。

「落とし穴状遺構jについては、こ

れまで北部九州においてもしばしば報

告の類をみるようになり 、筑後市内で

も「田悌遺跡jをはじめ、総計33基以

上を数える。市内で確認された「落と

し穴状遺構」の内、現段階で認識でき

た主要なものについてTab.2に示 したの

で参照されたい。なお、 記載した「落

とし穴状遺構」は、伺れも遺構底部に

多穴や単穴の小穴を呈するもので、無

穴のものは土織と区別が戸惑い、明ら

かに判断ができるものを挙げた。また、

本表に使用した分類は、 rr安武地区遺

跡群rrJ久留米市文化財調査報告書第

60集一久留米市教育委員会1989-Jに

記載されている分類を用いた。

さて、当遺跡、から検出されたSK035

についてみてみると 、平面プランは椅

円形状を塁し、底部に2つの小穴を認め

るタイ プであることから 、分類による

、、

， ， 

Fig.25 調査区C (SX100)出土土器実測図⑤ (1/3)
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Fig.26 調査区D溝出土土器実測図 (1/3) 
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Fig.27 石製品・鉄製品実測図 (1/2)
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とC昨 2型にあたる。

ここでTal>.2にi主日してみると、[落とし穴状遺構jはib内の広い範問で分布しており 、また、構造に
ついては久留求市川上例の分館にほぼ同様のタイプが市内で検出されているのがわかる。「落とし火状遺
構Jが広域にわたって確認されたほんの数例にすぎないが、その成果は大きし、。

ところで、dj内から出上した鉛どの「落とし穴状遺構jは、 l直接年代を決定できる資料に忠まれてお
らず、遺構の時期jの判定が困難であるといえる このため、時期については今後の II~題となるが、各遺
跡の1M辺からは縄文時代を示唆する何らかの資料が採比されているこ とや近隣における関連遺楠の品売
事例から、概ね利文時代後期以降の遺構と考えられることができょう

次に顕著な辿椛がみられるのは弥生時代後J~J を中心とした時期で、 j立榊でいうと捌也住建物 (S8040) 、
講 (SD075)、 1'，城 (SK045)、j品構状遺檎 (SXIOO)が該当する

まず、 SB040は1x 2問若 しくは1x 1問に復版される建物で、惜しくも遺構の上部は円lJ'fを受けている
ものであった。脱税からは特定できないがけ1心的な建物になっていた口J能性は否定できない。時期は断
定できないが、社火 (P3)から唯-弥生土踏}¥-を認めたため、この時期を比定したものである。

さて、周講状遺構である SXIOO は前述 し た ~n く、周溝に遺物が集中的廃棄されていたものである 調
査時において一見爪体で検出されたようにも思えたが、附辺遺跡である水!日伊勢ノ脇遺跡の調査 (本稿
の5.にι載)において2基の品wr..状遺構を新たに確認することができたもこのことから、 ー帯は祭i~巴的1Q・
2誌をもった土地平IJ川が行われていた地区であったことが'成える。なお、筑後市内における周溝状迫備の
検出状況は、 rr筑後西部第て地民遺跡群 (1) J第4節津島北石伏遺跡 4小結ー筑後111文化財調査報t1td
第2lt~ 筑後市教育委員会 1998 Jに記載されているとおりで、現時点においては新資料として追記す
るものはない。

次にあげられる時期としては、 6t崎紀後>1':.......8世紀代を'11心とした遺物が出土している椛 (S0050)が

ある。SD050は先述したとおり、 i詳の中央部はi留まり状になっていて決して安定した遺構とは言えない
もので、埋土も自然堆積であった。このことから、自然にできた流路若しくは溜まり状の遺構であった
可能性が強く 、造物は周辺から流入したものと忠われる。

次にピークを迎える遺構 としては掘立柱雄物 (SB020・030)、土峨 (SK002・003・004・010・015)
があり 、何れも 101U:紀代を中心とする時期であろう 。検出された掘立柱建物や土捕から、当該期に活発
な上地利用が行われていたことを示唆することができる。

まず注目されるのが掘立柱建物で、 何れも建物の規棋は大きくないが、方位を意識して建てられてい
るようである。また、その周辺で検出された上城 (SKOIO' 015)は廃来 |二臓として使Hlされていた可能
性が強く 、生活の匂いを感じさせるものである 特にSK015からは10世紀前半のまとま った資料が山上
しており、 土器研究上貴重な資料を提供するものである。

この他、当遺跡からはこの段|情以降の遺榔や追物を確t認することができたが、Mれも集落本体を示唆
するものはなく、今後の調査に委ねられる結県:となった。
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〈白俗〉 蕊倒勉 rll-Io Itt紀のf"J磁の分舗と11王手J r~M陶般研究No2j 1982 
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島問外h品数必~

3.島田外屋敷遺跡、の調査

Fig.28 島国外屋敷遺跡調査地点位置図 (1/2，500)

(2)遺構

調査区A

溝

S005 (Fig.29) 

調査区の東端で4.30m分を検出した南北構である。 i辞の幅は調査区の制限により不明で、深さは約1.55

mを測る。出土造物は土師器(小血 ・土鍋 ・片)、陶磁器(碗 ・片)を認めた。

F
内
JV

守
d



烏fH外脱fUl跡

S005 

¥一一一¥⑧

一」一一l_J
4.50m 

S065 

⑧ 

』ー-L一一ー- ー~ー一一-
4.50m 

物
。 5m 

。

S075 

4.25m 

SK71 

4.50m 

物放物扱多多

⑧ 
一一

4.50m 

Fig.29 調査区A (8005・65・75、8K71~73) 実測図 ( 1 /50 ・ 1/100)

8065 (Fig.29) 

調査区の西側で検出した南北構で4.00m分を認めた。l幅約6.40m、深さ約1.00mをilllJり、断聞はほぼ

逆台形状を呈する。担土はH音黒褐色粘質土を基調とし、出土i也・物は皆無であった。

8075 (日g.29)

調査区の西側で検出した南北消:で、北から3.10mのところで終息する。幅O.60-0.90m、深さO.08mで著

しく削平を受けているものと思われる。捜土は暗黛褐色粘質土で、出土造物は皆無である。
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Fig.30 島田外屋敷遺跡遺構全体実測図 (1/200)



島田外座数遺跡
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Fig.31 調査区C (S015・20・60、SK22・23、SX31)実測図 (1/50・1/100)
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sID外箆敷還跡

土横

SK71 (Pig.29) 

調査区の中央部で検出した楕円形状の土績でSK072に隣接する。暗黒褐色粘質土の単一土層で、出土

遺物は皆無であった。

SK72 (Fig.29) 

楕円形状の土糠で暗黒補色粘質土の単一土居であった。出土造物はない。

SK73 (Fig.29) 

調査区の中央部で検出した楕円形状の土壌である。暗黒褐色粘質土の単一土層で、出土遺物はない。

調査区B(Fig.30) 

当調査区の調査前は竹林であったため竹根によるカクランが確認されたのみで、顕著な遺構は認めら

れなかった。

調査区C

近世墓群

ST1-4・6-9・11-14・18・19・21(Fig.30) 

調査区のほぼ中央部付近に数十基の近世基を確認したが、調査期間の制約から完掘までには至ってい

ない。調査後、墓の改葬に立ち会った結果、主体部は懇棺 (陶器聾)墓と木棺墓の2種類であることを確

認した。

溝

S015 (Fig.31) 

調査区の東端で5.00m分を検出した南北構である。幅7.20-7.70m、深さ約0.61mを測り、断面はほぼ

U字状を呈する。埋土は暗黒褐色粘質土を基調とし、造物は出土していない。

S020 (Fig.31) 

近世墓群の東1]11肋、ら 5.60m分を検出した南北構で、 i幅4.30-4 .55m、探さ約0.25m を ì~IJ る 。 構の中位か

ら数基の近世墓を確認し、完掘までには至っていない。上位堆積土からは土師器(小皿 ・杯 ・片)、陶器

(菊)などが出土している。

S025 (Fig.30) 

調査区の西側で確認した南北構で4.80m分を検出し、幅4.70-5.40 mを測る。調査期間の制約から完

掘までには至っておらず、詳細は不明である。

S060 (Fig.31) 

SD25の西側で検出した南北講で南から 3.75mのところで終息する。幅0.45-0.70 m、深さ約0.13mで

著しく削平を受けているものと思われる。埋土は黒褐色粘質土で、出土遺物は皆無である。

土壌

SK22 (Fig.31) 

南部はSK23を切り 、径は約0.80m、深さ約0.08mと浅い。埋土は黒褐色料質土で、土師器(片)、青

磁(片)、白磁(片)、陶器(椀)を出土した。

SK23 (Fig.31) 

径は約1.20mを測り、遺物は土師器(小皿 ・片)を僅かに出土したのみであった。

不明遺構

SX31 (Fig.31) 

埋土は黒褐色粘質土を基調とする不定形な遺構である。出土造物は皆無であった。

調査区D

溝

S010 (Fig.32、Pla.17)

調査区の東端で検出した南北講で4.70m分を確認した。上幅4.50-5.55 m、下幅1.50-1.95 m、深さ

1.20 mを測り、層f立は大別して3つ(l・2と3-10と11. 12)に分かれる。更に、構の北端底部には径
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Fig.32 調査区o(S010)実測図 (1/50)
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約0.15mを測る2本の丸太杭

が垂直に打ち込まれていた。

遺物は土問i器 (小皿 ・杯 ・

土鍋 ・片)、瓦質土器 (措

鉢 ・火鉢)、青磁 (碗、深皿)、

白磁 (片)、陶器(揺鉢、片)、

鉄製品 (刀子)が出土 した。

SD30 (Fig.33) 

5.25 m分を検出した南北

慌で、南部はSK40に切られ

る。幅1.60-2.00 m、深さ

約0.27mを測り、断面は U

字状を呈する。埋土は黒褐

色粘質上で、遺物は土師器

(小皿 ・片)を僅かに認めた

だけであった。

SD35 (Fig.33) 

t!m外股鍛造E事

4.25m .J.25m 4.50m 

物~ 後後務多多
2m 

，. 

Fig.34 調査区o(SK24・26・45)実測図 (1/50)

調査区の西部で検出した南北構である。5.40m分を検出し、幅7.80~ 8.45m、深さ約0.29mを測る。埋

土は淡灰茶色土を基調とし、断面は緩やかな U字状を呈する。出土遺物は皆無であった。

土壊

SK24 (Fig.34) 

SK26に隣接した土壌で、径は約0.50m、深さ約0.13mと浅い。土師器(片)が出土した。

SK26 (Fig.34) 

隅丸長方形を呈した土雛で、深さ0.07mとかなりの削平を受けているようである。埋土は黒色土で土

問i器(杯 ・片)が出土した。

SK40 (Fig.33、P1a.17)

S030を切るように検出し、南部は調査区外にのびるものである。幅は約1.35m、深さ 0.38mを測り、

須恵、器 (聾)、土師器(土鍋 ・鉢 ・羽釜 ・片)、陶滞 (片)が出土した。

SK45 (Fig.34) 

S030の東|境から検出したほほ円形を呈する土城である。埋土は黒褐色土を基調とし、掘削時において

はかなりの湧水を認めたため、完痴をしていない。造物は土問i器 (小皿 ・片)が出土した。

(3)出土遺物

調査区A

j蕎

SD05 (Fig.35、Pla.l8)

土師器

小皿(l)

坪 (2 ~ 6)

土鍋 (7)

白磁

碗 (8)

染付

糸切りで、口径7.0cm、l氏径4.8cm、器高1.7cmを復原し、内外商のほぼ全域に煤が付着する。

すべて糸切りで、口径9.0-13.4cm、底径5.2九 7.8cm、器高2.1~ 3.4cmを測る。

口縁部は玉縁状を毘し、内面は横方向の刷毛目、外面はヨコナデの調整を施す。

口径12.0cmを復原し、口縁端部はn禿である。淡灰色の胎土に淡背緑色の紬を施す。

碗 (9・10) 9は円径12.8cmを復元し、外面に呉須で平文を描く 。10は口径16.0cmを復原し、円縁端部

は紬を掻き取る。外国には呉須で文様を描く 。
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Fig.35 調査区A (S005)出土土器実測図 (113)

調査区C

溝

S020 (Fig.36、Pla.l8)

土師器

小皿(11) 

坪 (12)

近世墓

口径7.1cm、底径5.0側、器高l.8cmを復原し、底部外面は糸切りである。

口径13.0cm、lま径9.0cm、器高3.1cmを復原する細片で、底部外面は糸切りである。

ST02 (Fig.36) 

染付

碗(13)

関器

底部の細片で、高台径は4.1cmを復原する。笠付けは露胎で、外[面には呉須で文様を描く 。

招鉢(14) 口縁端部は鍵状に外反し、内商にはすり目を施す。

ST03 (Fig.36、P1a.18)

陶器

碗(15) 口径10.4cm、lfE台後4.0側、器高5.6cmを復原する。内面には透明治IJ、外面には緑褐色粕を施

し、体部下位から高台にかけては露体である。

ST12 (Fig.36) 

土師器

小皿(16) 糸切り で、U径9.7cm、底径7.5倒、碍山1.8cmを復原する。

ST23 (Fig.36) 

土師器

小皿(17) 口径9.6cm、成

径8.0畑、器高1.1cmを御原

し、磨耗のため調整不明。

調査区D

溝

S010 (Ftg.37 -39、Pla.18

--22) 

土師器

小皿 (18~ 57) 18--57は

¥一_t
Ocm 雫/一。

トー~一色、r一一司冒←→ーーー~.

¥二平一ーグ

一仁二LJク

i寸俺7.0九 8.6cm、成作4.5- Fig.36 調査区C(S020、ST02・03・12・23)出土土器実測図 (1/3)
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Fig.38 調査区o(S010)出土土器実測図② (1/3)

6.6cm、器高1.4ι2.2cmをj則1)、底部外面はすべて糸切りである。25・31はしl縁部付近に油煙痕が認め ら

れる。

何 (58-77) 58 -76はIHを11.3-12.6an、成筏7.0-8.600、器高2.4-3.3cmをis判、底部外面はすべ

て糸切りである。77は糸切りで口径14.0畑、 Jif.任9.6cm、器高2.6cmを復原し、 Jmになる可能性がある。

上鍋 (78) 玉縁状のU縁部を呈し、内外商の凋蚊は}fJ耗のため不明。

鉢 (79-80) 79はII妹都の細片で、端部は説n紋である。内面は横)f1ilJの!I日IJerl、外面は縦方向の刷

毛日を施す。表而には煤がf・J.，，'I'(し、 二次焼成を受けている。80は口縁端部外側に刷山した貼り付け突4iy
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Fig.39 調査区o(SD10)出土土器実測図③ (1/3)

を施し、更に体部外面上位にも貼り付け突帯が飽きれる。突帯問にはボタン状の貼り付けと渦状の沈線

を施す。

瓦質土器

火鉢 (81-84) 81は最大径29.5畑、底径26.2cmを復原し、体部下位から底部にかけては袋状を呈する。

体部下位と底部の外国には貼り付け突帯が施され、体部下位には型文、突帯間にはスタンプによる押印

が施される。82と83は同一個体と思われ、 83は口径43.2cm、底径34.0cm、器高14.7cmを復原する。口縁

端部は外側に外反し、ナデ調整による大型の脚が施される。体部外聞には3条の貼り付け突帯が施され、
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菊花文とおjみ日文のスタンプが押印される。84は最大径36.0畑、底径32.8cmを復原し、体部下位から底
部にかけては袋状を呈する。体部下位には3条の貼り付け突帯が施され、鐙文と区両文のスタンプを押印
する。

指鉢 (85・86) 85は口縁部の細片で、口径27.6cmを復原する。すり r1は4本単位か。86は口径35.0cm、
底径17.8cm、器向13.7仰をilllJるH'nの揺鉢で、内面には7本単位のすり[Jを脇す。

備前焼

揺鉢 (87) 口径27.8cm、最大径30.0畑、底住14.0cm、器尚10.6佃をiUlJるj十日の指鉢である。口縁部はほ
ぼ位立し、内面には肱射状に8本単位のすり 11を施す

青磁

碗 (88-90) 88 -90は口縁部の細片で、 89・90は外面L1縁部付近に'Jj文帯を施す。89は口径17.0師、
90はIi径17.4cmを復原する。

皿 (91) 口径24.4cm、高台任7.6cm、器高5.7cmを測る。内外面に緑樹色の糊をJ!1く施し、畳付から荷
台内にかけては施紬後、蛇の U状に掻き取られる。口縁部は fての字J状に外反し、休部内面には幅広
の;!s弁状の凹みをもっ。明代と思われる。

白磁

碗 (92) 底部のみの細片で、高台径は5.0cmを復原する。荷台は4ヶ所を山形に削り IHし、見込みには4
ヶ所の砂目跡を認める。高台部は露胎である。

陶器

皿 (93) 口径9.2cm、高台筏3.7cm、器高2.4仰を測る。荷台は4ヶ所を山形に削り出しているものと思
われ、見込みには4ヶ所の砂日跡があったものと考えられる。胎土lま白色で乳白色の透明紬を施すが、高
台は舘胎である。

琵 (94) 口径13.0cmをisIJる蛍の口縁と思われる。色調は暗灰色で、胎上に砂粒を多く含む。焼成はほ
ぼ良好。

ァ=
"ーー'‘..毛 ~.一雨

、、

J1仁
~ -.-1 
ぺ三言 ::d.01 

。 10側、

Fig.40 調査区o(S030、SK40、SP26)出土遺物実測図 (1/3)
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SD30 (町g.40)

土師器

小皿 (95) 糸切りで口径7.900、底径6.0cm、持高l.lcmを測る。

土壌

SK40 (Fig.40、Pla.22)

土師器

土鍋 (96) 玉縁状の口縁部を呈し、磨耗のため調整不明。

羽釜 (97) 最大径29.0cmを復原する。鍔はやや上方へ傾き、鍔

から下位には煤が厚く付着する。煤は鍔が欠損した断面にも付着

しており、欠損後も使用したものと考えられる。

備前焼

壷 (98・99) 98・99は同一個体と思われる。98は口縁部の細

片で、口径13.0仰を復原する。口縁部はやや外反し、端部は外側

に折り曲げて丸い帯状突帯とした玉縁口縁を呈する。 99は底部の

細片で、底径13.0cmを復原する。

石製品

ひき臼(100) 下臼部分の細片と思われる。石材は安山岩製で、

口径39.0cmを復原する。

ピッ ト

SP26 (Fig.40) 

土師器

杯(101) 糸切りで、口径13.0cm、底径10.0cm、器高2.8仰を復

原する。胎土は精選され、内外商はヨコナテ官1整である。

包含層 (Fig.41)

土師器

島問外伊司監渇ltt

ト 二 」空竺三ク102

ミー三辻:cーク103

「アフ

定書三イ
。 10cm 

Fig.41 包含麿出土土器実測図 (1/3)

小皿 (102・103) 共に糸切りである。102は口径8.9cm、底径6.900、器高1.2cm、103は口筏10.0cm、底

径8.0cm、器高2.0cmを復原する。

黒色土器

椀(104) 口径14.0cmを復原する。著しく磨耗しているため調整は不明であるが、黒色土器B類と思わ

れる。

瓦器

腕 (105-107) 105は口径15.0cmを復原し、口縁端部はややつまみ上げる。磨耗のため調整不明。106

は口径16.0畑、 107は口径16.6cmを復原し、共に内外商に横方向のミガキを施す。

(4)小結

以上のように、今回の調査から確認された遺構は中世~近世に至るまでの遺構が主体である。 この

時期に該当する遺構は、構 CSD05・15・20・25・10・30・35・65)、土城 (SK40)、ピット (SP26)

があり、ここでは、主体となる構.と近世墓について概観することでまとめとしたい。

. i梓について

当地を含む筑後市の西部一帯はかつて無数のクリーク地帯であった。これまで、過去の確認調査や発

掘調査によって、旧クリークの存在が明らかにされている。このことから、当遺跡確認の一連の溝は、

旧クリークであった可能性が考えられよう 。

ところで、当選跡が所在する島田地区は中世に蘭期となる水田荘の領内(荘園関係における詳細は

rr筑後市史jー第一巻 第四編中世-J、rr長崎坊回遺跡J-'筑後市文化財調査報告書第23集-Jを参照

されたい。)である。画期となる中世では、島田地区は水田荘内の村落として存在していたようで、当地

は水田荘の北側境界付近に位置している。当地は、水田荘の北側境界ラインは現在の酒流する花宗川に
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沿うようで、北の広川荘と南の水凹荘との問で歴史的背景や立地条件など、ある程度の制約を受けて存

在していたことが考えられる。ここでいう「ある程度の制約Jとは具体的には提示できないが、考えら

れることとしては荘園領内を防衛するために置かれた集落などが挙げられよう。

きて、当選跡から検出した一連の溝は、旧クリークの可能性が考えられることは先述したが、当地に

おける荘園関係を鑑みると館を巡る掘の可能性も否定できない。

更にこれを裏付けることとして、今回検出した一連の講からは、在地土器の他に国産の搬入土器や輸

入陶磁器が出土している。国産の搬入土器や輸入陶磁器は、当時の時代背封から一般庶民が保有してい

た造物とは考え難いところで、少なくとも中~小級クラスの有力者が保有していた可能性を示唆するも

のである。しかし、当調査区からは溝を主体とする遺構のみであったため、結果として、今後の調査に

期待せざるを得ない状況である。

溝が使用されたピークは15世紀代比定し、埋没時期は出土遺物から少なくとも 16世紀後半であったと

考aえている 0

・近世纂について

当地は近世になって墓地として土地利用が行われていた。

調査区Cからは凶器を数える近世墓が検出されたが、惜しくも調査期間などの理由から十分な調査を

することができなかった。周辺には現在も近世事(殆どは改葬されているようである。)が点在している

場所で、今後の調査が待たれる。
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37-01.1 D SIIlO 1・n:: 小僧 ， 1>.1 : 56 a ' 。
J7-015 υ SllIO I~::; 小皿 ， 1>.1 i 5.9 : 16 • 。
37-H16 υ 河川O 1 m轟怠 小血 ， 8.1 : 6.0 

. 
a 。

37ーω7 。 日IlItl l 自由t; 小皿 ， 1>.1 I ti匂0 ， 1.& . 。
37--().Il> Il SJ)!I) 11睡z:; 小皿 ， 1>.2 1 :S ， 1I 。
.liーω9 IJ SD10 L~ZI 小皿 。， 8.2 0; 5.6 ， 1.Ii 。

『 T 
『・.

3.-. 050 。 S()IO LCllir.; 小胤 。1 t>.2 (j; 60 1 2.0 ' 
。

:li-051 。 SDlU UI担23 小1m Oi 8.2 。1 6.2 。2.1 。
3i-(lS2 () SOIO UI~:r.i 小皿 1 8.2 1 (;..[ 1 2.0 。
37・・0;')3 IJ 日DIO U;þ~:; 小IDl ， 11..1 。6.0 1 b 『 。
:li-051 IJ SI)I(J ，r，5?:j .，、m ，品4 ， 6.0 。19 ' 

。
J7・-055 n SDIO u均出 小阻 0， !U 0， 62 。1b ' 

。
37-051j 11 :，1 II 0 j，鋤e:: 小限 ， l>6 。6.3 • Ui ' 

。
:r.-05i D 河刊。 1.1福留 'ト血 ， b.6 ， 66 I :!.O 。 。
37-1臥 1) SlJlO 1勧銀 I.{. 。， 11.Z 1Oi_7..!! ， ~9 I I 。
37-oc;9 l) :-;1110 i鋤?J ， 113 I 7.:. 守， 30 '1 ' 。
37ー的。 υ SIlW 1師芯 (f. ， 11..1 672 • 2.6 。 . 
37-061 υ SIlIU 1:1凶2J 何: J' 1 J.1 CI 76 

-叶Ot朝一Z2一7i 一

。
37 -1)1)2 u 日IJ)(I |鋤<1:1 何; 。1J.l 0'1 j，j a 。
37 116:1 fJ 時i川口 l'帥;t:l 向- っ， 11 6 O' 7品 I 2.1 ' 。
37 061 D Slllu 1.1凶?~ lf ， 11.6 '怯.2 ' 。
31 065 。 SI)1lI 1 :侃I~~ J.j・ 。117 ~ i.1I ， 3.3 。

Tab.5 島田外屋敷遺跡出土遺物一覧表σノ
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[I~.I創立佃. Q I.tj現係自由 l

臣服t.1~分

~'lI! "仏 d聞企I~ 遭 f揖 れ 4キ li ~ 11 i圭 Lt If. & A 腕径 ヘラ 書、 • ユ~

37一係6 SDIO 1:飾u 主ヰ i:'j 11.8 ごj IH 。24
‘ 

。
37 067 D S[JlO l'帥2~ 年 。11.9 。7.0 。3，1

' 
。

37-ω8 n S1)10 1:r.，tjs¥ 主再 限、'; 12.0 。7.11 。28
‘ 

。
37-069 J1 81)10 I ' J:iÞ~品 河F わ;12.0 0; 8.:J ; 2.5 。 。。
37→ 070 SI)IO 1'f.!b2:j. 月ι、 ，-.j 120 f二。81 ， 22 ← 

1) 。
37-0il 。 sOIO i 仙~ 生+ ， 12J ， 110 ， 27 。
37-072 。 SOIO 1 :島~2.f ι~ I 12，;1 ， ti6 I 32 ' 

。
37-073 。 5010 1:鋤包 t手 oi 122 I 73 I 3.0 。
37-074 o ~r>l0 i鈎包 !.f. α 12，1 。7.5 ， 29 。
37-015 日 SlllO I:C畠u I.j: 。12.5 つ，許6 ・:?・7 ' 

。
37-076 U SIlIO '1:鋤u t亭 。126 oi 75 I 31 。
37-0η 。 S[)10 1:1iIi2# 阻かliよ 。H.O oi 96 I 2.6 。
3S-078 。 5010 I :~~ 上高司 11111 : t:" 
31S-079 。 Sl>IO '1:ω;時 鉢 ' ' IIIH: Asl 
38-ωo 1) SlllO .1:跡事総 鉢;

3章一081 D S!)lO 九償 12~ 火鉢 0， 26.2 
311ω2 。 5010 JiA Iir.i 火鉢 t肉、， 44.0 ，_)， 321 ， 10.0 83と';，1-凶体

38ω3 。 SDI0 JもrUi銭 火鉢 0・ 43.2 。， 34 0 J 1.1 i ~2 とかI '備作
3品ー悌4 。 SDIO 九慣.Ii綜 火鉢 。328 • 
39-ω5 。 S1)10 九質'1:21 f置鉢 0・ 276 ' ' 11tH:λ 
39-脱s6 D 5010 丸'H.u t書事事 Jo 35.0 0・ 171¥ I 13.1 .tり117+噂位、山村 :A
39-CJlj7 。 SDlO 備前処 11鉢 0・ 27芯 。110 • 106 。 す 1)11 ii本単位.舗前・開君主:1¥-'糊

39-0S8 。 SOIO 1曲健 酒量 ' 
、

39ー仏切 。 SDIO a両総 健 。17.1 I~ ' 1.111 : r，-n 
ー

39-090 D $D10 前磁 電極 。17，0 ' ' ，I'.UJ: C-D 

39-ωl 。 sυ10 'i磁 lIlI o 24<1 炉 '開園7開田6ーーー
J 5.7 ‘ 時IIt.!

39ω2 p SD10 J'li量 純 0' 5.0 ' 同・‘
39ω3 D Sυ10 陶日:t 101 。9.2 0' 3，7 I 2.4 

39-094 。 sυ10 陶2事 t低 。13.0 ' . -・4‘.10ー ωs D SD30 -!Nf， 小血 ， 7.9 I 6.0 。1.1 ' 。
10-ω6 。 SKIO :1鋤u :L鋪 ' ' I11付:f:a 

40-ω7 。 SK40 l:勧銀 羽釜 ' 
10-098 D SK40 .前ot • 。13.0 ' ' 開銀:mlUJ 

10-ω9 D SK40 .前却E 司量 ' {)I 13.0 ， 21.0 ' J1J!Il: mJll 
10-100 D SK.O li製品 ひき臼 。390 ‘ ‘ ' 
40-101 D SP26 i帥u l.f. α 1:1，0 ()l 100 I 2.b 。
41 102 包合場 t制z; 小皿 ， &.9 ， 6，9 。12 。
41-103 包合11 u申zi 小肌 。!10.0 'i! 80 。2.0 。
IjJ- I似 包含柑 !日1色1:2品目 健 O~ 14，0 ' 
41- 105 一 包含峨 Jι骨量 t唱 o! 15.0 

。

'11- 1ω 一 包含凶 九宮量 院 O! 16.0 
ー

11- 107 一 t立合川 九f.. 随 。:16，6 . 
Tab.6 島田外屋敷遺跡出土遺物一覧表⑦

(>11 
+:次iこoIt!1置した分耳目11、下Eの文歯止によっている.

{中tJt~量ü) 山村g~陸 r k'ff(tlJt 1ーの九償法.i:J r中近倣士z;の"健鍋il!'J 1990 
〈舟磁} 上聞秀夫 rl4 161ft紀の，'riB椀の分類についてJ r賛助陶磁研党J21 1982 

〈自礎) Ilffl勉 rll、161崎紀のr'liil1の分額と細年J rtfM陶om冗J2J 1982 

〈費量付〉 小野正敏 rl5 161世紀の染1-1続.l1liの分績と年代 f貿劫陶磁術究J2J 1982 

〈情的焼} 側壁~!J.'..r. ff'情的悦j r考，11学ライブラリ ー60J 平成311
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井図司Eノ内遺跡

4.井田栗ノ内遺跡の調査

(1 )はじめに (Fig.42)

当遺跡は、筑後市大字井田字架ノ内に所在し、標高4.2m位の低湿地上にある。平成8年度に施工され

た支線用排水路の設置範聞において、遺構が確認された283mZを調査範囲とし、調究区はL字状に設定し

た。調査期間は平成8年10月2日から 10月15日までで、この問、重機による表土除去、遺構の検出、掘

削、実i則、写真撮影などを行った。調査区からは溝l条を検出した。本調査は問中剛が担当し、野田洋子

の協力を得た。

_j_寸一下ー

11 11 11 

l 11 
1111" 

6 H 11 一ー、.、・ー一一

1I '1'8 11 1I w--r「
11 11 1I 

I illl 11 r r 11 

11 

11 

ト一一

11 

・39
11 

11 

11 

(2)遺構

溝

SD1 (Fig.43、Pla.23)

やや蛇行しながら東西方向にはしる溝で、 6.40m分を検出した。幅2.00-2.90m、深さ 0.28-0.42mを

測り、構底は西方が低下している。土層からは大きく 2つに大別(土層番号3-5と6・7) され、期直し

が看取される。遺物は各層から土師器(小皿 ・鍋 ・片)、瓦質土器(播鉢)を認めているが図示できなか

った。

q
d
 

p

ヘu



1I1t!宅 11'1.>.時

(3)出土遺物

、片品作lベからは|χl示できる造物は出上し

なかった

(4)小結

当遺跡は、かつて縦横無尽にはしってい

たクリ ーク地伶に位概していることで、今

111]検出したijVISD 1は、 111クリ ークの可能性

が与えられる )IB 1:遺物が極めて少ないこ

とから II，~.JYl決定は雌しいが、 SDlは造物から

概ねrJI Iltの遺構と忠、われ、少なくとも江戸

時代初叫にはJI]!.i生していた可能性が考えられる。

a 

「一一寸

。

。

Fig.43 SD1土層断面実測図 (1/40)

10m 

Fig.44 井田栗ノ内遺跡遺構全体実測図 (1/200)
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*I!l伊野I&d・E事
5.水回伊勢ノ脇ii2・跡、の調査

(1 )はじめに (l"ig.45)

当遺跡は筑後di大字水田字伊勢ノ脇に所在し、標高5mt立の低地上にある。調官は、‘ド成9年度に実施

された農地税Hii事業支線用排水路目立置範囲で、逃悦を健認した696m'を実施した 凋世間1111は手成9年10

)jJt1rlから 11n 6日までで、この1111、重機による)(l:除去、 jfl仇の倹I~\ 、蝦向11、尖il!iJ、勺:真撮影などを

行った。調布I，{からは主に榊15条、朗滞状追緋2)去、 k城5基、ピットを検出した。本訓査は小林労作が

担当し、本ff降弥の協力をwた
11 

j! j 
--L-LJ 
luj H i 
l l! 十

け
川

U
一

吋

1
1

、、

(2)遺構

溝

SD010 (付凶(わ、日g.46、Pla.27)

調査区北側から検出した点州備で、 SD020・030を切る。7.6m分を検出し、幅約0.80m、深さ0.12-

0.44 m を測る i幹の断面は逆台形状を呈し、 i時成は i町内が著しく不安定である 。 開1.は ~J~茶色土がレン

ズ状に3府Ji~制しており流水あったものと思われる 。 造物は弥IJ::上保(鐙)、須恵、時(斑)、上師器(llll . 

聾 ・片)、石製品(砥石)などが/ll上した。

F
D
 

F
3
 



本U!f- 唱~/I品.. "" 

S0020 (付似:K2、Fig.46、Pla.27)

80010に切られた幅約0.60m、深さ約0.36mを測る*阿部で約6.00m分を般出した，構の東端部は南}j

rUJへftrllU，しており、 SI)030へ続くものと考えられる 出rの断i耐はほぼlI'j-:状を1し、講底は不安定であっ

た。理上は黒茶色 1--がおおよそ4層堆積しており、流水かあったものと与・えられる。遺物は弥生土器(斐)、

1:師器()りなどが出上したロ

S0025 (付 [~It玄)

凋査|山IJ央部で検出した樹北溝で、埋上は茶褐色土の1t1-ー 1:隔であった。検出長3.45m、幅0.35-0.55 

m、深さO.l6-0.l9mを測る。出上遺物は皆無であった。

S0030 (付岡(心、Fig.46)

JIJ1t1ぷ州側で1何Jじにはしる砕を51.40m分検tHし、講の脳は0.70 1.00mをil1lJる。80010に続く砕と与

えられ、 i{~断 löîは逆台形状を呈する。土層観察から緩やかなiJfEAくがあったものと考えられるが、 i茸の高

低廷はあまり感じられず、構成は凹凸が著しく不安定である。地形的にみて北 ・市}J向への流れがあっ

たものと考えられる。遺物は弥生土器(鑓)、須恋路(鑑)、 J-.n，[i持 ([[1.峠・上鍋 ・鍋 ・片)、瓦器(腕)、

陶持(鎚)などが11¥tした。

S0045 (イ、J ~I②、 ~~ig.46)

品i査lベの中央部で検出した南北講で、 3.20m分を験出した。断的iはほぼV字状を呈し、黒茶色土がレン

ズ状に堆積していた。時1.25-1.30 m、深さ 0.43-0.54 mを測り、構成は比較的安定していた。造物は上

附器(上鍋・火鉢 .tai鉢 ・茶釜)、染付(碗)が出上した。

S0055 (付問。))

品調査院中央部で6.25m分を検出し、 80090に切られる 幅0.51-0.86m、深さ0.05-O.l3mを測る浅い

講で、 1-，師器(Isl.片)が出土している。

S0060 (付M②、Fig.46、Pla.27)

調査収の中央部で検出した南北構で、 80070に切られる。 3.3501分を検出し、幅約4.00m、深さ1.15m

をiUf)り、断1mはほぼU字状を呈する。講底は問l叫が苦しく不安定である 遺物は須恵器(聾)、土師器

(土鍋 ・」ニ鍋)、内磁(碗)、陶器(揺鉢)を出土した。

S0070 (付凶⑦、Fig.46、Pla.27)

S0060に隣般した南北樽で、長さ 3.35m、幅約2.55m、i架さ約0.60mをilllJる。灰色土を基調とする埋上

で、断l而は緩やかなU乍状を呈する。出土遺物は上町fi器(郎 ・ 茶~ • }¥-)、 H.質 |τ器(指鉢)、青磁(碗)、

染付(碗)、 vlll前焼 (艶)を認めた。

S0080 (付凶@、Fig.46、Pla.28)

凋千t[-<:のqr央部*よりで検出した溝で、検出長約9.00m、幅約2.20m、深さ0.45mを揖1)る。埋上は灰

茶褐色 l二を基調とするレンズ状堆積で、講底はほぼフラットである。遺物は須JU;器(楚)、土師器(土

鍋 .tf.;釜 ・}¥・)、瓦質上器(描・鉢 ・片)、青磁(碗)、向磁 υj')、染付(碗)、陶捺(翌)が出土した。

S0090 (付関⑦)

調査区の中央点よりで約2.00m分を検出した。輔約2.90m、深さ0.43-0.50mを測り、埋土は灰茶褐色

土を基，凋とする。遺物は上師器(片)、瓦質土器{茶釜)、 ιi磁 (碗)、染付(片)、問器(播鉢)が出土

した。 80080と|百lーの構か。

S0100 (付図②、 Pla紛 )

80030に擁する溝で、検出時では8D030に切られたように硫認された。土町観察から80100埋没後に

80030が捕り抗されたと考えられる。遺物は僅かに土師器(片)、瓦質上路(指鉢)が出土した。

S0110 (付肉②)

調査区の南部で検出した。検出長3.5001、幅0.35-0.63m、深さ約O.l9mを測り、埋土は灰色土の単一

七層。 m-t遺物は弥生1:器(片)、土師器 (片)を健かにJ、めた。

S0115 (刊・凶②)

80110に切られた桝で、現況を留めていない。2.50m分を検出し、 i栄さ0.03-0.11と浅い。出土遺物は
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Fig.46 溝土層断面実測図 (1/40) 
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深さ約

，t:1II(n暢 IliIiI凶

十干無であった

S0120 (十11刈2') 

1.33m分を検出し、幅O.60m、深さO.07mと浅い "/HJ:逃物はf'r'iかlこ:1:師r.:t();-) 
S0130 (i.JI';{1'2) 

SK135に切られた南北構で、現況水路とほぼ一致する。約 12.20m分を附;認し、幅約1.70m、

O.56mをiUiJる)_tr.IP r.:i (土鍋 ・片)、瓦などが出土した.
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SD140 (付図②)

1.75 m分を検出し、幅約0.25m、探さO.l8mを測る。出土週:物は

皆無で、方向的にSDllO・115何れかの延長部分と考えられる。

周溝状遺構

SX040 (Fig.47、Pla.28)

調査区の北側で検出し、著しく削平を受けていた。周溝状遺構

の規模は外径4.35rn、内径3.00rn (推定)、講幅9.30m、深さ約

0.13mである。埋土は黒色土を基調とする単一土層であった。造

物は弥生土器 (聾 ・蛮 ・器台)が出土した。

SX050 (Flg.4 7、Pla.28)

調査区の北側で検出し、周溝状遺構の規模は外径5.70m (推定)、

内径4.65m (推定)、構幅2.80-6.40m、深さ約O.lOmで著しく削

平を受けていた。造物は弥生土器(聾 ・器台)が出土した。

土壌

SK001 (付図②)

SX40溝底から検出された楕円形状の土績で、 l幅約0.50m、深さ

0.33mを測る。埋土は黒色土を基調とし、遺ー物は弥生土器(整)

を認めた。

SK005 (Fig.48、Pla.29)

調査区の北側で検出した隅丸方形状の土壌で、幅1.30-1.35111、

深さ1.15mを測る。出土遺物は各層から散在的に弥生土器(鉢 ・

饗 ・壷 ・片)、石包丁が出土した。

SK015 (付図②)

SK005に隣接した椅円形状の土犠で、幅約0.60m、深さ0.17mを

測る。黒茶褐色土を基調とした埋土で、出土造物は僅かに弥生土

器 (聾)を認めた。

SK035 (町g.48、Pla.29・30)

SD020に切られた楕円形状の土壌で、若干袋状を呈する。長軸

1.45m、短軸1.06m、採さ0.57mを測り、黒茶色土を基調とする埋

土であった。土域内からは二次焼成を受けた安山岩、片岩が各l個

づっ出土し、片岩の直下には土師器(坪)が上向きの状態で確認

された。遺物はこの他に土師器(聾・片)が出土している。

SK135 (付図②、 Pla.30)

調査区南側でSD130を切るように検出した。土横の3/4は調査区

外で規模は不明。黒茶色土を基調とした埋土で、深さは0.43mを

測る。遺物は須恵器(饗)、土師器(片)を認めたが、周辺からの

流入と考えられる。

(3)出土遺物

SD010 (Fig.51、Pla.31)

石製品

砥石 (29) 石材は安山岩製で、 2簡を砥商とする。砥商には線状

痕が認められ、鉄製品用に利用されたものと推定される。周縁の

一部に破打痕を認め、磁石としても利用された可能性が考えられ

る。
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Fig.48 土壌実測図 (1/40)



"，lIIf~~/1也鴻跡

S0030 (Pig.49) 

須恵器

世(1) 山市;の細}¥.で、 j長径lO.Ocmを復原する d 内rfliはヨコナデ、体部'11伎は平行U!lき 、下位はへラナ

デの訓整を施し、 JlfiJ:は良好である。内面と断面には煤か付抗している。

土師器

卸 (2・3) 共に糸切;)であるが、磨耗のため調整は不明である 2は11任 12.6畑、底往7.5cm、器高2.9

m、 3は LI仔 12.8cm 、 I~記任9.0側、器，:':.~2.4cm を復JJ;tする

1:鍋(t) r~結状の r 1縁部を宝し、内面は横}i向の刷 tlJ 、 11線部外而はヨコナデ、体部上位はナテ!Il~

1停を純す。外的lには煤が以く付着している。

青磁

IIll (5) 1 1綜端部は外反し、 円径12.0cmを復原する。 I'i緋色の+111を|人j外rfliに胞し、1'1人がみられる。

S0045 (Pig.49) 

土師器

1:鍋 (6) 1 1縁部の*1lI片で、il縁部は玉縁状を弔する〈

S0060 (Pig.49) 

土師器

1.鍋 (7) IJ給部の細g..で、口径32.0cmを復原する fi縁部はよ口紘を出し、内面は徴方向の刷モ口調

¥| J 
¥ Ld. 

てコ::7.

て一司

~ 
~註三54.

¥マ到zコTJ

\ ~ 
¥ -l=:~ 

ヲE

。
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10偶

て二コ
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.. :..~ 

〆
ヌ k J

 7一切

..~ -七ミヲ者J

、出グ
Fig.49 溝出土土器実測図 (1/3)
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惨を施す 外1(liは昨粍のため調整不明で、胎土に亦色粒子や砂机を少;止合む。

白磁

水UJ伊勢ノ峰晶務

碗 (8) 岐部の細j十で、底任6.6佃を復原する。白f:k色の胎 1-.に乳1'1色の透明柚を全l面に施すが、位付

けは蕗胎である

S0070 (Pig.49、P1a.31)

土師器

郎 (9) 糸切りで、内外TuiはヨコナデであるロI1任9.0cm、成作4.6cm、?，::;，，'，':j1.9cmを保原する

茶釜(10) 1 1縁部の細Jtで、しH壬15.0cmを従j民し、 I1械部はやや内側へなち上がる。調整は口縁部の

i人l而が刷-(;I1、外luiはヨコナデ、体部の内面はナデ、外lfijはIfりEのため制整不明である。

青磁

腕(11 ) r-1紋i1ISの紺1)¥'で、 II径14.0cmを複j点する 白紙色の~Ih を |人j外 I rJi にかけ、ヘラ先による綱11線の

線描述弁文を外1mに施すが、剣頭が述弁としてのqi，位をなしていない。

染付

碗 (12) )応部がJ~笥j氏を弔した底部のみの細jj- で 、 比込みには~~{üで文総を描く 。 底径3.8cm を復原す

る。

S0080 (Pig.49、Pla.31)

青磁

碗 (3) 1 I 径 15.0cml~íI後を復原し、外商には鏑述弁が施される。

染付

碗 (14・15) Hは底部は持笥底を呈し、見込みと外両には!?も須で丈椋を描く 底径3.0cmを復原する

15は成部の細川・で、比込みと外商には呉須で文撒を捕かれている rK任5.0cmを彼!民し、佐付け付近は露

胎である

S0090 (町g.49)

須恵器

揃鉢(16) 1・l縁部の組i片で、1-1縁端部に沈線を施す 砂粒を少.1，¥'合むMil:で、焼成はほぼ良好。8本単

位のすり 日を施すものと忠われる。

白磁

Jlll (17) 成却のみの制片で、底径7.6 cm を復原する 。 ド|色の船 1:に透明~Ihを施すが、高台内は蕗JJ台であ

る。見込みには飽かに段を認める。

S0100 (Fig.49) 

瓦質土器

部鉢 (8) I・1林郁はよ11縁で、外商はナデ、u緑端部と内IIiiは峨)jjrljのAlilJも削減整を施す。内面には6

本単位のすり Uが施されている。

SX040 (Fig.50、Pla.3l)

弥生土器

資 (19・20) 19は外loiに暗赤色顔料を施した丹塗'J査である l在任5.0仰を測り、胎上に砂粒、角閃石

を多く含む。20は成部の細片で、底径7.9cmを測る。砂粒、向閃イ千を多く合む船上で、底部外商に煤が付

訴する

琵 (21) 底部の細片で、底径12.0仰を復原する。胎上は組i砂校を多く含み、焼成はやや不良である。

府耗のため調整は不明。

器台 (22) F端部のみの紺l片で、 底径 19.0cm を復原する 。 外I(IÍ は縦 )jlnjの~lìlJ E日、内面はヨコナデ調

整を施し、 ド端部は』ミ凋整である。胎土は砂粒を多く合む。

SX050 (Fig.50) 

弥生土器

保内 (23) 卜.端部のみの釧片で、円径16.7cmを彼脱する。 上端部は1Mを111し、JJ台土は少品・の砂粒を合
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水凶伊勢ノ錫通路
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Fig.50 周溝状遺構・土壌出土土器実測図 (1/3)

む。内面は刷毛日後ナデ、外面上位はヨコナデ、下位は結IJ毛目調整を施す。

SK005 (Fig.50、Pla.31)

弥生土器

小鉢 (24) 完形で、手づくねによるミニチュアである。口径7.2cm、底径2.8cm、器高4.3~ 4.8cmを測る。

胎土は多量の砂粒を含む。

護 (25. 26) 25は口径16.0cmを復原する口縁部の細片である。口縁部は「くJの字状を呈し、外面に

は煤が簿く付着する 。 26 は口径26.0仰を復原し、口縁音I~は外反する。口縁部と体部の境には断面が三角

形状の突帯が施される。

琵 (27) ほぽ完形で、口径6.8倒、底径6.1佃、器高19.4cmを測る。袋状の口縁部を呈し、口縁部内外

商はヨコナデ、内面はナデで一部に刷毛目調整を施す。頚部内面にはシポリ痕が認められ、外面は刷毛

目調整である。底部外簡は未調整。

石製品 (Fig.51、Pla.31)

石包丁 (30) 2/3程度を欠損した石包丁片で、風化による器表剥落を認める。石材は片岩製で、刃部は

両面から研磨された両刃タイプである。両面から穿孔された穴の部分から割れている。

SK035 (Fig.50) 

土師器

郎 (28) 口径12.9cm、底径7.8個、器高3.1~ 3.5cmを測る完形で、底部外面は糸切りである。口縁部付

近には油煙と思われる煤が付着する。

内

LPO
 



車問伊勢ノ路通路

30 

〈ごご> 31 
/c 

29 

。 10cm 

Fig.51 石製品実測図 (1/2)

表土採集

石製品 (Fig.51、Pla.31)

石匙 (31) 石材はサヌカイト製で、剥)'rの末端に自然面を残し、端部は僅かに欠損する。概ね全周縁

に刃部を作り出し、つまみにも刃縁を呈する。

(4)小結

当遺跡、は本田正吹遺跡 (調査区C. D)に隣接した場所に位世する。このため、調査前では水田正吹遺

跡(調査区C. D)に|掲連した迫摘が存在することが想定された。

調査は、ほ場整備によって掘削される水路部分のみの区域に限定されたため、遺跡の一部を確認した

にすぎなかった。調査の結果、当造跡から検出された遺構は大半が溝であることがわかった。ここでは、

確認された主要な遺構や遺物について概略する。

. SXQ40・050について

調査区の北端から検出されたSX040・050は、遺構の大半が著しく削平を受けていたため遺構の残存は

極めて悪い状況であったが、出土遺物から祢生後期~終末にかけての遺構と考えられる。周溝状遺構に

ついては、本占:の fz.水田正吹遺跡 (4)小結Jにおいても触れているが、当遺跡の北側付近には祭秘

的要素をもった土地利用が当該期において行われていたものと考えることができる。残念ながら、祭肥

的な土地利用の在り方について語る資料は少なく、今回明らかにすることはできない。今後の検討課題

である。

-構について

調査区から検出された溝の内、 SD020・030・100は問一時期の区画溝であったと思われる。出土造物

から概ね16位紀以降に埋没した時期が考えられる。更に、 SD060・070・080についても遺構の切り合い

から新旧関係はあったものの、造物の出土傾向から概ね161廿紀代の構として比定されよう 。
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水fU伊事事ノ飽遺跡

-土壊について

調査区内から検出された土壊で注目されるのは、 SK005とSK035である。

SK005は弥生時代後期に比定されるもので、出土した土器は高三瀦式土器の後期2式(編年は「柳田康

雄 2.高三瀦式と西新町式土器 f弥生文化の研究J4弥生土器「一雄山閤-Jによる。)に該当されよう。

遺構は廃棄土墳として使用された可能性が考えられる。

次にSK035であるが、先述したとおり上騎内からは上向きに廃棄された土師器(杯)の直上に、二次

焼成を受けた安山岩が重なるように確認された。更に、出土した上師器(杯)は口縁部付近に油煙と思

われる煤が多品・に付請していた。出土状況からは祭杷的要素を合む遺構の可能性は考えられるが、この

ことについては再度検討する必要がある。

l単位1.1皿、 Oli{軍服依1

切.L.!K分

F'ig.-No 週自陣 名称 総 4事 ロ{を I~ 1.王 2書尚 へラ 糸 働 J5 

.19-01 s∞30 .ill須Ig~ 蜜?
' 0; 10.0 

49-02 S0030 上~~ 主亭 α12.6 0; 7.5 ， 2.9 。
49-03 S回 30 t飾2s 事亭 0; 12.8 Oi 98 ， 24 。
49-ω S帥30 土自軍~ 土鍋

' ' 11tH: Ea 
49-05 S凶30 'If縫 lIll 0; 12.0 ' 
49-06 sυ045 土銅器 土鍋 。 、 lllt-t: En 
49-07 S凶60 土師a 上鍋 Oi 32.0 『

49ー ω SD060 白磁 碗 4 ， 6.6 

49-ω S0070 :l:.躍器 主事 oi 9.0 。i46 i 1.9 。
49-10 S0070 上自師2s 占~j量 Oi 15.0 ' IJI村:A日

，19-11 SD070 1f磁 事量 Oi 14.0 よ111:s-fV 
49-12 S0070 決付 ~ ' Oi 3.8 上m:CJrI! 

49-13 soωo 事「滋 a高 ' e ~m: (-5b 
49-14 SDO鉛 ~ft 司昆 。 oi 3.0 上回:cf事
49-15 Soo80 保付 続 Oi 5.0 
49-16 SD090 RU!!.お 傾斜z 4 。 すりlJH単位

49-17 SD090 内総 血 、 。7.6

49-18 SOI∞ .a:償土総 自書鉢 t ' すり[J6~ド単位

50-19 SX040 弥生土総 奇E 。7.9

50-20 $x例。 ~'f;.生上~ 量孟 ' 。5.0

50-21 SX040 弥生上綜 曹E 。12.0

50-22 SX(ト.10 弥生土桜 路子T 円 19.0

50-23 SX050 弥生上経 路台 Qi 16.7 

50-24 $1<∞5 致、'ドよ~ 小鉢 ， 72 1 2.8 14.3-4.8 手づくね

50-25 SI<∞5 oJ，l;!.t.1:2霊 型邑 o 16.0 
50-26 $"∞5 弥合土告書 事E o 26.0 
鉛-27 SK∞5 弥生上総 1後 ， 6.8 ， 6.1 ， L9.4 

50-28 罰<035 u面告書 ム~ 1 12.9 ， 7.8 '3.1、3.5 t曲線あり

51-29 Soo10 11製品 低fi 4ヨ材:~P~ 

51-30 SI<∞s .(j製品 行包「 石材:}¥・世ま

5)-31 表採 石製品 有地 1i材:サヌカイト

Tab.7 水田伊勢ノ脇遺跡出土遺物一覧表

Il!tl 
.f.:~買に記服した分舗は、下:e.の文・献によっている。

〈中1控織器) UI村{:!~陸 f太端H干111七の瓦質上器j r中近世上著書の』主総僻究Vll 199。
{脊磁) 1調a'ft次郎・4年間勉 「大事府tlIょの鎗入中倒陶flmについてー形式分舞1と編年を中心にして一J r九州lfI史資斜館研究鎗集4J 1978 

{内111)
〈給付〉

〈倒的燐〉

〈常滑~)

〈石鍋〉

よ邸望号夫 fl<l-16世紀の符磁帯電の分111についてJ r貿易陶磁研究No.2J 1982 

i年m勉 fl4 - 16批紀の白般の分鎖と編~J rf.lM絢般研究j2J 1982 

小野lE敏 [15-16lit紀の染付機・ 1mの分劃1と年代 『貿易陶滋研究No.2J 1982 

JIUllt忠彦 『繍前焼J r考古学ライブラリー60J 予成3年

;Jf，羽一郎.，'，野由席久 r!.tm地における編.if.・についてJ r中世常滑焼をおってIシンポジウム資料集 1994 

木戸施策 f石鍋の主主砲と流i過についてJ r中近ttt土絡の義礎研究lXJ 1993 
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-111地質問寺通跡

6.折地長問寺遺跡の調査

(1 )はじめに (Fig.52)

当選跡は筑後市大字折地字長岡寺に所在する。標高5m{立の低地上にあり、 一帝はクリークに囲まれて

いる。調査は、平成9年度に施工された農地整備事業支線用排水路設置範聞で、遺跡を確認した560

m
Zを実施した。調査期間は平成9年11月11口から 12月16日までで、この問、重機による表土除去、遺構

の検出、掘削、 実i則、写真撮影などを行った。調査区からは主に構11条、上横15悲、ピット群を検出し

た。本調査は小林勇作が担当し、末吉隆弥の協力を得た。
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(2)遺構

溝

8003 (Fig.54) 

調査区の西側中央で検出した東西構で、約4.00分を確認した。 SK04・SD40に切られ、幅は約0.75m、

深さは O.27 ~O.46mを測る。造物は土師器(小皿 ・火鉢 ・片)、染付 (碗・片)、石製品 (砥石)が出土

した。
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妨地投開寺週'*

S005 (Fig.53、Pla.33)

調査医の西側北部で検出した東西講で、約13.00m分を確認した。構はSD10に切られ、申請1.43~ 1.53 m、

深さ0.54~ 0.63 mを測る。挫土は茶褐色土を基調とし、腹土中からは土自iji器(上鍋 ・茶盆 ・片)、瓦質土

器(嬬鉢 ・茶釜)、磁器(llIl..碗・瓶・片)、陶器 (揺鉢)が出上している。

S010 (Fig.53、Pla.33)

SD05を切るように検出した東西講で、約15.60m分を確認した。黄縄色土を基調とする埋土で、幅0.92

-1.13 rn、深さ 0.53~ 0.67 mを測る。造物は上師器(大務)、磁器(JIIl.碗 ・瓶)、陶器(揺鉢)、鉄製品

(釘)が出七した。

S020 (Fig.53、Pla.33)

約13.15rn分を検出した東西講で、途中、 SI(07. SK08 に切られる。 黒色!こを基調とした埋土で、 I~ai

1.07 -1.27 m、採さ 0.43-0.55 mを測る。講の断面は逆台形状を呈する。遺物は須恵器(斐)、土師器

(小田L.片)を認めた。

S025 (Fig.54) 

調査区の南西端で検出した南北滑で、埋上は上層から黒色土、灰色土であった。約7.90m分を検出し、

深さは0.27mを測る。造物は黒色土から須恵器(饗)、磁探(肌 ・碗)、陶器(皿 ・揺鉢)を認め、灰色

上からは土師器(片)、磁器(片)が出土した。

S030 (Fig.55、Pla.33)

SD20とほぼ並行にはしる東西構で、約12.10m分を検出した。埋土は黒色土を基調とし、幅0.92-1.24

m、j菜さ 0.41-0.59mを測る。構の断商はU等:状を呈する。造物は土師器(土鍋 ・火鉢 ・塑)、磁器

( ml・碗)、陶器(揺鉢)が出上した。

S034 (l:'1g.54) 

南北構で、約3.90m分を検出した。埋土は茶色土を基調とし、幅0.30-0.56m、深さ0.10-0.26 mと浅

く、構の断面はU字状を呈する。造物は土師器(土鍋)が僅かに出土した。

S040 (F:ig.54) 

SD03とSD30を切るように確認した東西講で、約5.20m分を検出した。埋土は黒色土を基調とする。遺

物は土師器(土鍋 ・こね鉢 ・片)、瓦質土器(火鉢)、染付(片)、陶器(鉢)が出土した。

S051 (F:ig.54、Pla.34)

東西方向にのびる調査区のほぼ中央から検出した南北構で、約2.80m分を確認した。幅0.95-1.06m、

深さ0.16-0.21 mを測り、 i誇の断面はU字状を呈する。埋土は黒色土であった。遺物は土師器(小皿・羽

益 ・片)、瓦質土器(括鉢)、背磁(碗)、陶器(艶)が出土した。

S052 (Fig.54、Pla.34)

SD51の東側で検出した南北構で、約2.80m分を雌認した。幅0.76-0.83m、深さ約O.lOmと浅く、講

の断面はU字状を呈する。担土は黒色土であった。遺物は土師器(火鉢 ・片)、磁器(血1)、陶器(捕

鉢 ・瓶 ・聾)、木製品(漆器片)が出土した。

S060 (Fig.55、Pla.35)

調査区の東側で検出した南北構で、約2.80m分を確認し、 11届3.92-4.60m、深さ 1.33mを測る。講の断

面はほぼ逆台形状を呈する。当調査区の周辺に存在する旧クリークの一部と考えられる。造物は須恵器

(塑)、土師器(土鍋 ・指鉢 ・火鉢)、瓦質土器(火鉢 ・羽釜)、背磁(碗)、染付(碗 ・片)、銅製品(把

手)が出土した。

土塘

SK04 (Fig.54) 

調査区西側の中央部で検出した楕円形状の浅い土壌で、 SD03・30・40とSK06・23を切る。遺物は土

師器(片)、瓦質土器(播鉢)、磁器(皿・ 碗)、白磁(皿)、陶器(揺鉢)を出土したが、埋土は灰色土

で現代のカクランと考えられる。

h
w
u
 

p
h
uw
 



自
4

量
居
期
還
命世
田
繁5.lOm 

a-a' 
1. aff黒書写色鮎質上
2. i点賀来色執よ (!古色プロ ，?浪}
3. !削l疾色tU(灰色プロ yクt昆}
4. i真由E糸色名~ t (J呉色ブロ t?i民}

o 4m 

b-l>' 
1. Ii脅1需品色上
2. 1前!¥¥)匹色L
3.略。首相暗色砂1U.I)品色ブ口 ッP事i!ll
4 四百貨耗i色砂!質上 (I.t!.色プロ ックi昆}
5. 1府羽灰色粕fU1 .. 聖i昆}
6. a百茶?日色給自首土
; .続賞茶色紡i
8. B苦糸1)i色 L(様t昆}
9. i指/(灰色砂~土
10.町黒1火色給i
11.崎県姦色上 {様i見}
12. 時刻灰色鮎上 {茶色プロ "I ~ 多1見}
13. Ii宮内黒色紗上
l4.高官!戸来色粘~士 I悠色ブロ，7i昆}

'一ーーーー~ー

ー一一ー~

S060 

ー
吋
(}
l

5.20m 

b' b 

o 2m 

SD30・60実測図 (1/40・1/80)Fig.55 



耕地f正側守混i*

SK06 (Fig.56) 

8D03、8K04に切られた楕円形状の土績で黒色土の埋土であった。土師器(聾・片)が出土した。

SK07 (Fig.56) 

8020の東側を切るように検出した円形状の土城で、 i幅約0.65m、深さ 0.09mを測る。造物は土師器

(片)が出土したが、埋土は灰色土で現代のカクランと考えられる。

SK08 (町g.54)

8K07に隣接した円形状の土墳で、幅約0.67m、深さ0.21mを測る。造物は土師器(片)が出土したが、

埋土は灰色土で現代のカクランと考えられる。

SKii (町g.56、Pla.35)

調査区西側の中央部で検出した隅丸方形状を呈した土壌で、 8K24を切る。長軸1.12m、短軸0.24m、

襟さ 0.75-0.80 mを測る。埋土は灰色土で、土師器(片)、磁器(碗 ・片)、陶器(播鉢)、鉄製品(釘)

が出土している。

SKi4 (町g.56)

調査区の南西隅で検出した土城で、幅0.55 ~0.77 m、深さ 0.41mを測る。埋土は茶色土で、土師器

(粘土塊 ・聾)、胸器(摺鉢)、焼石が出土した。

SK21 (Fig.56) 

調査区西側jの南部で検出した楕円形状の土績で、底面からは2つの小ピットを認めた。幅約0.88m、深

さO.l2mをi則り、土師器(均二・片)が出土した。

SK23 (Fig.56、Pla.36)

8030の東側溝底から検出した隅丸方形状を呈した土横である。長軸2.16m、短軸0.74m、採さ0.63m

を測り、埋土は上層から黒色土→背灰色土へと移行する。胸器(描鉢)が出土した。

SK24 (Fig.56) 

8Kllに切られた土墳で全体プランは不明である。埋土は黒色土で、土師器(片)が出土した。

8K26 (Fig.56) 

8025の溝底から検出した楕円形状を呈した土織で、探さ0.74mを測る。埋土は上層から黒色土→賞褐

色土へと移行し、陶器(片)が出土した。

SK31 (Fig.54) 

調査区西側の南部から検出した楕円形状の土壌で、 l幅約0.75mを測る。土師器(片)、磁器(碗・片)、

陶器(片)が出土した。

SK35 (Fig.56) 

8034とピットに切られた楕円形状を呈した土績で、埋土は黒色土であった。幅約0.86m、深さ 0.29m

を測り、土師器(片)、陶器(片)が出土した。

SK42 (Fig.56、Pla.36)

調査区西側の南部から検出した楕円形状の土墳で、幅約0.90m、深さ 0.52mを測る。埋土は茶色土で、

土師器(l阻)、磁器 (片)が出土した。

SK43 (日g.56、Pla.36)

8K42に切られた土績で、埋土は茶色土である。臨約O.72m、深さ 0.21mを測り、造物は土師器 (片)、

磁器(片)が出土している。

SK46 (Fig.54) 

8030の構底から検出した楕円形状の土墳で、幅約0.71m、深さ0.89mを測る。土師器(片)が僅かに

出土している。

SK50 (Fig.56、Pla.37)

調査区の西側南端で検出され、大型内に遺物が散乱した状態で確認された。遺構は大聾ぎりぎりに掘

り込まれた土墳で、径約0.82m、深さ0.33mを測る。土墳は、大型内に土師器(小皿・土管)、陶器(聾)、

瓦(平瓦)、石製品(砥石 ・硯)、鉄製品(鎌状鉄製品)が一括廃棄されたような状態で出土された。
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SK61 (Fig.56) 

調査区西端から検出した楕円形状の土峨で、幅約O.80m、深さO.16mを測る。底部には2つの小ピット

を認め、遺物は土師器(片)が俺かに出土した。

SK65 (Fig.56) 

SK35に切られた土城で、幅1.73m、深さO.lOmを測る。埋土は茶色土で、出土遺物は皆無であった。

ピット群 (Pla.37)

調査区の南西からは多数のピットが検出された。ピッ ト群は複数の小規模な掘立柱建物の一部を構成

していると思われるが、確実に確認できたものはなかった。このため、ここでは柱痕が確認された

SP27・28・29と遺物が山土したSP57・58について報告する。

SP27 (Fig.56) 

梢円形状を呈したピットで、径25cmをifflJる柱痕が確認された。造物は土師器(片)が僅かに出七した。

SP28 (Fig.56) 

ほほ円形状を呈したピットで、柱痕は径15ω1を測る。造物は上師器(片)が僅かに出土した。

SP29 (Fig.56) 

ほぽ円形状を呈したビットで、柱痕は径13cmを祖IJる。造物は皆無であった。

SP57 (日g.54)

調査区の東端で検出した楕円形状のピットで、土師器 (杯 ・片)が出土した。

SP58 (Fig.54) 

SK61を切るように検出した円形状のピットで、土師器(片)が出土した。

(3)出土遺物

S003 (F'ig.62、Pla.41)

石製品

砥石 (53) 泥岩を石材とし、4簡を使用し祇面とする。

S005・10(淡茶褐色粘質土層出土)(Pig.57、Pla.38)

青磁

皿(1) 底部の細片で、高台径は5.0cmを測る。内閣に濃緑色、外聞は淡管茶色の軸を施し、見込みは

蛇ノ目状に事IJを癌き取る。

小琵 (2) 高台径6.2cm、体部径7.8cmを測り、淡背緑色の利lを厚めに施す。

S005 (黒茶色粘土層出土)(Fig.57、Pla.38)

染付

水滴 (3) 上商隅に径6の水j主礼を施し、中心部にも穿孔を認める。器高3.3cmを測り、中心部の穿孔

を中心として6Xllcmを復原する。型押成形で、上面に草花文を描く 。

S010 (黄黒色粘土層出土)(町g.57、Pla.38)

瓦質土器

火鉢 (4) 口径30.0cm、底径22.8cm、器高9.0cmを復原する。口縁部は内商に突出しており 、調整は内

面と口縁部外面がヨコナデ、体部外面上位がナデ、下位は刷毛目、底面はナデを施す。

磁器

碗 (5) 高台径5.1cmを測り、茶褐色の紬を施す。見込みは蛇ノ白状に掻き取り、高台部は露胎である。

大皿 (6) 底部の細片で、高台径は9.0cmを測る。明黄褐色の剥lを施し、見込みは蛇ノ白状に紬を掻き

取る。畳付けから高台内は露胎である。

染付

皿 (7) 口径13.0cm、高台径5.0cm、器高4.0cmを復原し、内面には区画した文様を呉須で描く 。見込み

は蛇ノ白状に紬を掻き取り、畳:付'けは露胎である。

碗 (8) 破片で、高台径は4.4cmを視IJり、外面には呉須で草花文を施している。畳付けには重ね焼の日

跡を認める。
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S030 (町g.57、Pla.38)

磁器

4青地長問、3、遺跡

紅皿 (9) 口径4.6cm、底径1.2cm、器高1.4佃を測る。白色の胎土に淡青灰色の軸を内面及び口縁部外

面に施す。

青磁

碗 (10) 高台径6.3cmを視1)り、見込みにスタンプを施す。紬は青緑色の透明糊を全体に厚く施し、高台

内は紬を掻き取る。

染付

皿 (11) 輪花で口径13.2cm、高台径7.8cm、器高3.5cmを復原する。全面に乳白色の糊を施し、高台内

は蛇ノ白状に紬を扱き取る。見込みには家屋、樹木、山、土披などの文棟を呉須で描く。

湯呑み(12) 口径10.0cm、高台径3.8cm、器高5.5cmを復原する。内面の雷文と外面の帯線は呉須によ

る手描きで、外面体部には型紙刷りによると思われる菊花文(図示省略)が施される。

S051 (Fig.57) 

青磁

碗(13) 口径15.0cmを測る口縁部の細片である。口縁部はやや外反し、背緑色の透明紬を施す。

S052 (Fig.57、Pla.39)

瓦質土器

鉢(14・15) 14は素口縁で、外面は斜め方向の刷毛目で、その他は磨耗のため不明である。15は最大

径36.0cmを復原し、口縁部は内面突出のタイプと考えられる。

備前焼

聾 (16・17) 16は口縁部の細片で、口縁端部を外に折り曲げて丸い帯状突帯とした玉縁日縁である。

17は底部の破片で、底径12.0叩を測る。

陶器

搭鉢(18) 底径11.0cmを復原し、8本単位のすり目を施す。底部は糸切り。

S060 (第8・9層出土)(町g.58、Pla.39)

須恵器

輩 (19) 屑部の細片で、屑部外面には平行叩き文を施す。常滑焼か。

土師器

土鍋 (20・21) 20は玉縁日縁、 21は素口縁を呈する。 21の外面には煤が付着する。

瓦質土器

茶釜 (22) 口径15.0cm、鍔径30.4仰を復原し、体部内面は箱形を呈する。鍔下町から体部下位にかけ

ては煤が厚く付着する。

青磁

碗 (23) 口径14.0cmを復原し、外面にはへラ先による細線連弁文を施す。連弁文は剣顕が連弁として

の単位を意識しないで施されている。紬は背緑色で細かい貫入がみられる。

染付

碗 (24) 底部の細片で、高台径4.5仰を復原する。見込みには人物などの文様を呉須で描き、外底部に

は銘が施されている。

S060 (第10層出土)(町g.58、Pla.39)

瓦質土器

茶釜 (25・26) 25は屑部の細片で、外面には菊花文などの印刻文を押印する。26は口径15.6cmを復原

し、間部には6の穿孔を施す。肩部外国には渦文の印刻文を施す。

膏髄

碗 (27) 高台径5.5cmを測り、見込みには「福」の印刻を施す。背緑色の紬を全面に施し、高台内は蛇

ノ目状に紬を接き取る。
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磁器

肌 (28) 1I筏 14.0cmを復原する。淡緑色の透明軌を施し、外耐の a 却に紬ダレを認める。

S060 (第11-14層出土)(Fig.58、Pla.39)

土師器

上鍋 (29. 30) 29は玉縁U緑、30は素円縁を培し、供に外IOiには煤が付治する。

瓦質土器

茶釜 (31) 鍔は「刻字状に屈曲し、鍔径30.0cmを彼除する。
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Fig.59 SK04・21・31・46・53出土土器実測図 (1/3)

青磁

碗 (32) 口径14.0cmを按原し、背緑色の透明利を施す。朝鮮系か。

染付

血 (33) 口径15.0叩を復原する。見込みには呉須で文様を描く 。

銅製品 (Fig.62、Pla.41)

把手 (58) 完形で、径は5前後を測る。茶釜などの把手か。

SK04 (Fig.59、Pla.40)

瓦質土器

指鉢 (34) 底径14.0仰を復原し、 6本単位のすり日を内面の体部、底部に施す。

青磁

ili地長側、宇唖跡

。40

皿 (35) 口径12.0cm、高台径4.0cm、器高3.4cmを復原し、体部から口縁部にかけては fSJ字状に湾曲

する。灰緑色の軸を内面、口縁部外面、体部外面に施糊する。高台の一部に剥lダレが認められ、見込み

は蛇ノ目状に掻き取る。

SK21 (Fig.59、Pla.40)

土師器

杯 (36・37) 共に糸切りでほぼ完形である。36は口桂11.Ocm、底径7.3cm、器高2.85仰を測り、 37は口

径11.8cm、lま径8.7cm、器商3.0仰を測る。

SK31 (Fig.59、Pla.40)

磁器

花瓶 (38) 花瓶のミニチュアと思われ、底径3.6cmを測る。型押し成形で、白地に赤 ・線 ・黒色の彩色

で竹文を描く 。

染付

碗 (39) }，底部の細片で、高台径は5.6仰を測る。外商には草花文を呉須で描き、見込みには4ヶ所の針

支えを認める。

SK46 (Fig.59) 

土師器

柱状土製品 (40) 断面は隅丸方形状を呈し、表面はすべて刷毛日調整が施される。この内のi簡には二

次焼成痕が看取される。厚さは3.0cmを復原する。

SK50 (Fig.60、Pla.40・41)

土師器

小田l(42) 糸切りで、口径7.6cm、底径3.9側、器高1.6cmを復原する。
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Fig.60 SK50出土土器実測図 (1/3・116)

土管 (43) LI径37.0cmを測る。内面は刷毛目、円緑端部はヨコナデ、外面はナデ調整を施し、体部上

位の一部は慌かに円l商を認める。

大型 (44-46) 44は1:..1縁部の細片で、口径80cm前後、持仰は1.8cmritJ後を測る。口縁部はほぼ直立し、

外面には慌が付;告する。45は円縁部外面に厚い貼付突骨?を施し、 11緑端部に面を呈する。口径は 100cm前

後を復原するものと思われる。 46は45 と同一個体と考えられ、 JL~任35 ，2cmを測る 。
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Fig.61 その他の出土土器実測図 (1/3) 
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10cm 

聾 (47) 口縁部は fTJ字状を呈し、口径29.0cmを復原する。

瓦

街地銀側寺遺跡

==a 
10αn 

54 

57 

平瓦 (48) 側面は削りによる商取りを施し、表面はナデ、裏面は刷毛自調整を施す。色調は淡赤褐色
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4持地投開A遭跡

で、胎上は細砂粒、角閃石を多く含む。

石製品 (1i'ig.62、Pla.41)

砥石 (54) 石材は砂岩製で、 2商を紙面ーとする。

硯 (55) を石材とする隅丸方形状を呈する方形硯である。硯頭部は欠損し、砥面部は僅かに使用痕を

認める。墨昏の痕跡はない。

鉄製品 (Fig.62、Pla.41)

鎌状鉄製品 (56・57) 56は緩やかにカーブした内側に刃部を造る。57は鎌に類似した形状をなし、端

部に鈎状のフックを造り出している。何れも製品であるが使用の用途が不明であったため、ここでは鎌

状鉄製品とした。

SK53 (Fig.59) 

土師器

杯 (41) 糸切りで、口径10.6cm、底径5.7cm、器高3.5cmを復原する。

SP57 (Pig.61、Pla.4l)

土師器

杯 (49) 糸切りで、口径9.8cm、底径6.5cm、得高3.6cmを測る。

SP58 (Fig.61) 

瓦質土器

鉢 (50・51) 50・51は同一個体と考えられる。50は口縁部に粘土貼付・による把手らしき部分を認め、

口径26.0仰を復原する。 51は底径17.0cmを復原する。

Aトレンチ (Fig.61，Pla.41) 

青磁

皿 (52) 高台径5.9cmを復原し、口縁部は rSJ字状に外反するものと思われる。見込みには花文の印

刻、外商には連弁を施す。内外商に明背緑色の紬を施すが、高台内は露胎である。

(4)小結

出土した造物から中世~近世にかけての複合遺跡であることがわかった。主要な遺構や遺物について

概観する。

-構について

調査区から検出された遺構で主体となる構は、 SD05・10・20・25・30・51・52・60か挙げられる。

SD05・10・20・25・30・51. 52は遺物の出土傾向から概ね近世に比定される。更に、 SD60は中世

~近世にかけての埋没課程があったものと考えられよう。

ここで、注目されるのは一連の溝の性格である。当遺跡;は本稿に記載した「水回正吹遺跡(調査区E)J 
と「水田伊勢ノ脇遺跡Jの付近にあたり、各遺跡、からは多くの区画構が確認されている。更に、当地一

帯は中世に画期となる水田荘の領内でもあった。よって、今回検出した講のすべてが区画排に該当する

とは言い難いが、可能性は捨てきれない。

. SK50について

次に大聾内にあたかも一括廃棄されたように確認されたSK50からは、上師器 (小皿 ・土管)、陶器

(聾)、瓦(平瓦)、石製品 (砥石 ・現)、鉄製品(鎌状鉄製品)など様々な追'物が出土した。先に述べた

ように、検出状況からは一指廃棄された可能性は高く 、そうであれば出土した遺物は一括資料として捉

えることができる。

-柱状土製品について

柱状土製品は当遺跡 (SK46出土Fig.59-40)の他に、「水田正吹遺跡(調査区s SK048出土Fig.19-

58)Jからも出土している。柱状土製品については徳永貞紹氏が rr中近世土器の基礎研究ォj佐賀平野

の瓦器椀にみる中世土器生産の一様相一 日本中世土器研究会1996-Jの中で触れており 、多くの出土類

例が報告されている。この中で徳永氏は、柱状土製品について厚さ 5cm前後、断面が方形ないし多角形を

示し、僅かに反って両端がすぽまり、長さは30cm前後を推定するとある。更に、具体的な用途について
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111地設問中越路

は棋に据えた上に製品を積み重ねる焼き台のような窯道具.ではないかと指摘している。.>.li遺跡及び氷山

正日大遺跡から1J1土した柱状土製品を文献資料と比較してみると、何れも断面が)J形状を呈するが厚きが

2.6-3.0cmとやや小ぶりである。柱状土製品が出ょした各遺跡付近において、当該JttJにおける禦跡の存在

については明らかにされておらず、現段階においては窯道具であるのか、他の月]途として用いた道具で

あったのかは特定できないが、今後注目される資料として挙げられよう 。
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~J~量しi司分
ドig-1'10 a 情 名 4事 ~ It 口 t華 災後 官事 ，:; j桝後 島F さ ヘラ 糸 備 ヨ，降

57-01 S005 ・ 10(淡lf褐色th~土細) 点f鍛 UIl 。5.U
57-02 S005・10(淡茶総色給質 k勝) ij'俄 小唱E i 62 。

' ' 57-03 SOO5(J1.1茶色粘土栃) ~f.j' 水}高 。 。3.3 。 e 

57ー ().I SDIOClIt!J.¥色杭上)14) 員;軍n;t; 火鉢 可I3().u 戸。 228 ， 9.0 
57-05 S010(.IIlJl.¥色給t.lO) 隆~ E車 ， 5.1 a ' 
57-06 SDtO(持:.1.1色紘I:kf) 磁23 人1111 I 9.0 

57-07 SD10(前期色鮎 t幡) ~f.J 肌 0， 13.0 Oi 5.0 . I.() ' 
57-08 SDIO(t理'1'色4古仁脳) 役(.j 噂主 0・.1~ 。
57-ω S030 織~ 4lDlI I 4.6 I 12 ， 14 

' 
57-10 SD30 H磁 電量 。6.3 ' 
57-11 Sυ30 役十j un U， 1~2 ， 7.8 ， 3.5 ‘.a 
57-12 SD30 染十j t晶呑み C. 100 ，.， 3.8 ， 5.5 ' 
57-13 8D51 {~磁 碗 0' 15.0 、 。 1 rn : Bかむ
57-14 8052 lι10'.お 鉢 ' ' IIJ村:I"? 

57-15 S052 Ji質1.器 E事 r・I36.0 ' 
57-16 SD52 備前焼 事E 、 。 間縫:.JlJl 

57-17 $1)52 備前焼 ?l ' ， 12.0 ' ItIJli官:、JIIl

57-18 5052 備前焼 情鉢 。 0' 11.0 
。 すりl'I8.ji:単位

58-19 S060(8・9層} 須)t>:~J 、JI!
ー ' 

。

58-20 S060(8・9織) 士郎総 土高崎 。 。 111付:E3 

58-21 S060(8 . 9脳』 l二郎総 J二t渦 。 111村:Eb 

58-22 S060(8・9)0;1) 1i~ U官 茶釜 0' 15.0 O! 30.01 4 Ih付:1¥[

58-23 S060(8・ 9Rit) ff磁 車昆 O! 1'1.0 t聞 :s一、

58-24 so似)(8・9層) 染付 院 ' 。!4.5 ' 外政務に銘あり

58-25 soω(10騒} J正賞士n J匹~
。 4 。

58-26 5Dω(10崎署} 瓦1ItU普 茶2量 。!15.6 
。

IlIH: s1 
58-27 5060(10府) IfliD 総 f ! 5.5 1:日1:E、見込みに「偏J
58-28 SDωClO.¥!l) 磁~ 阻 0: 14.0 
5$-29 S尚o(11-14峨) 七筋線 上縞 ' ' ' 山村:Ea 

58-30 81::渇0(11-14厳) 瓦1!1上鋒 よ』韓 ' ' ' IIJ村:Eb I 
58-31 SD60 (11-14総) 』正賞:.1:2器 ~~量 ' 。:30.0 。 t 

58-32 SD60 (11-14織) iVlia 4寵 0: 1，1.0 

58-33 SD60 (11-14酌 条f寸 na 0: 15.0 t 

59-34 SKω 瓦質土n f首鉢 ' 0: 14.0 すり tl6本単位
‘ 59-35 SI¥04 ~暗主 iI'li台イョtun。:12.0 rヲ:4.0 : 3.4 

。
t 

59-36 SK21 七飾2量 Tl; ;l10 : 7.3 : 2.85 。
59-37 SK21 七飾iI~ ιF 。11.8 i 87 i 3.0 
59-38 SK31 属産総 {E萩 ' i 3.6 ミニ乎ュア。 1 
59-39 SK31 揮をtt 暗主

‘ 
0; 56 

59-40 8K46 土防総 柱状上製~ . 。i3.0 ー次焼成あり

59-41 SK53 ム郎総 勾: Oi 10.6 Oi 5.7 1 3.5 t 。
60-42 SK50 土郎総 小i阻 0; 7.6 I 3.9 1 1.6 。
ω-43 S1<50 上布市総 I::tf 0; 37.0 
60-44 SK50 士官事務 大型 4 外開豊臣付治

60-45 SK50 土帥宮署 大~
‘ 

ω-46 SK50 土面~i幸 大型 。 I 35.2 

60-47 SK50 梅宮寺 ~ 0・290 。
ω-48 8K50 瓦 'T(瓦?

61-49 SP57 上自事務 品f 。9.S I 6.5 1 3.6 。
61-50 釘'58 瓦N土総 鉢 Oi 260 ' 
6)-51 SP58 瓦~_U量 ft. ' Oi 17.0 。
61-52 Aトレンチ mn 皿 。5.9 。

62-53 s∞3 行製品 低石 泥特

62-54 SK50 f守製品 祇li ' 砂営

62-55 SK50 石製品 唖色 ' 
62-56 SK50 鉄製品 不明 ' s 

62-57 SK50 鉄製品 不明 。 。

62-58 SD60(JV制) 銅製品 4t!手 。

Tab.8 折地長問寺遺跡出土遺物一覧表

IhJ 
本去に記事Eした分綴は、下犯の文献によっている.

〈中世事重量~) 山村i~~ r太帯府Iflょの瓦貧土務J r中近世上総のJ底礎研究ヲJ 19官。

〈舟硲} 1二回秀夫 [14、16i1t紀の背磁磁の分績についてJ r貿易陶磁研究12J 1982 

{備前焼〉 問捻忠彦 I備前線J r考古学予イブラリー60J 平成3年
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7.井田堀越遺跡の調査

(1 )はじめに (Fig.63)

当遺跡は、筑後市大宇井田字期越に所在する。一帯は縦横無尽にはしるクリークに閤まれた水田地帯

で、棒高3.8m1立の低湿地上にある。調査は、平成9年度に施工された農地整備事業支線用排水路設置範

聞において遺跡を確認した 1，930町を笑施した。調査期間は平成9年11月13日から平成10年1月27日まで

で、この問、重機による表土除去、遺構の検出、掘削、実洲、写真撮影などを行った。調査区からは主

に溝5条を検出した。本調査は小林勇作 ・柴田剛が担当し、末吉隆弥の協力を得た。

" 
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十
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11 

川
口
ム
パ
ト
h
門

1
!. 

I ¥ 
I 1: ¥ 

1 I 

トー」一ー下~

(2)遺構

S001 (Fig.64) 

調査区の西端で西ー南方向の講を32.30m分を検出し、平面プランはL字状を呈する。途中、屈曲した

部分はSDlOと接し、 SDIOがSD01に切られる。 l隔0.90-2.25m、深さ0.1O-0.16mと削平を受けている

らしく、埋土中からは弥生土器(片)、土師器(片)を多く出土した。

S005 (Fig.65) 

調査区の西側で検出した南北構で、 7.90m分を確認した。幅0.75-1.40m、深さO.05-0.08mとかなり
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体制調陣母411品

の削平を受けている。遊物はよ師器 (ノj、皿 -

)~・) が僅かに111 ヒした。

S010 (Fig.67、Pla.45)

東一北ノ7向の構で102.5m分を検出し、講

の隔は 1.30-3.30mをi則る。講の深さは

SD15に対面した部分 (S010ースクリント ー

ン)が1.0-L2mと深く 、断面は逆台形状を

fEする。吏に、これより東方面にかけては

0.3 -0.4 mと浅く、断面はU字状を呈する。

出土造物は土師器 (ノj、皿 ・杯 ・粘土塊 ・片)、

青磁 (碗 ・片)、白磁 (片)、木製品 (木錘 ・

析)を認めた。

S015 (日g.68、Pla.44)

SDIOと接する東一北方向の講で24.0m分

を検出した。検出時においてSDIOとの切り

合いは不明織であったが、調査では便宜上

1.20m 

a a' 

物協 務多多/

l.00m 

物務初

a-勺"

1.llil'草色粘1t上 (ロームγuッ7少i見}
2. IYIL'Ji!!.粘土

b-tJ・

1. "古川色粘償 l
2. ;YtI'l í!!.t.~rU (ローム'}i昆}

1.0()m 

物物磁疹初;iiiiL1;jjEJ:::::
SD15とした。幅1.00-2.30 m、深さ 0.27- d 

0.35mを測り、断面はほぼU字状を呈する。

埋土中からは僅かに土師器(小皿 ・片)を出

土した。

(3)出土遺物

S010 (Fig.69、Pla.46)

弥生土器

費 (1) 底部のみの細片で、底径7.4ωを復

原する。内面はナデで指頭圧痕を認め、外面

の調整は不明。

土師器

小皿 (2・3) 2・3は糸切りと思われる。2

は口径8.8cm、底径6.6cm、器高2.0仰を復原し、

3は口径9.0cm、成径7.0cm、器高1.7cmを復原

する。

杯 (4) 底部は糸切りで、口径14.3cm、底径

11.0cm、器商2.7cmを復原する。

青磁

碗 (5・6) 共に龍泉窯系青磁である。5は口

縁部の細片で、外簡に鏑蓮弁が施される。6は

底部の細片で、底径5.0cmを復元する。外商に

は鏑蓮弁が施されているものと思われ、外底

は露胎である。

木製品 (Fig.70、Pla.46)

木錘 (7) 芯持ち丸木材の両端部を切断し、

軸部は低い円錐形に削り込む。全長15Acm、

両端の円柱部径5.3-5.5cm、制l部笹3.9cmを祖IJ

る。加工は粗く工具痕をダイナミックに残し、

一部の欠損を認めるが保存状態は良好で、ある。

。

e 
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1.略.'J.¥色粘質i
2. fI(("，色給費ム {ローム多ml
3.淡灰色紘質上 (ローム事誕}

Fig.64 S001土層断面実測図 (1/40)
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Fig.65 S005土膚断面実測図 (1/40)
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S010土層断面

実測図 (1/40)
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'1111・M・a・
杉I(8) 1枚の側紋で、 一部の欠損を認めるが保存

状態は良好である。折はfl!IJ似の形状から、 lヶ所の切

り込みのある相欠き杭さの側板を組み、木釘で刷3とし

ているものと考えられる。側板及び木釘の材質は小IYJ

で、側舷の法訟は・辺がJ6.5cmで、内々が14.8cm、尚

さは5.5cmをmlJる これにより析の容量はl，095.2cnrと

予測される これを a 般的に標識化されている点折

( 1，803.9 cnt)に換算すると0.607升の数値が与えられる

III-n:となるu

S015 (Fig.71) 

土師器

杯 (9・10) 共にJ持粍のため調整不明。9はlife任8.0

cm、10は底径10.0cmを彼lJ;lする。

(4)小結

今回の調査で確認された主な遺構は、大半がi品であ

った。 ここでは、検出された構と出土遺物について慨

観することで小結と したし、

-構について

~30m 

q 

働揚多ク;iiiiii{術品色UHdI)

。 2m 

Fig.68 S015土層断面実測図 (1/40)

検出された構で主安なものは、 8D01-10・15があげられる。

8001は調査区の両阿部から検出した鈎状に岡山した榊 (屈曲した部分は8D10に切られるように検出さ

Hlan 

ーー
ーー』

....明=- ---司ー-_一 一
ーー・ーーー-司ーーー司-;.;_ 

一 一一 一一一
一 一ー一ーー ・・ iI -.....-ーー--11  

A A -::d. -_  l5 - .-一一ー=弓 -1-マ1

Fig.70 S010出土木製品実測図 (1/2)

-88-

8 

そーイ ごこグ4

lW 
刈Ld
。 10明

Fig.69 S010出土土器実測図 (1/3)
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Fig.71 S015出土土器実測図 (1/3)



lTIfl!組組;1跡

れたと先述したが、検出時においてはSDlOとの埋土が類似しており、現段階では切り合いは不明で、ある。)

で比較的浅いものであった。出土造物からは概ね中世に比定され、近世までは下らないものと思われる。

SDIOは調査区の中央部を東西方向に延びる溝で、構の西部は北方向へ屈曲する。構の北端はSDl5と按

し、切り合いは不明であったo

さて、 SD10は極端に深くな っている西側部分 (深さ1.0-1.2 m)と浅くなっている東側部分 <0.3ι

0.4 m)で深さが明らかに異なっていた。先述したとおり、西側の深い構はSD15の対面にあたる部分で、

意図的に深く掘られた可能性を示すものである。これにより、 SD10西側部とSD15によって区画されたエ

リアには何らかのよ地利用があった可能性が考えられるが、残念ながら調査ではこれを示す手がかりは

得ることカfできなかった。

-木製品について

次にSDlOから出土した木製品について概観する前に、注目される点について挙げる。

各地の発掘調査において木製品を出土することは希で、報告事例治、らはたいていの場合、低湿地化し

た土壌中において出土するケースが多いようである。これは、低湿地化した土壊によ って資料がパック

された状態になり 、これが直接外気とふれない環境をっくり出していることにより 、資料の保存状態を

良好に保っていることと考えられる。勿論、これだけの理由だけとは限らないが、筑後市内から出土し

た木製品の出土状況をみても、上記の環境下において確認されることがほとんどである。

今回調査した場所は標高3.8m位の低湿地上で、検出したSDIO西側部分からは木錘 ・析の2点の木製品

を出土することができた。何れも保存状態が良好で、加工痕などを顕著に看取できる資料であった。

きて、木錘については福岡県内及び近隣においても多くの出土類例が報告されているが、析について

は出土類例が少ないようである。

そこで、今回出土した析について、宮本佐知子氏(財団法人 大阪市文化財協会)にご教示を賜った

ので紹介する。

1 内iまÛ(~曲者

滋E事名 所従地 年代 材質 容雌:(ca!) Jl\~時換算鎖(初) 備 1t 

半減:I?跡ー4 措置良保安ftili 71世紀後半 須取得 !IHヰ [- 1十‘~J

予I或筑跡-5 会良県糸良市 811t紀 .fc~ 

予峻';:{襲撃-6 請をl't日高察良市 81!t紀 ~恵2器 1，11'" r九合.勺j

']'-h産);t跡ー2 復良~議良市 81世紀中頃 須~~i 252 0.45 !!lt'f Iニ合ータj

験回線勝 秋819県秋閉市 81世紀中頃 本質 約7∞ 0.388 

上荒厳遺跡: 日11叫金沢市 81世紀後学 須l.m ~世子 [似合九勺j

子被i底納←ー7 五百良似b~写良市 S枇紀後半 須:;M.~ I~昏 f五合j

i-'bまJ;n*-3 保良県奈良市 8t世紀後半 ~lt.'!(骨量 212 047 1提~ f=合'I'J

字械殊勝-2 奈良県袋良市 9枇紀後1~ 木質 {杉培、情J 691.2 0383 

平城必勝一4 奈良県・番号良市 11、12殴紀 水質 1015.85 0.563 

Itf宙・鍵遺跡 袋良県Illf.C(本町 121世紀後半 本質 2178.66 1.21 

お比の虫六丁目i置監事 大阪府主公開京市 12批紀後半 本質 2178.3 1.2075 

'l(減点勝一3 ぷ術開f五KtII市 13世紀 水質 (3136) 0.5796 

御成町週~~事 神奈川県tlfii!i 14 t世紀 本質 {杉} 2719.8 u瑚

北古館遺跡 制尚獄中l似似良湖町 15-16世紀 水質 4512.5 25 

初凶遺跡 呉服娘多紀lls丹市町 15求、161止紀 本質 {杉} (1739) 0.964 

井図説書館遺跡 4富岡県筑後市 中世 木賞 1095.2 0.607 

Tab.9 相出土の遺跡地名一覧表

[芯l

本裂は f宮本俊知子 さし・ます・はかり一年a古学による日本E悦9~主易と交通総州場一J 1ニ記載されている抑制時し、4蹴編l.!..:. 
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昨日1峨銭信跡

宮本氏によると、「析については出土例が少なく 、また、充分に調べられていないため何合になるのか

は困難である。析の種額も 、京析の単位に合わせてみると近いのは六合であるが、明治の資料からは六

合析の存在は明らかではなく 、七合析であれば少量であるとのことである。また、析は穀物を計量する

ときに使用されたことは充分考えられ、使用者(耕作者か、耕作させていた側)によっても大きさが異

なるjと指摘されている。

これにより 、今回出士した析について簡単にまとめると以下のとおりである。

-析が出土したSDIOが概ね中世に比定されることで、析に与えられる時期は、現段階において当該

期を想定している。

-析の計量値は!時代によって単位が変化していることやtlJ土例が少ないことから、現段階において

の換算は難しい。

-析の大きさは使用者によっても異なるようである。

最後に、末文ではありますが、ご多忙のところご教示をして頂いた宮本氏に感謝の窓を表したい。

(lj1.fi立は個、 01まt草原腕1
旬胤UK分

内g.-No. 遺憾 r， fも 器 f車 口径 111.筏 ~ (.Ij J.A ~ 阿佐官s{量 軸古都i韮 へラ 糸 備 摩

69ー l おUIO 4車生上lllf ~. 0; 7.4 。

69-2 $010 ifli!iH 4、臨 Oi 8.8 '); 6.6 ， 2.0 
69-3 SD10 上郎総 小皿 Oi 9.0 0; 7.0 ， 1.7 01 

69-4 SD10 上飾官事 珂: Oi 14.3 。11.0 ， 2.7 。
69-5 SD10 I'f磁 富島 、

' 滋凶(-5b

69-6 51'10 1'1磁 E亀 ' 0' 5.0 

70ー 7 SJ)JO 木製品 "，t重 ' ' 。1.5.4 '5.3、5.5 I 3.9 

70-8 SOIO 木製品 6t ， 5.5 I 16.5 

71-9 $015 上飾~ 』不 ‘ 0' 8.0 

71-10 S015 上節2苦 阻持、t司; 。!lo.ol! I! 

Tab.10 井田堀越遺跡出土遺物一覧表

(iill 
<t<:去に記織した分怨1:1.、下.reの文献によっている。

{#磁} 検ITI賢次郎 ー添ITI勉 !大事I行 11\上の紛入中間陶磁総についてー形式分~Iと制年を小心にして一J r九州綬史資科館研究総集4J 1978 
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8.井田下痢越遺跡の調査

Jtm下掛抱灘跡

ー
」
1

1
L
I
J
A
6
 

I
l
l
1
i

、13
1

11 

11 -3「

(1 )はじめに (Fig.72) ==i佐了-
当泣跡は筑後市の段西端に位置し、ク ( J¥ i 

リークを挟んだ西側は大木町となる。標 ト¥ιν
高4.2mf.立の低溢地上で、筑後市大宇井i甘_¥_'Bi 1 

字下堀越に所在する。調脊は、平成9年 品川
度に施工された農地整備事業支線用排水 ¥ '.11 

路設置範聞で、遺跡を確認した411111"を ¥ ~ 

実施した。調査期間は平成10年l月28日 " ¥ III 
から 2 月 18 円までで、この問 、 重機によ ー-~I!
る表土除去、遺構の検出、掘削、実測、

写真撮影などを行った。調査区からは主『ム J 

に溝3条、土駿6基を検出した。本調査にムJ.:![r¥ -下ー下一

ついては小林勇作が担当し、末吉隆弥の 一 ~ -111 ¥ I I 

協力を待た。

」
1

i

11 

Fig.72 井田下堀越遺跡調査地点位置図 (1/2，500)

11 

. 
- -I _..' '-...--、‘

』ーー・ー・_--
i 〆、.'
I /、 f
I I 、J
a 官、ー'
I f'. 〆
; IにJ

~JI 

ト

SK10 

、、¥，径二03

九 た VV'V~J

X:21，550 

X: 21.540 

X: 21，530 

Fig.73 井田下堀越遺跡遺構全体実測図 (1/200)

10m 
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1~m下期.....跡

(2)遺構

溝

S005 (日.g.73)

調査区の南端で13.00m分を検出した東凶講である。溝は

蛇行しており、深さ 0.06mと浅い。埋土は黒褐色土を基調

とし、捜土中からは土師器(片)が多く出土した。

S011 (Fig.73) 

調査区の東側で検出した南北構で、 SP9を切る。長さ2.20

m、幅約0.35m、採さ0.05mと浅く、埋土は黒褐色土であ

った。出土遺物は皆無であった。

初級協多/

明一一一
物

，150m 

移城主 b' 

S015 (Fig.74、Pla.47)

調査区の南東|塙で検出した。5.50m分を確認し、幅0.60

-1.25m、深さ 0.11-0.23 mを測る。埋土は黒褐色粘質土

で、埋土中からは土師器(聾 ・鉢 ・高杯 ・片)が出土した。

土壌

SK03 (Fig.75) 

調査区の南側で検出した隅丸長方形の土駿でSK13を切

る。長軸1.07m、深さ約O.lOmを柳川、底面は凹凸が著し

い。追物は土問j器(護 ・片)、磁器(片)を僅かに認めた。

SK06 (Fig.75) 

SKIOの北部に隣接した不定形な土蝶で、長軸1.17m、短

軸0.98m、深さ 0.17mを測る。埋土中からは土師器(片)

が出土したのみである。

SK09 (Fig.75) Fig.74 S015実測図(1/60) 

SDllに切られた楕円形の土績で、径は約84cm、深さは約20cmを測る。埋土は黒色粘土で、弥生土器

(努)が僅かに出土した。

SK10 (Fig.75、Pla.48)

調査区のほぼ中央部から検出した不定形な土横である。遺物は各層から散在的に土師務(聾 ・鉢 ・高

坪 ・土鍋 ・片)、石製品 (石鍛 ・砥石)が出土し、他の遺構よ りも造物量が多く、廃棄土墳として活用さ

れていた可能性が考えられる。

SK12 (Fig.75) 

SK13を切るように検出した土壌で、埋土は黒褐色土であった。深さ O.09mと浅いため削平を受けてい

るものと思われる。出土造物は皆無であった。

SK13 (Fig.75) 

SK03、SK12に切られた土壊で、埋土は黒褐色土。深さ0.14mと浅く、出土遺物は皆無であった。

SK20 (Fig.75) 

調査区の北部で検出した。土旗の底面は凹凸が著しく、探さ約O.lOmと浅い。出土造物はない。

SP01 (Fig.73) 

SD15の北部から検出したピットで、土師器 (護)が僅かに出土した。

(3)出土遺物

溝

⑧ 。

2m 

S011 (日.g.78、Pla.50)

石製品

石鍛 (33) 完形品で、石材はサヌカイ ト製。扶りのある長二等辺三角形状を呈する。
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S015 (Fig.76) 

土師器

小型丸底壷(1・2)

は砂粒を少量含む。

高;杯 (3-5) 3-5は脚部の細片で、 5は裾部に穿

孔が等間隔に3ヶ所施されている。

石製品 (Fig.78、Pla.50)

磨製石鯨 (34) 石材は片岩製で完形品である。表

装に研磨が施され、扶-りのある長二等辺三角形状を

呈する。

共に底部のみの細片で、胎土

S015出土土器実測図 (1/3)Fig.76 
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Fig.77 SK10出土土器実測図 (1/3)



土壌

SK10 CF'ig.77、Pla.49・50)

土師器

杯 (6・7) 6は1層出土土器

で、口径11.0αn、得高2.8cmを

復原する。やや磨耗しており、

口縁部外面に刷毛白調整が若

干残る。7は2昭出土土器で、

口径14.0佃を復原する。外面

下位は刷毛目、仁l縁部内外商

はヨコナデ、底部内面はナデ

調整を施す。外聞に簿く煤が

付着している。

小型丸底蛮 (8-22) 8 -22 

の内、 18・21はl層、 14・20

は2層、 8・9・12・15・19

は3層からの出土土器である。

口径は8.8-13.2 cm、器高は

5.9 ~ 10.lcmをi則る。

輩 (23) 下半部のみの破片

である。最大径13.0cmを復原

し、磨耗のため調整不明。

饗 (24~ 26) 24は口縁部の

破片で、口径20.0cmを復原す

る。口縁部は「く字状jを長

し、口縁部外面は薄く煤が付

着し、調整はヨコナデ。この

他は横方向の刷毛目調整を施

作間下縦書事必跡

。 10cm 

Fig.78 石製品実測図 (1/2・114)

p
h
d
 

nww 

」ー，ーー一、、 f
川

)

〈こ>32 〈二> 33 

。 10αn 

す。25は1届出土土器で底部

は欠損する。口縁部は「く字状Jを呈し、体部からj底部にかけては煤が付着している。調整は外国にお

いて、体部は縦方向の刷毛目、口縁部はヨコナデを施し、内面においては口縁部上位は横方向の刷毛目、

下位はヨコナデ、体部上位はヘラケズ 1)後刷毛目、下位はヘラケズリを施す。 26は3層出土土器で、口縁

部は「く字状Jを呈する。調整は外面の体部は縦方向の刷毛目、口縁部は刷毛目後ヨコナデを施し、内

面の口縁部は強いヨコナデ、体部上位はヘラケズリ後刷毛目 、下位はへラケズ 1)を施す。

高杯 (27-30) 27~30の内、 28 ・ 30は 2層 、 27 は3層出土土器である。 27 は杯部の細片で体部は!函曲

しながら外反する。磨耗のため調整不明であるが、体部内面に若干刷毛目調整が残る。28は破片で磨耗

のため、調整は不明。口径15.5cl11、脚裾径lO.5cm、器高13.9cmを復原する。29は脚裾径11.9cmを測り、

脚部にほぼ等間隔で穿孔を3ヶ所施す。30は脚裾径11.0cl11を測り、磨耗のため調整不明。

土製品

勾玉 (31) 勾玉の土製品で先端に3mm程度の穿孔を施す。

石製品 (Fig.78、Pla.50・51)

石鍛 (32) 完形品で石材は黒曜石製である。表面の一部に自然商を残し、裏面にはポジテイプ商が看

取される。両面とも丁寧に整形加工が施されている。

砥石 (35) 石材を砂岩製とする大型砥石で、剥離面以外はほぼ砥面として使用しているo



斤，"l-崎.~.跡

SP01 (日g.79)

土師器

小型九j託宣 (36) 口径12.0側、体部径11.6cm、器高9.3cmを測り、

外聞に煤が付請している。調整は内面においては不明で、外面は円

縁部がヨコナデ、体部は刷モ口、底・部は手持ちのへラケズ 1)である。

(4)小結

今101の調査において確認された遺構や遺物について撮り返ること

により小結としたい。

。 10酬

先述したとおり SKI0からは、純文時代晩期頃に属するィ-i鍛が出土円g.79 SP01出土土器実測図 (1/3)

した 当調査区内からは該期における顕著な遺構は検出されておらず、周辺からも遺物は採集されてい

ない。このため、 i長搭本体はどの辺りであるかは予測がつかず、現段階では不明である。

ところで、SKIOからは古墳時代前期に比定される造物も多く出土した。 SK10は低湿地化した以色粘土

よから検出されたi留まり状の上捕で、非常に不安定なものであった。ここから出ょした該期の上持は

坪 ・小型丸J底蛮・肉体 ・斐などで、分層して上器の抽出をした結果、 -l~廃棄された傾向があるものと

思われる。更に、 上躍中には脚部に若手孔された高杯や土製勾玉が出上していることで、祭程的要素を含

んだ遺構と考えることができる。

当遺跡は限られた範囲において実施されたためか、顕著な遺構や遺物は少なかったといえる。しかし、

今同報告した該期の遺跡は周辺では確認されておらず、この地区の新たな発見になったことは大きな成

果といえよう。

拙後に、今阿の調在からは残念ながら集部本体を明らかにするこ とができなかったが、今後の調査で

確認されることを期待する。
('事位u帽.CfH草原値}

1;1]11 L [.<分

町品-~。 3自 1ft 色体 ~ 1:童 [1 lf Il! ~王 穂高 柄 i壬 ヘラ 糸 傭 』E

76-01 SD15 土師2* 小嶋)Lll反!if 。 。
76-02 SOl5 よ師:; 小~九庇蛍

. 
76-03 SUI5 土師t; 4!ヰ
76一例 SDI5 土IIliD .1平 a 

76一筋 SII15 u事器 高t亭 ' I 12.2 a ' 軍事aに守孔3ヶ骨t

77-06 SKIO(lI・) 土tf毘 I平 。， 11.0 コ， ~ II ' 。

77-07 SI¥I0(2.¥i1) 上指Uf 勾; oi 14.0 . ' a 。

77-08 SK10(3樋1 土自国税 小嶋九I，'¥:蛍 0: 88 7.0 
' 

77-ω S1<10(3樋) .l:J:ili1li 小切九4'1:滋 94 。56

77-10 SI¥IO 土JlliS 小~九夜道 0. 10.6 ! ti.2 
。

77-11 $KIO 土鋪寄 小噌丸底電車 ' ' ' 
Ij-12 SK10(3嶋} 土師芯 小限九縫可証 ， 9.7 • ， 72 

77-13 SKIO 上旬2; 小照九h'b証 ， IOb • I 59 

77-11 S1¥10(2樋) t.CiTit; 小司自九l広也 C; 101 ' 
77-15 81<10(3/(4> 土自申t:; 小刻九段留置 11.5 7.1 

77-16 SI<IO 土師& 小嶋九峰、軍 ~ 132 。71

77-17 SKIO 士郎E 小限九fiHi ， 12.3 ' ! ~3 
77-1嵩 51¥10(1崎) 1 土傷容 小限九終蛍。12.0 • 可、I 10.1 I 12.0 

77-19 5K10(3編} t帥Z 小¥Ht.Ali!1九 11.5 . ， 100 ' 
77-20 $K10(2崩〉 土島.liU 小m九/iE.j量 Ci 11.0 

77-21 SKIOll ~) 上自i世俗 4、1¥1九段磁 。; 100 i 12.0 

77 22 SKIO 上自革路 小'11札Ti{ii

77-23 SKIO 土E極秘 蛍。
。

' コI 13.0 

77-2~ SKIO 上舗r.; l( α 初 O 4 • • 
77-25 昌1¥10(1'"】 土師包 l( I 16.3 。 I 21.3 

77-26 S1¥10(3細) 土偽2:1 l! I 16.li ， 30.9 

77-27 SI¥10(31t1> 土S副総 高I平 。
' 

77-28 SK1O(2掛) 土郎総 t有料 。15.5 i 10.5 。13.9 煤1.j;む

77-2事 SKIO 上J:ili2i 風土f 。119 浮.fl3令内i

77-30 S1¥10(2嶋) t歯車包 Ai+ 。 u' 110 ' ' 
i7-31 SI¥IO :t製品 勾.1-: ' ' ' . 
79-32 51勺l 1.飾芯 小旬九従量。120 ' I 9.3 ;J< 11.6 外語rtf.tll

7li-33 SK10(J1樋』 お製品 ，illl. ' ' 
。 {IH: 1.1.¥'轟れ

7再ー34 日[>11 11製品 .ITI.¥t Ti材:サ1カfト

78-35 SI<15 'fi製品 抑制打量産 ' ' t 
打材:1¥・'(t

78-36 SKIO tl製品 副Hi ' 

Tab.11 弁田下堀越遺跡出土遺物一覧表
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4革島遭跡 (明匹2次調査}

9.梅島遺跡(第2次調査)の調査

(1)はじめに

本意は平成3年度に発楓調査を行った、梅島遺跡第 2次調査の成果を集録している。今回の調査は、

平成3年度県営干拓地等農地整備事業筑後西部地区に伴い、工事によって消滅する部分について記録保

存の措世をとったものである。

平成3年度に入ってから、工事主体である福岡県筑後川水系農地開発事務所(工事3課)から、当該

工事地区内の埋蔵文化財の有無について照会があった。その後協議を重ね、試掘調査を経て埋蔵文化財

の包蔵範闘を確認した。その結果、水路掘削部分と土盛り調整によっても遺構の破壊を防ぎえない面工

事部分について発掘調査を実施することとなった。調査は永見と小林が担当し、塚本映子(現、三瀦町

教育委員会)の協力を待た。調査面積は約3，500ぱで、平成3年12月から平成4年5月にかけて調査を行

った。

なお、整理作業は平成11年度に、筑後市教育委員会文化財整理室で行った。

(2)遺構

今回の調査では、水路部分を中心とした調査となったことから、当然の制約として非常に細長い調査

区を設定せざるを得なかった。また、調査区の一部は面的な調査となり、商的な調査と線状の調査を組

、、

。，

一一，.~ ・ ~5
/ I 

11 /--1 I 

l川 L
11 F

I
 
l
 
-
-
J
 

唱

mm

nw 

H

・eJ

Fig.80 梅島遺跡 (第2次調査)調査地点位置図 (1/2，500)
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み合わせた調査区形状となった。さらに、面的な調を区の中央を前年度に導水路を敷設した道路が縦断

している。もちろん、その部分は記録保存の措置をとっている(第 i次調査)が、調査時点で面的な広

がりがつかみにくかったことは否定できない。

今回の調査では 、 周溝状遺構 • i梓状遺構 ・廃棄土臓などを確認した。以下、主要遺構について遺構種

類別に報告したい。

周溝状遺構

周溝状遺構は、調査区全体からみると西に片寄った剖l分に集中して検出した。周溝の平面プランは、

おおまかにいって方形と円形がある。以下、遺構ごとに報告する。なお、本文中の規模はすべて周溝の

外側の遺構上端で計測している

2SX0720 

中央調査区の西端に位置する、円形周構状遺構である。直径は6.9mである。

2SX0060 

東西の調査区の中央に位置する、円形周溝状遺構である。直径は5.4mである。

2SX0750 

面的に調査を行った部分の西側調査区南端に位置する、方形周構状遺構である。東西5.4m、南北5.7

mの規模である。

2SX1000 

面的に調査を行った部分の西側調査区北西隅に位置する、長方形の平面形を呈する周構状遺構である。

東西6.5m、南北14.6mの規模である。

l ¥ 
⑨ 
2SX0770 

‘ ‘ 

~ . 

@ 
2SX0950 

、 :::こJ

⑨ 

2SX0430 

，・，・

IL J
 。 5m 

Fig.82 周溝状遺構平面図① (1/100)
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2SX0830 

面的に調査を行った部分の西側調査区北西隅に位慣する、方形周溝状

遺構である。南北4.2mの規模で、ある。28XIOOOに切られている。

2SX0820 

面的に調査を行った部分の西側調査区北西隣に位置する、方形周溝状

遺構である。南北8.4mの規模である。28X1000に切られている。

2SX0770 

面的に調査を行った部分の西側調査区西隣に位置する、長方形の平面

形を呈する周溝状遺構である。東西4.7m、南北6.3mの規模である。

2SX0950 

面的に調査を行った部分の西側調査区北西隅に位置する、方形周溝状

遺・構である。東西5.0m、南北6.0mの規模である。

2SX0430 

面的に調査を行った部分の東側の調査区東端に位置する、方形周溝状

遺構である。東西10.4m、南北9.4mの規模である。

2SX0468 

商的に調査を行った部分の西側調査区南西隅に位置する、長方形の平

面形を呈する周溝状遺構である。東西3.7m、南北6.9mの規模である。

溝状遺構

溝状遺構は、大きくわけで弥生時代のものと中近世のものとがある。 Fig83 周溝状遺構平面図①

前者は先に報告した周溝状遺構を別にすれば小規模なものが多い。後者 (1/100) 
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のうち、多くの土器を出土した遺構について報告する。

2SD0260 

面的に調査を行った部分の東端を南北に走る。断面形状は崩れた逆台形を呈する。染付の椀を多量に

出土した。

廃棄土壌

今回の調査では、廃棄土墳とみられる遺構も数多く検出したが、そのなかで弥生時代の遺物を出土し

たもののうち主要なものを以下に報告する。

2SK0210 

商的に調査を行った部分の西端にある。上層からは土師器等も出土しているが、下層からは弥生土器

のみが出土している。上層部分は後世の掘込みがあったと考えられる。

2SK0299 

東西の調査区の西寄りにある。多量の土器片を出土したが、そのなかで高杯と鉢の出土状況が特異で

あったので報告する。高杯は杯部と脚部が切り離されていて、脚部の上に繋が伏せた状態でかぶせられ

ていた。さらに、その上に切り離した杯部をのせていた。別の表現をすれば、高坪の杯部と脚部の問に

鉢カf挟まれていた状況であった。

2SK0840 

面的に調査を行った部分の東寄りにある。28D0680に切られている。多量の土器を出土したが、すべ

て上層からの出土である。

(3)出土遺物

出土遺物には、弥生土器・土師器 ・須恵器などがあり、総量ではパンコンテナー200箱近くにのぼる α

なお、造物の個々についての詳細は、文章を省略しているので、造物観察表を参照されたい。剥片等で

図示しないものも 、一部を一覧表で報告した。また、自然有利用の利器は相当数を保集している。磁石

や石皿等の可能性を認めるが、今回の報告からは除外している。以下、遺構順に報告する。なお、第 I

次調査の造物写真も今回報告した。
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Fig.90 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑦ (1/3)
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Fig.91 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図伽 (1/3)
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Fig.93 梅島遺跡(第2次調査)出土遺物実測図⑩ (1/3)
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Fig.123 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑩ (1/3)
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Fig.124 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図@ (1/3) 
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Fig.125 梅島遺跡 (第2次調査) 出土遺物実測図4~ (1/3) 
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Fig.126 梅島遺跡(第2次調査)出土遺物実測図⑬ (1/3)
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Fig.127 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図@ (1/3) 
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Fig.128 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑮ (1/3)
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Fig.129 梅島遺跡(第2次調査)出土遺物実測図ゆ (1/3) 
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Fig.130 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図@ (1/3) 
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Fig.131 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図ゆ (1/3)
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Fig.132 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑮ (1/3)
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Fig.133 梅島遺跡(第2次調査)出土遺物実測図59(1/3) 
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Fig.134 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑪ (1/3)
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Fig.135 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図@ (1/3) 
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Fig.136 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑬ (1/3)
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Fig.137 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図19(1/3) 
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Fig.138 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物実測図⑮ (1/3)
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Fig.140 梅島遺跡 (第2次調査) 出土遺物実測図~ (213) 

-156-

425 

5 10棚

10an 

429 



くここ〉

くこコ〉
o 

435 

437 

。

/ 

、~一一ー一ー----

111烏遺跡 t 司~2次1II1t)

/ 

434 

436 

く-:> 438 

5 10珊

Fig.141 梅島遺跡 (第2次調査) 出土遺物実測図~ (2/3) 
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Tab.12 梅島遺跡 (第 2次調査)出土遺物観察表①
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1l』総/a6E 制t 減Jほ I~簿上{け怖に~(152 2S00270 
側?

I! 31.1l 1貴ナダ
ナプ'

ーJ 淡.'.f-k.色 納11 lよI.tj'ミ
'y { -11 h目安ITiH軽自

159 

153 2$00270 (.ω 

* 
11総総

備ナデ 情ナ・" 寸"1" i~l:火色 砂f~~ n 1If.f.II!!I'，l 160 繍片

15-1 2S1河270 ，1:飾 i j蹴 19.0 m~費E
明ナサ' 刷E H縄E 臨時!f.湖色 妙 I~合 n 

jl'rかlこ
157 1/1 外ti.

155 2S1102'iO i勧 上鍋 細1;' 慣 Jーヂ 幅四E 1.'/ヂ F:.尚色 !1t:!1I良 良 五絞v¥ I，;{. 

1騎 お凶2iO 瓦1f 1+; 200 11.0 1/4 さ量ナデ サ，.'_ ー同毛 S真I望1灰色 鈴n;事 ややH'l大，'<~f< !¥lo 

157 2S1ゆ270 '1;帥 同I ll.b 7.0 3.4 11ぽ3E影 宇品ナデ 検4・ヂ f調ナ f繍 t'1' 来切り i主J匹泌色 附良 n 舛hωに!司〈 155 

158 2SIlO270 f.s.織 阻 116 1.5 111 Uinf~ 施偽 Ià~' ぬI由 hi袖 2事飴 位E七t;EAhE嗣色 1J 111~血 Jl 内i喝
内成見込Aの触を

161 
一 ._-- 信.j):1:1量さ~る

159 2SIX】270 俗1~ 。n12.0 u 32 1/3 ぬ干高 bii初t bia1~1 緒的 olMi 
監u荏輔邑 1:111拘n 11 flJl 外1;(

内必見込みに
163 

睡蓮託基色 11跡fi
位t高是蝿色 一 内l!l!見込みのIfC一160 2釘lO270 感11'; m 12，1 51 3，6 1/2 』量制i 施4由 ぬ1由 h面的 1r!古
唾聖乳事色

1:11繍n Illl!t 内‘巧 給状に溢き取る
162 

Tab.15 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表、，
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他liU!梓 1m2次舗を}

No iI柵 IIHi財jQ I皇制 総f'lUif 曜まE圭 il'N.¥'li flHl- 11縁部 体外l甑 体内耐 内1反1偏 外b'!:Uli 色J唱 Jllij 地~6X
IJ給自fI

備号 R.Nl 
(叩} {佃} l<nll 形4人

161 2SD0270 鑑2.1 110. 136 4.5 39 1/6 8通報1 &&紬 続~I B面利t rtfLi 
胎Ht.Jli色

1111愉11 良 1付il'l
内!il;見込みの袖を

164 
論.li:J'j-t:t色 給状::i量5取る

162 2300270 後jt;首長み 7.4 :1.3 :ls 1/3 ぬ惚l 雄制l 総f出 』首相i 織物 E輪:車仁」f皇l色軍 ?州tミ r~H t主11滋 .， 外11111ニコ〆ニャ骨
166 

印煎じよる崎文~1

163 お凶270 染f.t揖昏み 8.4 3.3 4.5 1/2 給制 ぬ倒 権fIIl 指剥i 縄付l
動仁内色

flf良 n~j lilli1f (t 
外雨iに桶符り

167 
ぬ主"Jo~ 文有

161 2Sυ0270 ~H f定 10.2 1.1 5.2 2/3 給制l 持制l ぬ赦 治倫 自在偽
~l:;白色

制f.l. tミ告f ほ11ilf.'t 171 
絡塾1占噂l

165 zs以12iO ~I.t 骨量 100 10 4.9 '‘含' 総指i ぬ微 総特i 地獄 ~1曲 E秘I土書透白明色 納良 良41 (!Iま1((il 170 

166 2SJ.X)270 俊f.t f唱 10.9 1.5 5.6 2/3 絡.j$ ~柑I b面輪 指輪 絡事h 蛤上。白色
協(t 良好 !illjflv 169 

倫u明

167 2S凶270 決H 1南 10.0 1.0 1.9 1/2 ぬ1由 &iI!繍 B面4曲 B通事h b面目出 2古t:白色
~，\良 良喜子 I1It，l(立

Af1見込み;ょH昔
16~ 

陥畢a生明 のfぅr泊I士有

168 2Sυ0270 iHI 皿 111 !U 3.1 1/4 ぬ紬 $&村l 絡紬 機llIi 指4曲 絵自l土Ei.f生l時色l 制f.l.. fJ，f1f 市るく内角 172 

169 2500270 陶~
線。

11.8 8.2 乱2 1/4 総論 路~I ぬ稽i ぬiIIi 錨t曲
自古r..!I¥;褐色

的iミ 良好
内側{よili

165 
包て 論Hl補色 Ilhげる

t7() 2SK0277 弥生 J! 17.0 5.5 21.1 I:llr，;;形 J品ナデ
続毛

I斑E 轄111:: 十テ 茶筒色 8J;・4主φ I.1I1'Jミ r < Jの 1 . lh~~臨Iltに曲i
lb6 

ナテ' 'I'.j}.;， 

lil 2SK0277 弥生 ~i旬、 25.0 Ii1総/郎6 情ナデ 箆削り 備ナデ M¥灰色 続砂'"~守 IHlf通 外/i. 175 

172 2SK02η 弥生 丸刈ト
円t量制:

織ナヂ 情ナヂ 側ナヂ t貴赤民}色 tlf良 良 外t;>t 176 
細川

173 2SK0277 鋭化 鉢 20& 11.9 1!11'完形 償ナデ 制モ
制E

ナヂ ナヂ t誕祭尚色 砂f立合 f，l 
わずかに rI総鋪古iH.1Iti

174 
すデ 内向 に出-1.，

174 :1SK0277 効i'主 鉢 27.4 1/3 ~ナヂ h司E 制{. 淡1米茶色 砂守守合 良
内湾

195 
渇鋭い面干l

175 2SK0277 弥生 I! 16.0 18.4 20J 111:-';;形 償ナデ 十す'
ナヂ

十テ' すヂ i高占E紛色 砂総合 良
r < 1の 11h~~$に不 li3 

御一E 字状 19J僚な師i{1

176 2SK027S !泊;!I:: 望E 8.4 1正&f，のみ 1曲ナず'検ナヂ ~茶筒色 錨砂tt'f Q. 

177 2SK0299 1亦生 S~ umill 
撒ナデ 制:(; 制毛 淡茶褐色 砂f立多 tl 

わずか1:n綜端liU:.ilii
118 

縞片 l勾I時 ド而'"

178 2SK0280 弥生 ~ 28.6 上1/下部2 繊ナデ 自由iも ナデ 1:.総色 砂紋事 l~ 
峨ノ鐘 体総上JiI:外桶I

17!1 
Pイプ に沈線l条イ}

179 2SK0282 1:鮒 Sト 11.0 ι1/下軍8事 1買ナテ'織すデ j!4ナテ' I~U喜納色 砂F守合 やや不良
外filこ

lSO 
ひらく

180 2SK0284 体生 型車 13.0 底t.~のみ 刷毛 ナデ ナデ 十デ 占宅総色 砂車E多 i込 Ig.l 

181 2SK0284 弥生 望E 2司令。 口1総/E8E 機ナデ IIllJe 十ず 決+品色 砂守主多 ぞや4、1i.
城ノ悠 1体1部It~上F位帯外I 長001有ニIi 182 
タイプ

182 2SK0Z84 0>>;'ι ~ 27.0 口1紙/E4E 機ナデ 制E 十デ 来+品色 砂u多 fl 
綬ノ鐙 体部 l一位舛言語:~I占

183 
すイプ 1・ド1究布LH

183 2SK0284 抗生 費生 326 Ul総/紡8 1曲ナデ 国IJT: ナデ 糸4自色 妙枝多 n 
被/J皐 休部uml'iilこ鮎

181 
$' {プ 1M')'，!晋1:制f

18.1 2SK0286 弥生 S本 16.0 口l縁/部4 織十デ t世7-7'
日IH.

み*l色 砂~:守 良事f 外I'i. 185 
ナデ

185 2SX0290 切;4二 I! 5.7 h'(都のみ 不明 ナデ ナデ ナデ 高与樹色 付;f.主多 良 186 

186 2宮K0295 ι制i主干 13.4 62 2.9 111:定形 iA:-Jデ 愉ナデ被ートデ 峨十デ 11切り 淡』佐4品色 1向1ミ (~11良
外)iへ

202 
ひらく

187 2SK02骨5 上曲目 均: 128 7.2 3.3 はほ定形 検十デ |貴十デ 糊+デ 被ナデ f!切り 淡茶縄色 初R IJIIU 
外方へ

201 
ひらく

188 2$K0295 t~市 均; 12.8 7.8 3.0 1/2 側ナデ 情ナテ'術ナヂ ナヂ 箆切1) 1<先占E梓j色 附11. 1:t 
わずかに

187 
1勾t理

189 2SK0299 ~~ 量』 15.6 1/3 l轟ナデ .ffVJ 刷寸毛7' 淡茶褐色 制;ね合 やや不良 f<Jの 日持泌総に前
19i 

モ;:状 {i 

190 2ちK0299 弥生 鉢 15.0 8.7 1/3 情ナヂ ナヂ ナヂ t尭I反茶色 砂'11少 やや良
r < Jの IJ縁端部に砺

196 
'r:j~ 

191 2SK0299 ~生 鉢 20.0 6.0 17.1 liI:t'ri:形 愉ナヂ 制す五す'
刷毛

十デ ナタ !f.~崎色 繍砂校多 良
f<1の 口線描首都に磁

191 
ナデ '[ヰk {j 

192 2SK0299 弥生 3f 100 上1/下部3 111十デ 制℃ 制℃ !A¥I-k色 砂粒多 t主tl良
f<1の n紋織部l二編

190 I 
~f'・~ 自

r<Jの n綜封世話にIfn
193 2SK0299 弥生 も匙 22.4 15.7 1111'';;形 除ナデ ナデ ナヂ ナヂ ナデ 淡!f.~色 砂役多 良

'rt民
192 

194 2SK0299 弥生 鉢 J3.3 11.0 1lIr.l;形 繊ナデ
耐を ltIIl~ 

ナデ 十デ i主糸尚色 砂u少 litl'T! 内側
口4写真U:煽1;1

193 
ナデ ナデ l'妓形

195 2SK()~9!l 弥生 鉢 25.6 11.5 4/5 It/..，.ヂ 制E
捌I~

+守 ナデ 談者E持4色 ~m.合 1111良 内~
191 

ナヂ 細部にd固有

196 2SK0299 弥生 望E 17.4 Ll/11秘3 11Itナデ ナデ ナデ i主J事ぬ色 砂fh!少 J'l. 
「くJの 口紙調融古1¥に耐

189 ';.:j人

197 2SK0299 弥生 RE均・ 30.0 1持/部3 不f~1 不f~1 不明 i高み褐色 砂tt多 n 外反
U.f，ま銅明J!/.

2∞ m詰郡鹿flJ.

198 2SK0299 弥生 ぬιF32.0 18.6 240 I!J宜主形 不t碍 不{拘 不明 湖毛 組H. 淡茶脅迫色 砂位多 やや4、民 続〈外l.i
t怠2暗部のl削1.1

199 
f草地しない

199 2SK0299 弥生 必b干 17.8 軍事協のみ
回I-r.m届制r~り 陥ナヂ 111ナデ t長!f.潟色 砂tt少 13I;t良 阪t菱t地踊EL11のl函l.i 198 

検ナヂ ない

2∞ 28003∞ 体4ミ 、ui 14.0 13.0 1. 3 IlH干'
制色

ナヂ 十デ サデ 書写骨J色 砂fq多 IHl良
f < J (/) 

203 十干
」 'f・4人

Tab.16 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表⑤
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，....時 (...z、，11;..】

Nω. .iA f~ ~トザ 精I，~ IUI) 箆f重 1111: 
血}反itL 2::向 t'({( flf.昔an体外101u.r付IAII勾Ij(白 W.lllu 色刷 総 1: 娩ht，; l 形lU41締 i崎署 I!'N、(cm) Iml 

狗1 2S003(ゆ oJ.M 1.! 23.0 
w量gs

幅員十ヂ 刷毛 lW(; t再糸F品自己 砂~事 』通
r (Jの [1縁組側l二Iftl

ゆ・lO‘・~・1/3 'i"tk イf

202 2日以)J(l附 弥生 蔓 11*~~ß h員十干 h開E ナー戸 楽師陣色 ij:役多 n 
島をノ亀

川崎車田}¥ タfプ

筑沼 :!s[時刻め 体'1; ~ 62 続忽のみ 制'(. ナデ ナデ ナヂ 長引自色 砂ft少 U:l& 加7

ぬ4 2:;r的事的 :エ.~;1 ~ 22 ，~æの.'4 f~J < IJ 手~W 予づ<" 手づ(11 附明暗色 橋良 w.rI.l 20/1 
ー

勾玉 一
初5 2Sn031均 ，] 

t永}
ヲヒ形 209 

206 2S1JQ3I1O 弥生 喧f 20.0 
1.1総務;

検サ戸 届nε 繍ナヂ 陣B島民}色 w、f宣少 u 地〈外JA 20-1 1ノ3

207 2:;1¥0302 ~;j;/~. • J.lO 上半 情ナ.，. ナデ 十字 崎両E色 妙事tJ lI. 
〈の ロ縁2富郎i二iIU

210 1/2 'i司主

20b 2SK03ll7 外生 蔓 22.0 
kキ号車 検ナ ιy IIn .~ ナデ ..，~色 砂投合 !t 

r<jの ut草場stに副
:!U 1/2 サ:tI; 白

209 2SK0307 弥生 司邑 132 日ぬm;
繍ナヂ

UII~ 
ナず f高*'116色 砂役少 11Illl ~ < jの []I~繕高tl:1晦

213 1/2 明E 'nk ゐl

210 25K0307 仰?
J! 13 ... 17.2 1/3 ~十 ~í~ 1111 ~ ナヂ ナデ・ all~ 日間側色 砂校舎 I.l 

r < jの 口線細部I:1Ili
212 'i・tI;

211 251¥0307 弥生 鉢 lb.O 10.1 1111定形 検十手'
1111 ， 

刷 E 尉毛 raMり i長~.褐色 紗綾~ iillll つよ外みfkJ 正1151:早~晶悼の
215 箆削1) して 陣iとなる可量性高

212 2:;K0307 弥生 民主事 !U 鱒鼠のみ h冊E 刷E 慣ナデ ltナヂl 臨み褐色 繍良 a B思gに3判折
217 

手.-fW
213 2SKOJOi 弥生 高I亭 216 筑m;"i首 不曙l 明 t 創E i'.H長褐色 輸1¥ E主

A:H ~h 
"'~:ニ穿孔{f 216 

へひら〈

2U 2Sl¥O初7 十句 * 140 111聖~
情寸ず ~.t: 箆削1) 長ぬ色 紗，~念 やや.Nt

f(Jの n縁~A1Iをつ m l〆 6 J・tk まみ上げる

215 2SK031O b陶Id器B J;{; l1A 3.b 3.1; I!IIA形 a械 ~i由 ~繍 治事由 ~Nì 階以色 tltfl. j礼 ~<内i宵
11縁者Eの-KI¥

218 
に総f砲をぬ1・一 nt紛歯音Eに耐216 :?SK0312 弥'1:. 型車 品。 7.0 118 UII完形 繍ナヂ ~H. 副 E ナデ ナプ 時有馬褐色 納11 1.1Il'n 内傾 21Y 

21i 251¥0312 体4ミ 雪量 5.9 l¥:aのみ 制E ナデ +ヂ .，.予' 続ぬ色 量全殺事 fl 2l買』

218 2SKω20 ~生 ヨE ut草g
f賓ナチ' 場£ ナヂ 』長11色 砂従事 .Hl 機 111&

221 錨片 Fイブ

219 251¥(1320 弥生 * 63 1正sのh 司、岬l ナヂ ナヂ ‘l'テ i真集1I&i!! 砂まt多 不良
f長stはよIf¥誕

n2 
才人

220 おI的330 {t舷 絢 17.0 
11録錦

MI袖 bilI愉 綿織1 車鳩鋪'̂ 色 純良 良好
れずかに 体音E内曲1にぬ

223 1/4 輪車湾総色 外1正 X11 

221 2SK0311 弥生 lJ! 口総$
t置十γ 制£ 十手' 糸約色 鯵主主会 IJ. I l'fl. 

成ノ縫 体fi;l{>(外謝i:鮎
225 組片 タイプ '1f.tiltllil:H 

222 2SKIωH 弥生 !l 20.0 !lt主事E
検十ず 明℃ h自毛 開褐色 fP役会 Il(!{t 

機ノ悠 ロt章第内iil1内
2'l4 1/6 タイ'1 筒1:つまJ.I!lす

223 お同3加 弥生 CIO勾、 mま苦Z
不明 -1:曙l 小問 倣褐色 砂H合 不良

:血11ft
230 4・片 41;: 

224 鈴以)350 弥生 !l 210 tl縁部 1;叩l 1;叩i ト甲i ?主糸鳩色 ~Þtl合 可:1'1.
f <Jの L1縁繍郎liJl'!

~'21 1/8 '{・4人 慨し耐をHつ
一225 2SIJ03ω 会~;ll:: 4主 61 IA;Miのみ ナ.l' 4・ブ' ナず 十デ 1.11供品崎色 砂粒合 1111良 229 

』一一トー

226 2SIJ(1おO 始，'1: 事E 6，1 底~のみ 明 E 十ヂ 十字 "t--f' 決，~.尚色 砂投合 1l ~2~ 

227 2古川350 体'F. 通 21.0 
IIh~お

情+ヂ 制 E 醐 E 波長総色 砂fl合 やや，f!l 外f，l. 1481:は位立・"
~'26 1 / ，~ る

221> Z:;11()35(l ~l主 290 R~のみ 繍十Tmlflさ絞 11. 丹術的 齢tz会 J'lOf 
院編成

231 :ニiti(i 

2鈎 2sK0355 縄文 • IJ縁部
1骨寸デ 寸1戸 ナデ 烹昭事色

続fl 良好
Hずかに舛 IJft~に11刻み .11() 

報Ut 内総畢色 }Ji:ひらく 目突庁f

230 2丹1¥0369 弥'1 事E 210 1/.1 瓶十す' l岬E ./.7' t轟糸m色 砂総合 lHtn 
u/UJ虫 l事昔日J-.I.r~~曲i

~3l 9イブ に託;線1条イf

231 ZSK0369 数;1. !l! 刻。
Il締官E

機ナヂ 制E ナ'I' 11占匹H暗色 砂役会 Illtn 
bV~ 

233 1/6 Pイプー
体客量 F位~1Iiに232. 2SK'ω69 弥生 哩E 7.2 1:&のム 明E ナデ ナデ 寸ヂ E青陶色 砂u含 a 
~量から軍孔11

231 

233 251¥0318 l;':lt 民 141) !lo 13 1/3 "紬 飽傭 施檎 施紬 '‘拾 白色 砂役少 良 民〈内i市 :!36 
貧富1

234 25K03i6 弥生 J!! 200 
f1縁部 .p旬 ~;IY) {.、問 1詩集偽包 1111ミ ィ、Jl

r<Jの
20¥1較がI7い 2.15 1/6 'i・4人

235 2SK0380 弥生 lf 7.0 ata:のみ ItH; 十Y 十デ トi' ，~'，尚色 砂t~合 u l3i 

236 2日iぬ381 弥'1:. !.! 234 
m達也

Il_l-ヂ 4・曙l 寸ヂ i主義尚色 ft従事 キ4・4・lt
民/~

11 ~IO 1/3 タイソ

23; エSIiO.11Il 書生生 ~ 
Iltま品E

償ナ・〆 ~1 ヂ 以E 自提条~色 砂*1合 :W'l'l 峻タノfJプ也 f事鼠i:m砲にお
23世舗片 町 ffit突~I !:Ii 

f1t~級
-ー

織/穆 I~婦別出13品 2Sno泌l 弥'1・ 聾 22.6 
1/2 

備ナ，，.. 制じ サデ 鴎尚色 砂n合 L!!ffl 
タイプ ;こ北線1~I{ 

212 

239 2SflO38 1 WI j量 2i.O 
11UdJ; 

検ト〆 幅!u トサ' w五弟褐色 砂Fす嘗 1ll1Il 
時/略 H，;t.tl・ff14外12lhl 2.JI 

1/3 々イプ にit~車 11

2.10 2SJ1()3!¥J !tl、4 ;:.i 7.1 民総のみ f、I~I 十ヂ 十戸 小lijl t提条祉l& 砂N~ !l ;!:Il> 

Tab，17 梅島遺跡 (第 2次調査)出土遺物観察表1
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11IU!1ff (第2次損k)

No ilHTI lft~予 栂lVF童日1)篠械 r Ji! liH華
務{じt高Q) 残存 [ Ittl凱 体外Iki体内l.i内底前I外収I侃 色凋 Mi上 焼成

円縁部;
1晶35 R'!Ib (佃j{伺} 形状

241 2SXQ393 ~;~I:. ‘ぷ 13.0 
1I縁者百

横ナデ 不明 不明 i提亦俗色 砂t~多 やや不良
三1f(口線

243 
1/6 [袋払rJ4ll

242 2SX03例 陶~:t 1是鉢 1/3 b握倫 b事銚
刷毛

h直1由 織4由 1'1色 情良 E主主i
外ん・へ

244 b量輸 折仰げ

243 2S)(o.1誕} 弥生 可設 2l.R 53.1 1/2 |員すヂ 倒止 箆則" 闘志 11}ぬ色 砂tt多 良好 て'!illn

244 ~SK().I(踊 弥生 ~ 詰6.0
n級官革

十黄ナデ 期1; ナデ 赤紛色 ~、tt多 良
峻 1，飽 体部k位外語1

245 
1/6 タイプ iニ沈総i長官

245 2SKO.I06 弥生 型E u 時E腎
制t 機十字'被ナデ 品苦悩色 紗~合 良

級部f.t上げ底
216 

1/2 4大

216 2SI<0・115 事~tl ぜd 18.0 II~ま8f，
十両ナヂ

刷毛
制毛 み相場色 ~f!多 lil1.& 

外民 III忽Il![iL 247 
1/6 線制 議&i:に福有 li刻1!1!lfitIH

2.11 2SK0415 休~ ~ 18.0 
口縁部

自置す 7' 樹モ 制毛
礼~~色 妙t~少 良

r<Jの
248 1/8 f軍1'I1Jり ナデ '(:状

2.18 2SKo.W ~!h 雪量 26.0 
11録音E

憤ナデ 償ナデ 十デ 品5鮒色 珍也会 1 :l. 1;tf~ 
減ノ滋 t~/，j;L{~外告にf，\

2-19 
1/10 タ fプ h liltC!帯 11ill 

249 2SKQ.IZ3 ~tj: 3! 102 綬憾のみ
刷毛

ナデ 十ヂ ナテ' 茶筒色 砂総会 1111Jミ
後部1.1I:lf/i!: 

250 
十デ ~R 

250 2SX().130 瓦~ 事主 16.6 7.0 5、5 1/3 箆1おき 箆Ifjさ 箆尾事き 箆耳守き 自民ナヂ 依色 精良 n 
わずかに

251 
内t樫

251 2s附443 1ニ~f;r 普を jj-;~ま
干づ i'づ 手づ Fづ Fづ

SiH再掲色 1喜良 主主 内向 253 Ul 〈ね くね くね くね

252 2日1<04ω tJi恕 音量
体$ PI)き

ナデ ，r，総色 紗投少 f~ 二iRl1~ lH2令所? 254 1/6 十デ

253 251<046.) 
土

向原 6.2 胸部のみ ナヂ ナ7' ナヂ ナヂ T尭茶~色 (11良 良 255 舗?

254 2SK0484 弥生 3! 
U鯵書事

H綾町 It織り -十苧 淡茶色 fll良 良
T守司え m幸治的而に

256 
織It 満都に蝋If長IJみIl文平I

255 2SK0493 5>);4 ~ 25.0 
n縁書名

機ナデ 刷E ナデ 淡宇品色 砂縫合 i11，r良
続ノ館 体3上位外語に鮎

257 
1/6 Fイプ 町村1!;I!!iil長h

256 2SK().197 弥生 多; 18.0 
n級官B機ナヂ

ナデ ナヂ 淡J再製品色 砂tJl:合 f:l.l;t良 外反
頭部にi.t線1

258 
1/3 箆1向き 条可白

257 2$1<0551 弥生 I! 26.0 
LI録$

4費「デ 局n己 ナタ 淡亦潟色 砂粒含 やや不良
織/~

259 
1/6 タイプ

258 ::!SK0553 効:ヰ 滋?
II縁者S

唱員十デ 憤ナデ ナデ H~量り 術良 良
r < jの

2ω 
制H- 字紙

259 2SK0556 上E市 品不 15.2 6.5 4.2 定形 不均j イ，lil 不明 ィ:砂j 不明 j鳥羽目色 続良 不良
外Jiへ開く

261 
肥贈させ品

260 2SK0598 上側 鉢 39.0 
11縁罪事

繊ナヂ ナヂ ナデ i員灰+母色 惨を主令 五t r < Jの 262 
1/6 学状

261 2SK06制1 t骨fi行鍋 25.0 
n総書官

ノミlf( IÁJ~茸 r.Hi 263 
1/8 

262 2S00ルJO t骨石 fi~ 
打鋭部

/ミ1flノミrnノミ1J{ "'li~ 
鍔イirc菅jl

265 
細川 切断耐干l

263 2SK0645 効牛 鉢 14.4 71 1/2 検ナデ ~r邑 制'E 不明 』車両日り i克亦悩色 鯵t~多 やや不良
わずかに

266 
内計事

264 2SK0678 弥生， ~ 12.7 仁半t$ 4黄ナず 制℃ 届II[ 淡J長担虫色 砂1立少 1~I:rtt 
r < Iの 11級品誕百11に尚

267 
'i:状 f( 

265 2SK0678 弥生 高均: 1 2.~ 脚磁のム 刷E 事l卜t t"ナヂ 横十平 j~Jti禍色 砂t1多 やや不良
II{;議官官の蘭1.1

268 
機地しない

266 25D0680 ~，tむ '説 12.0 5.0 18.0 1/2 箆!i1e-箆再理さ イ;1111 -1，1列 箆J活き 。年褐色 妙tt多 1:111良
外反 m協に蹴IIH

270 
繍部に蜘有 ll~{存 I 条(，

267 25凶ω。 陶2量 11.6 9.0 12.2 1/:1 持制l 飽和i 泌総i 総袖 協If.; fl，事色 f荷』ミ 良
j/( l'L 

272 i郡明

268 2.'¥∞ωo t-由UI先瓦蒔聾?? 30.6 
u録音匹

絡I.j.~守 燦fH'i 不IJJ 時灰色 砂粒合 -<'や不良 逆 L'対人 凸f骨・ 5f苛F現孔イIAF 271 
1/3 ~I ヶ

269 2s以)680 ~f.J 瓜 13.4 8.0 22 1/2 』量輸 』量制 』面f副 属幼 箱fI1l 白色 btJ主 I主 外以 272・

270 2SKOi
'∞ 4本生 ，./量 22.5 7.2 42 i I~ぽ宅形 |高ナヂ lTlJ1: 砂IJ~

lJ:ie 
羽毛 淡茶韓4色 釘砂tl事 やや不良

外f(渇smm郎に却iみtJ
羽)2

ヤデ 断l、.(IJみU 決ヰ昨 I~千f

271 2.'¥1<07∞ 弥生 3! 22.0 1/5 機ナヂ 制毛 制E 本絢色 組I砂校舎 fi 
r < Iの ロt慰留羽lにaii

301 ιF状 1， 

272 251<0710 上側 m 8.6 7.0 1.2 11ぽ*彩 t曲十テ't曲ナヂ 倹ナヂ 糸切り 淡孫自草色 秒主主合 五t
外Jiに

277 
ひら〈

273 B泊(Q71O よ飾 m 8.8 8.0 1.3 5/6 検ナヂ 検←r機ナヂ 憤ナヂ 糸切り 淡茶世虫色 砂tt合 良 外})i 275 

27~ 2SK0710 よ郎 阻 8.8 77 11 1111定形 繊十デ 横ナテ'被ナデ
情ナデ

糸切り 茶ぬ色 砂投合 tミ
外)iに

275 
ナデ ひら〈

275 25K0710 上倒 m 8.9 7.5 11 5/6 t曲ナデ 情ナデ i骨ナデ |晶ナデ 糸切り 得僧色 fAtt bl 
外)iに

276 
ひら〈

276 2.'¥K071O .L師 m 90 70 11 造形 州十デ 4前十デ tAナデ 糸切り 淡IMIえ色 1 111m良 Il11fJ. 
外JiI:

絡4
ひらく

27i 2SK0710 :l.r.i!i m 9.0 17 1.3 定形 機ナヂ |黄ナデ 検ナテ'側ナデ 糸切り 淡3事総色 .4fA t込 外ひjらYに~ 2$1 

m 2SK0710 Llib IDl 9.2 68 1.5 3/4 1噛ナヂ 1員十ヂ 情ナヂ
t量十デ

糸切旬 ~~匹担当色 砂Z宇多 l:f!l良
外}iに

280 
ナr ひらく

279 25K0710 J C，出 日11 9.6 7.7 11 111;1'完形 倹す rt班十デ 1横十ず 織ナデ 糸切り i英J匹鍋色 11m古良 IlI1J:l. 
わずかに

287 
外反

280 2SI<0710 士側 肌 9.4 13 I:Uf'.;:彩 t黄ナj'備ナテ'検ナテ・ 桃ナデ 糸切1) lJfJ品、~色 砂n合 H 内if1 282 

Tab.18 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表⑦
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!lUl'"串 (+4\2~，入。凋 合}

11011 迎~- ，.り'
嶋{屯 IflJi/ &It 

rJlf 1えit官3向
残存 U隊部 体外耐 ft.;内面 内~(Iω 外相t曲l 色調 約 l 者~..... 11高434まk銭 鱒~ 11.、at咽} (c:m】 (c:m 1 

:lI!1 乙べ1¥0710 .1:1幅 阻 !l.~ 7 I 1.3 完形
f~ナデ 情十 i'ト品ナ手'

漁+ーf
，f，切り 液中liJ色 ~は合 111ffl 

わずかじ
2喧6

サ・干' I句i耳

:!b2 ~'SI\Oil (l 1:鋤 m 9，1 7; 1.3 
3む青色

!員十デ 峨ナデ !.ナデ ，.ナ予'事'，l1Jt) 節制色 鈴u合 !!!:I'fi tJずか.-
21>5 

内i耳

2払3 己、1¥0710 i勧 m 9.3 7伺， 10 
I: ，r-~こ影

~十干 制民.，.'"繍ナデ 当.，ヂ 主:切り iF.総色 um.n 良
外h::

279 
ひらく

:!bl 2SI¥Oilll UID 限 9~ 1>0 1.1 
1〆 2

~of-ヂ 間町ナデ ?畠ナヂ t員ナヂ ..t，V)t} 占再処色 1!lm良 A 
わずかに

おS
外Ti

2155 2SJo.'071 0 1鋤 凪 9.6 1>0 1.0 :之形
1員十デ 織ナヂ 繊ナデ

!.寸ヂ
.t:切り f身長相自色 IlmHl :l!/!t 

外んに
2i>3 

寸ヂ ひらく一一 一 :!l?君主彰 織ナデ ß!~~ 外tiに2b6 エSK0710 1鋤 m 97 邑Z 1.1¥ 鳴寸ヂ 情ナデ 1身1"7'
寸'1'

糸制1)" 決1);色
千十瓦貿

11 
ひら〈

浅川

:!8i 2SI¥07仰 I.C岬 阻l 102 6.8 2(1 
2ノ3

繍ナヂ '.ナヂ 摘ナr検、}"r' ft!.切1) ~，純色 供給fr II 
外Jilニ m ひら〈一 -ー

161寸ヂ2ω 2SKOi()!l 1:帥 l.!・ 12，2 社。 3(1 
1/:l 

，，lI十f t8I十ず 撒十ヂ ~切り IVU:ω12 '，Hl ややHtl1:fll''-:1 ~7.1 
1'1' 

一一 . 一一 4・、')289 2SKllilO l蜘 剖? 156 11.6 3.0 
1， 2 

概ナデ 1蝿j-i'議十ず ナマ' 決条湖12IIIIIMI. Ill:tl 1M部，~fll '193 
!1~1I 1f( 一 . 一 1/3 わずかに

ト一一
29U 2SI¥0710 U，~ 何; 16.1 10.6 3.U 陥ナデ t位ナず 1員十f'~ナ〆 糸切。1 附1品(2 :mlA l~ II 

外以
28世

" 
3/'1 一 }一ーーー

わ-rかlニ 高狩見~みに111刻291 2SK07111 九a:;倒 162 6.3 68 
口録制lrVsき 箆'h':'f亀J符占 1M'占 す寸' 制止12 砂r~少 やキ":lj，

+十N. ，lIJ (煙量:りJ!i 3ω 

1/3 
ト一一

わ-rかに ，宜露l~器系292 2SKOilll !崎 'J，錨 ~ 16.0 
口縁部

8量袖 ha.ぬ -'9!1II1 泌総‘.'i12 MJl !lllJl 
外Li 内面iニh主主{r

2宮2
一・

1/4 
}ーーー申

わ寸'かiこ 初安!t，f，293 2SKOilU (1凶 }'i総 4唱 J5.5 
l+ts 

ä~盛山 ぬ楠 ~U白 iUA泌色 Wtl自fl Illln 
内t司 内外面』二怯えh

;/91 
← 一 ・

291 2SKOill 弥Jl;~tf: 1/.1 織すず 刷毛 +ヂ 曙H'f*l色 tllft II T字紙 全面にItl害時 ~~5 

刷 E 強い 内自電ヨb 2S1¥071l 体'1: F事 19.6 1>.4 10.6 1/3 切毛 十デ 刷 ε
十デ

ナヂ i1i!l¥!尚色 砂n~ Il. a由民;二艇事 2事』
. 

rJtt都 外反 :AIliIUi立~'96 おX0720 ~M: 司書. 2l.O 
1/3 

織すデ|阪 綱E 崎、褐色 砂n移 Wl'n 
~ut:::面白 錨gl:.U文fi

潟6

297 公;X0i20 休刊tt! 218 7.0 25.3 I / ~ 績ナテ' E碕t 守デ 十字' ナデ 問員}色 砂n;'t 良
峻ノ曾 外!l.f;I;匂.t影

2事7
タイプ II緑:こ見える

291> おKOiよ16 体引; t! 8，1 底認のみ ィ、曙1 ー，ε 腕E h縄t t提条11色 砂tt~ キャ{:良 ぬ4
. 

純ノ鎗 体gt位~d固に制
:''99 2SK0i28 弥生 t! 220 上すllt検ナデ 4、町』 ナヂ 絞o!lf砧色 i1;n事 やや不良

9イプ み日突寄11，有 2911 
. 

縫都はわずか
双)() 去漏りi3<】 弥生 t! 16 旋都のみ 場1. 不時l f、明 ナプ 漁民情色 “;f~ ;'t t員

に上If各紙
m 

一トー 圃

下半商事
301 2SK(η3(; 紘'1. t! :).1 

3/1 
刷王 羽毛 刷E Itl!'G 県褐色 fltJt t1Il良 303 

一 圃

内特面a殺;fl事宇端t色t 302 おKU736 <;.M~ 1.: JIl&llのみ 箆助き ~H 砂N.少 Jl 外面ift!t.り 305 
一

下字書E 刷E
303 2SK0736 弥'1: 官官

1/1 ナデ
ナヂ 十ヂ ナデ IHら泌(2 t，m， 11Ill'!. 306 

一 外力1:開 tJß創IIJ:.不~
301 2:;K0736 弥IL 事与 10，7 4.0 68 4/5 ナヂ 刷毛 ナチ' ナデ ナプ i誕*"1柚色 妙中.~r.. t主

〈 形
ぬ8

一 一 一 わすかに rJ縁総iユィ、~305 2SK0736 i:~;'I" ~ .. 86 2.8 4.2 4/5 ナデ ナデ ナヂ ナ'f' ナ'f' 日荷糸~(2 妙f主事 n 
内t可 形

307 

一 一1-
n縁部 減ノ総 峨畠1:輔;..~(，怖

306 2SK0737 oJt'L ~ 30.0 断ナi' 1ilIJ'(; ナー〆 糸H地色 妙t~少 HI:!Jミ 初9
1/8 

一 ?一ーーー
守{! 上位外凪.:It岨 I~

307 251¥0737 !体'1:
ジ§昔

116 経舗のみ 1宅前さ J'M~ き .Illf~ ..'! 免唯，(1 )'11崎色 M主宰 良 ltl色1月時 310 Il出?
一

308 2SI<0712 ?vt 主総 6.0 liE忽のみ ナず 十ず 十ヲ' ナプ iHら泌世l砂tt少 11111ミ 311 
ト一一

つまみ上
30!l おK076(1 l'鋤 m b.9 S，t) 11 1/2 検ナヂ 検ナヂ 機十手' }"" 糸切り ?主義世~{! uば精良 やキ不良

Ir 
312 

310 2SKOjω :1;飾 t.{‘ 114 10.0 29 手記形 ~ナデ 機ナヂ 繊ナデ {;冊l彩切り f毛条Md色 ttH! やや不良
外んにf窃 外底面に仮f';

313 
〈 t正If{釘

311 おKOi6tj 弥生 ~ 291 Ui~1It 
織ナヂ 制E 十デ 決*ilil色 砂~J 食

量産ノ8 i主総上，，，外面
3U 

1/3 9イプ に泌総1条{，

312 安保Qit.5 弥生 2'Jむ 7.2 
ロ級車Z

ナデ ナデ +デ t主義Md色 E歩f主少 UI.r良 外E正 3111 1/3 

313 2.sKOi6tj 林男i ~ 190 
ロ総~

明員十ヂ ナデ ナヂ 益iIl色 偽n串 良
r<Jの 11録1I~に面

315 1/4 字tx /1 

311 2SK071¥5 弥!I: .lI! 口鍬忽
繍ナヂ 制モ ナデ 1主縄色 砂n少 !l 

首長J也 日銀量'*に属品目
316 

IIlt デイプ ~II:lWM賓著

315 おK071¥5 弥'Il.. b.4 底邸のみ ナヂ ナヂ ナヂ ナデ
ぬて聖色 砂，~;'t IlIl良 臣室f，lll.l.tげ底

317 
何銭高崎色 私L一 Ij~郁l.lr.げほ

316 おK()1邑5 扮.~I: 電車 80 下手続 捌じ ナ示' ナマ' ..，・ヂ i克条約色 IIfHlo't やや良
.jk 

320 

一 体$ 担v也 f(i郁にlIIiりf・1317 ;出K07革5 鈎;/1: w 
1/6 Jl!'flo主 .，"7J 時11¥1時(2Il:l絡n IJI1'J'! 

?イプ It俊平野 l~イg
319 

一トーー
外fi〈に符l体君事 u，~外曲i

31$ 2SK07鋭} 外'1: ~ 28.6 k‘1告書S機ナヂ 抱月 E ナヂ 明書島尚(1.0.制f1ln$や申4・良
にit緩 l条有

322 

一 一 ー L'I'$ 泌総にIDi
319 2SK07Sj 始、'1:2:i(t 11.6 

1/3 
相員十ヂ ll:1JT; 十デ i島県ql.)色 砂t;t少 n 

イ1
321 

ー一 IIIlき 一 一一 r < Jの Iït~端邸に出320 2SK(喝(l(l 効/1 l! 21.0 5，0 25，6 3/ーl4世ナヂ l!illf; 刷E 小1" 』ァ' 繊占;lIJ色 ゆtaやや4・良 'i:t，人 ，{j 326 

Tab.19 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表¢
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梅AAI勘(第2次測量}

Nω iIt十骨按号 府{立 相1別 紛争tn!_f k(t曲筏1 R~I:~ t1<lI 白線部 {本外I同 体1"1刷 内政i語 外底面 色訓 胎 L 占完成 I 形11$状郎 i幅#ト R'N， {師} (CD1) 

321 2SKO以lO 弥生 3置 16.0 JiH&欠1111前ナデ 制E I~!モ i;k糸F白色 砂n合 やや不良
r<Jの lは止場部に11Ji

325 'j~状 ヰI

322 2SK08∞ 弥生 )I'I 12.0 1自0 1/4 地h十デ
刷在 ナず

制芭 i長占E尚色 妙技合 やや不良
fくJの 底的句麗1:貼土を摘

324 +宇 届re 守:Vi 産してE車させる

323 2.，C:;K08ω 弥生 緑台 20.0 
底部 upさ 制色 機ナーy 償ナヂ 淡祭給色 砂主主少 平や1ミ 323 1/4 

324 2SK0810 弥生 J! ~4.0 
[1f量811

談条約色 砂.t:t少 (11吉良 T'f状
外嗣I't織り 327 1/6 IIolffilに面有

325 2SK0810 弥生
筒形

25.1) 傍舗のみ
R詩文

ナデ :高JF.相事色 lJl!楠良 n 111鰯に通有
日係事露。:極官作

328 ム総 械ナデ IJf~I:Ai!tlt'ø 

326 2SX0820 会主生 塑
1I鋭部

険ナヂ ナヂ 1-申l 淡強制色 砂校合 やや不良
f<Jの 口線.11剖;に福

332 細)¥' ワ:状

327 2$X082() 争ドサ * 21.6 lまts欠1Il白色十デ 制's 側一E J(~~色 砂位多 lミ r < Jの U~量2量事1íに 1m
335 't状 有

328 25)(0820 弥生 S事 18.0 ;.5 1/2 1量ナヂ
ナず 帯Uf; ナヂ 箆削1) 決'1J1弘}色 砂11多 やや不良

外Iiにひ 11車品調園都にlru
331 

l'e日Hリ 寸.7" らき~\P，よ 有

329 2SX0820 ~;t七 S事 217 10.2 1/4 繍ナデ 1紺e 協毛 不明 不明 淡lポ飴色 砂t主多 不良
内向し IJll措JIiうまみ

330 
司l'!I'/. m して語をつ〈ゐ

330 2SX082() 弥生 鉢 23.6 1/4 l1tナデ 1嗣も 糊1:; B曲*<総色 制jミ fi 
わずかに 溌舟で lヶ同町

329 
内il'i 穿ILイ1

331 28X08鈎 弥生 ~t与 16.0 
抑E事 鳴を ナデ 帽H毛

ナデ
l珂，il'~日色 "，1込 やぞ不良

lif剖lは上げ'Iif.
333 1/2 E草lNdムItli:. 捌毛 tR 

332 2SK0829 弥生 費 58 下半811 』例毛 十デ ナデ ナデ 淡茶潟色 砂u合 n 33i 

333 2SK0829 弥生 総合 IO.() I反抗弘
I鵡色 'Jlナデ 1曲十デ I韓ナヂ i拘亦総色 lilfMJl! やや不良

体認上位~IÌ旨に動
336 1/3 旬HII突惰li華有

334 2SK0840 上114弥生 ~ 20.0 n総務
検ナデ 険ナヂ ナデ 淡亦鎚色 組砂~多 良

減)~ 輩記UJ:lf.車:a
340 1/2 タイプ 体部最ff(I:11-札由

335 2SKIω40 "."語 弥生 J! 6.2 干司主総 刷毛 ナデ' ナヂ 淡赤ぬ色 組砂n事 良
日総働司画をつまむ

341 ナヂ
底部ltur底抗

336 2SKω40 上届 弥生 ~ 21.4 6.8 22.2 1/4 愉ナデ lD4毛 ナデ 械ナデ 茶褐色 砂n少 はl:'fn.織ノ縫 体絡上~外編lニ飴
342 十デ

タイプ りHlt~'l!i l i島h

337 2SK0840 上faJ弥生 !( 012.6 n~部
織ナデ

樹11:
ナデ 淡1五桂i色 はは純良 良

織/悠 彊Bは直立覇軍に
339 1/6 備ナデ タイプ 飴IIUII!l:4i1畠有

338 2SK伶 10 上厳 弥生 !i:l. 31.0 
u.量級

検ナデ
刷毛

~，おき i主茶褐色 1:11ま純良 I孟
外伝L内側

338 1/3 検ナデ に折司l't;，.

339 28K側55 t骨.[j石鍋 14.6 1証主/EE4 3.13 

340 2SK0862 弥生 鉢 10.4 01.0 1/3 機ナデ
H寄ら

被4トヂ 機ナデ
手持ち

i淡灰制色 繍砂f~多 .f.l 
わずかに

3'14 
l'eMり 箆削 1) 外反

341 2SK0S66 型~!t ~ 18.0 上学部
繊ナデ 属。E 日高架鈎色 砂fZ多 やや不良

域ノ鐘 口線泌総は肥
J.j5 

1/3 ナヂ タイプ 車'/.

342 2SK0868 弥生 ヨE n総務
議十守' 刷も ナデ 自音羽E拘色 綴砂tt多 良

添い f<J 346 
締l片 の'Î'~tI:

313 2SKO総O 弥生 !i! 21.0 
r1縁部

l前十ヂ ナデ i虫袋詰事色 tæ砂U~ i見 T'事tI:
1忠商11まl:If/!3:

350 1/6 ナヂ
状

341 2SK0880 4抗生 • 6.0 b'X郷のみ 砂I)E ナデ ナデ 織十ヂ F暗色 綴砂絵多 良
ntl織部にd耳

351 

345 2SK0880 弥生 終合 11.5 1/2 験ナヂ 制'f; 刷毛 i尭J匹総色 11ぱ繍J主 やや.f.l
外}jに

352 
十ヂ ひら〈

3.16 2SK0887 弥生 :，i~ n*最古都
阪ナヂ 験ナテ'繊ナヂ IYH匹俗色 f背良 n 

添い f<J
証主総は尖る 353 制片 の竿状

347 お悶897 総生 鉢 75 8.2 1/.1 償ナヂ
線le

側主 ナデ なで 淡1民絢色 It~;r1íW. やや良
わずかに It:郡上R外耐に

354 十ヂ 内傾 払り付It女将打

3018 2SX09∞ 弥生 3! 41.0 395 1/2 傾ナテ' 1詞毛 ナデ t克』存3品色 制砂従事 ややa 減ノ縫
363 9イブ

349 2SX09∞ 効;4.文S申 7.0 7.7 11.6 lilf1e形 t括判iえ tfojlllえ J首拘1え 淡品在需品色 給11 やや良 362 

350 2!)K0915 弥生 鉢 19.0 1/8 術)-7' 捌℃
!!6.制ナEデ 淡茶m色 綴砂lifやや不良

r < Jの
356 

不明 '{:状

351 2$K0915 弥生 総合 8.0 10.0 8.0 1/5 nll~ ナデ upき 淡茶普通色 砂f立少 やや良
体側上t~外i面に

355 .，・テ'
鮎り f~1ナ裂1'!l11

352 2$1(0918 弥生 ~ 29.2 11総書事 I量ナデ ナデ 淡み~総色 砂絵合 {ま11良 峻ノ趨 体郎上!~~~i!üに
359 1/5 ナヂ ~イプ 鮎町付It突4官白

353 2$K0918 弥生 J! 23.0 1/4 fliナデ 刷毛 ナデ 術品在韓4色 砂t立多 平や不良 ~U意形
Os.t体自欧軍1;

おS
踊J<tI有亀のIp式

354 2SK0918 弥lf. 3堅 26.0 7.0 27.3 1/2 織十デ 制11: ナデ ナデ 茶剣色 砂総合 やや良
減ノ魅

lix鮒lに~.fL'/ 357 ナヂ
タイプ

355 2SK0918 効;!l~ ~ 6.2 ~$のみ
刷毛 十字 ナヂ ，h'族紛色 砂~多 やや小l足 360 ナデ ナヂ

356 2$00922 弥生 ‘a 10.4 
il絞m;

不明 1-申j 不明 淡3匹ぬ色 砂tt少 ;I;jミ f<字j4Kの 体調111~1曲部に
361 

1/" 刻みg~{昔，fj

357 2SKω25 縄文 J! 体部細川ー ナデ? IVI乳糸色 砂m鐙iミll~ やや良
体部上位外揃

441 ナテ''1
にむ仁織I条冶

358 2Stω9{0 ~;生 5量 266 上1/下郷3 1員十干 卿~ 1誕亦俗色 砂.tt合 やや良
城ノ縫

365 ナデ Pイプ

359 2SKIω40 効;'1'tl< 32.0 上1/宇都5 ~十デ 十デ ナデ i品~占;1品色 砂1立合 やや良
減/也

364 
タイプ

360 2SXωω ~M. J! 22.0 1/2 l8iナデ ナデ -十デ i先制色 砂1立少 やや不良
減/I!R

366 
タイプ

Tab.20 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表③
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『事胤遭跡{銚2次劇J聖J

Nω i富十~ ~住号 ~Üf 彼自1) ~，n生 l11f f必i査終点 F望台 r I縁titlf~Hì百 体内聞 内1反d証外成邸. 色調 骨骨 L 相trb; 口形敏状官官 樹事 R.N:I i四1)(団1(cm) 

361 2SX09ω 
上

~.s事 29.6 花形 会.Ij{ i1i.存尚色 fNJi やや不良 367 総・?

362 2SK0970 t骨石 打S両 195 
i寝耳E

E量従 箆めさ jll!t 盛4疋 B宮¥1 3(~ 
1/2 

お3 2SX09SO 鈎;4 鉢 26.'1 23.0 9.7 1/4 情ナダ
ゆ1(.

十デ サーす' ナデ i良俗色 砂ti少 l:I.If.!'t 
峻 I~ 体aft Ïl!~f画iI:司自 373 

~証?き タイプ り 1・fけ~帝 1~11

364 2SXω80 弥生 3接台 8.3 
口t生産品

刷f: ナデ t員ナヂ 織ナデ 後J匹制色 砂fV:少 ヤキl~
l蕊古車の涌1i1寝

3i2 
IJ:欠品i 地する

365 2SXω80 効:生 実 150 
rr~まf革

織4トデ 持'IE 不1111 淡i)¥<m色 繍砂11古 やや良
純J厳 体~U・位外出

3il 
1/4 タfプ に沈線l条有

366 2SXω80 弥生 ~ 6.5 ほ邸のみ 相f~ 機十デ イミ叩l ナデ 俊III色 15砂I~多 ヤや不良
体級Fi止に~

370 
1L釘

367 2$X0980 体生 一主 2i.0 3.8 17.0 1/4 愉ナテ'
ナヂ

ナデ 十テ・ 十ず 開制色 砂tt多 不良
f<Jの lif古都li上Iffi!:

369 
箆暗宅さ すこM、 止k

368 2SKIOIO 弥生 J! 29.0 
[J録音事

不明 不明 不明 鐙?話色 砂従~ 不良
i喧/鐙 体11節HI上f位外面に員自 374 

繍片 fイプ 発信l華4i

369 2SKI057 弥生 ~ 13.0 
上半8lI

繊ナデ 制毛 十T T提灰鈎色 砂n少 五t
減ノJ健 f事銘上(~:外語に鮎

3i7 
1/8 ~ i・f 町村It突帯l条由

370 2SKI035 弥生 型E 26.0 
11緑郎

E邑+デ 不明 ナヂ 百長悩色 I/V.t¥(少 キや良
深い f<Jrt~ま織おI!上h 375 

1/4 の宇;状 につまみ tげる

371 2SKJ039 上締 血 8.6 2.3 1/3 機ナデ 割前ナデ 情ナデ 4貴ナヂ ~ナヂ T尭乳干叫色 f調f，l 1111ft 
外}jに太占 前向tよ閉さ気

376 
〈ひらく ~転

372 2SX1060 体生 望E 5.4 
r(縁部

償ナデ
崎I~

ナテ' B持糸製造色 砂粒含 ぞや良
減/tl&

379 
1/ま ナデ s' {プ

373 2SXI060 弥生 古車 27.0 iO 
底部

ナヂ 十ヂ ナデ 十ヂ 淡以F品色 砂.~少 やや不良
'If.部は上げ底

378 
1/2 tK 

m 2SKI074 弥生
ミニ.h1

15.2 1/3 十デ ナデ 十子' 淡終結4色 織砂tt合 やや不良
Uftr.11Iこ2ヶ

380 
量量 I時rJ!孔iJiff.

375 2$K1076 弥生 ~ 10.0 mま郎
lJtナデ 場4毛 ナデ 際総色 砂校合 やや不良

減ノ舗 '~$上位外編;:貼
1/6 タfプ 骨付It突帯Ji長有

376 2SK1091 下層 照B 続 170 ilA 5.7 1/2 償ナデ 箆官時 箆産車き ~聴き ナヂ !.I¥鈍色 UI良 fi 外反 3以

377 2SKlω1 下司E弥生 鉢 30.0 3.0 1/1 検ナヂ 思4毛 ナテ' 茶Ii色 附1主 !11まfi
外Jiに

382 
ひら〈

378 2SKJ091 F総 弥生 ~ 6.3 
ロ縁部

織ナデ 脱毛 刷'f; ~H品色 愉良 til:t良
f<Jの 日付編官邸主つまみ

383 
1/2 字止R 出L衝をつ〈る

379 2SKJ 129 弥生 受
L宇都

検ナデ 日q毛 ナデ 級品百治色 砂U:少 やや良
岐ノ也

1 2 ずfプ

ぉ。 2SKll30 ~;吋: 文抑 6.4 Y.6 3/4 ナデ ナデ ナデ ナデ ナデ 別条F出色 勝良 tll11ミ
わずかι

3$7 
ひらく

381 2SKI130 効i生 J'l!lil 29.4 6.7 
1長官事

ナデ 十デ 則条約色 f青良 I:H:ti! 388 
3/4 

382 2SKlI30 弥生 支S却 7.2 
球部

ナデ ナデ 明3匹褐色 附良 Ill:tf! 389 
1/2 

383 2SKII33 弥生 ~ 2904 』宇8~
検ナデ |員十デ ナデ l府縄色 砂~~多 ィ、良

減/鑓 ロ闘と体構舗に
391 

1/2 タイプ "M!自 亀時申式

ぬ4 2SKJJ35 弥生 主総l23.8 5.8 
底部

今干 ナデ イ・テ' ナテ' 19j糸普通色 t荷良 1111良
体節をn<8.k 

392 
3/'1 の占車嘩前~孔古

385 2SKll53 効:生 受 29.6 
上宇都

験十デ 幅flE rデ mm色 砂fll多 やや不良
城 1，総 f事覇軍 上{1t9~úti

393 
1/3 ずfプ に沈線l条fl

386 2SKlI54 弥生 ~? 25.0 7.1 19.2 J / ~ t賀ナヂ IIlH: ナデ ナヂ ナデ 階J長自白色 編鈴勉* やや良
域ノ慾 匝宝飾はわずか

394 
タイプ にI:lf康状

387 2SK1l5.1 称性 Jf 4.5 
t.J~郷

機ナデ 匝U:. 十デ 湾総色 砂粒多 やや4、a
hま/也 体節i上{立外面

395 
1/6 タイプ に詞:線 11島有

388 2SKll5i 弥生 吏 5.4 
m法線

検ナデ ナデ 十デ 決灰l¥I:!品色 砂総合 や守Hi.
減/i飽 体部上E合r.9~樹

396 
1/4 ヲイプ に説:線 1:条有

389 2SK1157 弥生 支抑 7.5 12.0 定形 ナデ サデ 十デ I到来制色 制良 11. 1 l[~ 397 

3ω 2SKI157 弥生 支脚 43.6 5.8 11.8 }e形 ナデ ナデ 1::~四1> 高H~色 繍.bl 1111良 内陸タイプ 398 

39J おKII58
上

上主量 -s欠m ~制色 情良 :m'f，t 
!J干Lのi托経iま

4∞ 紛? 品島6血

392 2SKll58 弥生 鉢 11.2 
日総$

繊ナテ' ナデ 箆削円 I府茶ぬ色 砂絞多 やや不良
fくjの

虫歯ffiIにぬrr 399 
1/3 寸ミ状

393 2SK1l59 縄文 ~ 19.0 
IJfi官官E

機ナデ F品茶ぬ色 I~m置良 IHr良 彼自式
認lみ日I立大き

401 
絢片 p 

394 2SKII6Q 動:生 宮官 15.2 
nt止錦

不明 串fモ 不I~J 灰微色 砂絵f宝 不良
r < Jの 402 

1/4 すで状

395 2SK1160 Ufi 命保 25.8 12.3 12.5 1/2 箆ljjき 箆)fjさ 箆同署き 箆刷層重毛き f堅@1I12邑き 階J客約色 砂ti.少 良
外ん・1こ

403 
ひらく

396 2SK1I61 L曲E4砲 25.2 73 5.6 3 / ~ 漁+デ 情ナヂ イ"IIJ 不明 峨ナデ i生来ぬ色 防iミ 不良 外Iit. 404 

397 2SK1185 ~主主 :A 26.0 上半割l幅員十デ 刷毛 ナテ' |清純色 砂t立合 やや不良
被ノ必

，IOg 
デイプ

398 2SK1l85 弥生 ~ 1-‘私自E 険ナデ 1Jl1'l己 ナデ 茶耗』色 同;~少 ややti 括主ノ怠
406 

タイプ

399 2SK1l85 弥生 30! 
l二半部

十世ナデ 鴨志 十干' 日百条偽色 妙技多 やや良
械ノ4韮 体11l上i突U4E46i Sに鮎 ，107 

3/4 9イプ り付lt~ltl~有

4ω 2SKll85 弥生 古車 7.6 腹部のみ h掲E 不明 不明 ナデ ftr'H長総色 ぬt主~ やや不良 ，105 

Tab.21 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表⑩
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情"遺跡(!!I:!次"世}

Nu .11+骨寄り to，;ff也 '.WIJ 2.f事
[)[t J，):it 主量IJ， 然保 口録書Ei紗~OO 体内副 内r，'(rlIl外'I(肉 色調 (j上 焼成 打R線えIaz 備~ R''o 
{咽} I aII) (CIII 

101 2SI¥1lお5 弥11~ 量主 196 
" 6 

'lナデ 箆忠喜
箆術品

快晴.尚色 砂n合 ゃぐ乎良 外l.i.
畠E;:貼 ~ f!.;婁苦

409 
小暗i !~fl' ;n:，!有帽

40よ 去も1¥11恥6 ~.'L 隻 25耳 b届 300 1/4 犠すデ 刷毛 ctヂ 崎制色 ‘t;ll事 rUf 
媛/，飽 体M:上位外出

412 
タ {f にj尤線 1条.q

1lJ:l おKIId6 事包'1'• :初2 とす~ 繍ナ‘戸 制 E ナソ' 鴎相暗色 担保fiJ 良川崎
島章ノ』健 体S& Ul9~副

~II 
~f プ に沈怨 1条h

iω さメ厄11M; 敬、'1:信? 9，0 底忽のみ ナデ ιF手' ナデ ナヂ 淡褐色 .r.tt" 良好 HO 

105 ェ、1¥1192 体'1 r.ltl 1>.1 
11級品5

傾ナヂ l'示'
+ヂ

帽i候H暗色 .i宇U~ iミ~f
~んに

113 
1/4 箆Mjl ひら〈

It帰 E持Kl~(~l 初.'1:ll! li，9 ;，6 liA 11ぽ定形 摘十手' 補~ t 十手' ナ，，' ナず 曙l条湖色 砲st1古 伐材
fくjの

0114 
'i・4大

101 '1< l; 劫;'J:L~￥ 2<1 3，b 1/2 i高得制色 ，~n ll.H 127 

10ii ，. " 鈎，'H u車 25 H flW.i;彰 1久lli fM~ ú~f 126 

109 '1< 1. ~・'Ii
:ユt.1

16 1/2 Fづ〈ね 下づ(l.l 十i' ‘l'ヂ fづ(11 阪僧色 trHt tuf IlfUC.Y. 131 
¥f. 

410 米 h 0，¥)./1 a立脚 1.5 1/2 ナデ ナデ 十‘f i企陶色 t祉n. MI 125 

一 一一
111 J. 1: 税、'1~ I.!r.:車u 63 1/2 ナデ ナ戸 情ナヴ'i世"，，' t主尚色 砂>>.tli 1~6 f I~I 

IH~鯨 城)，也 体罰sLlil:外面
412 実i: oJM: 受 ~i. l 

1/2 
~ナデ Ii1H: ナデ tl!品色 約従事 .lW 

タイプ に沈線 1l:有 416 

413 ぷJ: ~).Il. ll! 350 
ロfJ&II 捌E

犠十デ オトデ fAJ~喰4山11'1
鋪体n古 fiH 

T宇!J(
口拡禄Z轟1:鉱¥1宇Z空画hlHi 122 

1/5 ttナヂ 11 建舗に副1I 苦1!-

，111 Jl(l. 弥，t ll! 28，2 口線$
機ナサ'

"，r: 
十す'

内外陶H
fII良 JHf 

T才'4l. ロet事事に謹品目古
123 

1/5 ナデ ~II ..i:i画h件ZにMτ主歪2を

415 /<1'二 鈎刈与 • 16，2 IJ級車E
領ナデ

叩主
面開E i産婦色 ‘砂t主念 良好

『く j11> IJ伐2圏肩車に曲1
418 

1/3 ー聞も l'・.tJ;.: 台

416 'l<tニ 弥生 • 84 陸軍Eのみ 制毛 十ヲ' 十字 十守' I最初制色 鈴E主多 良tf
仮面仁俊~{を m 
舛d匝ーから容孔

1Ii '1<1; 税;'1; l! 6，3 畿修のみ 刷毛 ナヂ ナヂ 十γ 健制白色 砂縫合 良好
¥J宇貫通h

1ヨJ
底面に俊成後

411) 誕1; 弥，" u. 13，6 
口U3s

繍ナデ
届理主

ナデ 画面総色 i}U会 n.H 1i1111lJ1..1 内外語から:.1 ~3() 
1/6 すず Hl 

，119 '1<1: 
弥 n 82 ロ~~~ 備ナデ 制E 制E ，J;網島色 砂f?J 良好 128 
'1: ? 1/4 

，12() R!. 体'1:n 169 ;，9 I1l量羽
機ナデ ー師走 刷毛 ー開毛 ぬ削1，ik尚色 砂tt合 良好

内l耳 134 
火m .al二面itl

一 m量II'Z 内汚
421 世主，1-. ~・'t 外 17，t) 110 

欠f買
暢ナヂ h帯毛 捌E ナヂ 飽制" 10総色 動~~ ~ 良品f

自首郵i:i面有
133 

，12'2 ‘l<.1'. 輪、't: $. 21.5 112 
[l縁総

繍ナヂ 制E 刷E ゆf{; ナ7' ili"自色 砂tl合 I!lf 内海
11縁場者EのiAi 136 

1/4 をつまみ出寸'

一 一1-
I1縁部 i'llい r< J U総2由ll1>の耐

423 支1: 。外'1:鉢 26，0 
1/6 

機ナデ 砂rt すデ 決十在Md色 雌砂ttJ 良好
の‘F状 をつまみ111す

417 

一一 日ml事
ト一一一一ー

わずかに
424 以上 会M:外 282 11.9 

1/3 
被ナデ 刷E 捌E 十戸 魚川内 坤l糸制色 砂包含 J'W 

内海
135 

，125 災 1'， ~‘'1; 高勾: 15.9 
脚成部

捌t 制E 備ナ寸'n.ナフ' i高尚色 砂f~/þ' J追H
'似し l却を成前i419 

3/'1 可3
一 妙IJf 摘ナデ 一 圃 一

126 実'1: 1:仰 u. 12，2 6，9 11ば完I~ 機ナデ
~白11 り すず

'J'7' It削11 i先.ta尚色 o砂ti多 JW IJI.rrfl .v: 42世
トー一トーーーー 一 見切
427 }.え 1: 'IIA 倒 1<1，1 1/4 織ナデ 不明 mJ符3 十γ?

IJ'? 
i長将制自己 f内tミ iHf 外反 ~3~ 

128 2SKω20 。|副院 先鋪昔Z 9 
暫む膏 のみ

429 ~SXOI90 .， 協罰li ~lC書E 8 . !Ui茸 のみ
一

430 1<1， ? 3E彩 10 

431 公，.(.込17 そ， ‘&U 1/2 i 

433 I<.1: 
。fi~l 1/2 

434 お1必1号。 .， h也『 111~.t彩

135 L斗←oω3 .， め~ i¥:ill都 5 
fi .. のみ

一ト一一 ー
Iß~ l¥:越音E.136 ~らtrll8 、
li制 のみ

4 

←ーー一 ー 栴~ M.飢の
0137 J<.I， ‘》

{i掛l み
3 

4311 2!ι(J690 耳~'fJ 中低
h 

li剣 のみ
戸ーーー 一 一

，139 2SKO!'.iO ，'.'. ，jil臨 lilr，(:形 15 

一
，110 ~'l 0711 同 1~J ~i i31. 1:111:，(;形 J6 

Tab.22 梅島遺跡 (第2次調査)出土遺物観察表⑪
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IU，通路 ('f¥z:J<:.ti

:-'0 遺憾~~
ーーt主

IU4Iz:.lt IJi手 1‘1¥lf &A 事完ff. 11i量郎 体外I舗 liヰ何百d内市t陶 外'j~面 色調 胎1. ー且成
111ま榔

偽宰 Il .~j 
I CII' 団} {四} 形~

111 2sーω95 t':/I F哩A- l!i1"".;s形 12 

142 2s.-0850 -ilW  ドリ.!I. 1m.完形 11 
n¥1IU 一 一44:1 2SK0840 
.{j 

ドI}.(， 111t"完舵 11 
一一一

‘14・12ト 0625 骨 Z骨" HJI 1111"";;::形 13 

Tab.23 梅島遺跡 (第 2次調査)出土遺物観察表12

遺構番号 層位 ".fi材 備考 遺構番号 層{立 イi材 備考
一

2S-0089 i厄17? 2S-0753 iJt1}'? 
ド一一 一

2S-0155 ~ 2S-0785 φ 未製品か?
ト一一 ー

2S-0253 4シ 2S-l005 ~ 

2S-0320 。 長上 BT4 。
一

2S-0334 ~ 来上 CJ18 " 
2Sー 0350 。 点上 CJ18 " 
2S-0469 φ };<土 " 

Tab.24 梅島遺跡 (第2次調査)出土石包丁一覧表

遺構番号 j門位 行制 製品名 側47
2S-0260 サヌカイト スク レイノマー?

2S-0290 !HH温石 ポイント?

2S- 0300 サヌカイト スクレイノ守一 ?

2S-0526 mB詰イI ドリル

2S- 0559 サヌカイト スクレイ J"{ー?

2S-0567 サヌカイト 鎌

2S- 0700 mata石 鍛

2S- 0870 ? (什岩) 石剣 . 
2S-0933 サヌカイト スクレイノ"{-

2S- 0980 サヌカイト 鎌?

-l<:.土 急ki尼片岩 鍛?

表土 サヌカイト スクレイr<ー?

Tab.25 梅島遺跡 (第 2次調査)出土石器来製品一覧表

」僻骨号 j門{立 石材 製品名 11m考

2S-0140 滑石 イ{鍋 底部?

2S-0147 滑石 勺 穿孔;(.i

日S-0350 ワ 砥石
圃

2S-0516 ワ 砥石

はS-0710 4陪 滑石 イ{鍋

2S- 1130 ? 日~，(.す

表 滑石 イi鍋
十

点よ 滑石 ィ;鍋

Tab.26 梅島遺跡 (第 2次調査)出土その他石製品一覧表
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t陣.Il遺跡{紡2次調-1tl

遺構番号 層位 石材 点数 備考 遺f蒋番号 層位 石材 点数 備考

28-0059 黒曜石 28-0338 サヌカイト

28-0064 サヌカイト 28-0340 黒曜石 2 

28-0065 黒曜石 l 28-0341 黒日産石 1 

28ー 0065 サヌカイト l 28-0350 黒鴫石

28-0066 場l礎石 28-0350 黒曜石 2 

28-0071 サヌカイト 1 28-0350 サヌカイト l 

28-0075 黒曜石 28-0350 サヌカイト

28-0078 黒曜石 28-0350 サヌカイト 5 

28-0079 黒曜石 l 28-0350 サヌカイト

28-0079 サヌカイト 28-0358 黒曜石

28-0089 黒曜石 i 28-0362 黒曜石 1 

28-0139 黒曜石 28-0364 黒曜石

28-0154 黒曜石 28-0365 黒曜石 2 

28-0160 黒曜石 i 28-0379 黒曜石

28-0173 サヌカイト 1 28-0382 黒曜石 3 

2S-0179 黒曜石 1 28-0383 黒曜石

28-0190 黒曜石 2 28-0384 黒曜石

2S-0190 サヌカイト 28-0406 黒曜石 2 

28-0193 サヌカイト 28-0406 黒曜石 l 

28-0203 サヌカイト 2S-0410 チャート

2S-0206 黒曜石 28-0411 黒!曜石 1 

28-0206 黒!礎石 28-0425 黒曜石 3 

お-0206 サヌカイト 28-0426 黒曜石 1 

28-0207 黒曜石 2 28-0430 黒曜石

28-0210 黒i曜石 l 28-0430 黒曜石

28-0233 黒l礎石 2S-0430 黒曜石

28-0270 黒曜石 2 28-0430 サヌカイト

28-0270 黒曜石 28-0430 サヌカイト

28-0270 黒曜荷 l 2S-0431 黒曜石

28-0270 黒曜石 28-0444 黒摺石 2 

28ー 0270 サヌカイト 28-0448 黒曜石

28-0272 黒曜石 28-0457 黒曜石

28-0281 黒曜石 28-0465 サヌカイト

28-0297 黒曜石 28-0467 議l曜石

28-0299 黒曜石 28-0469 サヌカイト 1 

28-0300 黒H車石 3 28-0479 黒曜石

28-0300 黒曜石 28-0495 黒曜石

28-0300 サヌカイト 1 28-0512 黒曜石

28-0300 サヌカイト 1 28ー 0542 黒曜石 2 

28-0314 黒曜石 28-0542 サヌカイト

28-0320 黒曜石 2 28-0548 黒曜石

28-0327 黒曜石 28-0551 黒曜石 l 

28-0329 黒曜石 28-0553 黒曜石 1 

Tab.27 梅島遺跡 (第 2次調査)出土剥片一覧表①
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悔鳥海鈴 I~高 2次測量}

遺構番号 層位 石材 点数 備考 遺構番号 !爵位 石材 点数 備考

2S-0556 黒曜石 2S-0753 サヌカイト 2 

2S-0567 黒日程石 1 2S-0773 サヌカイト

2S-0585 黒曜石 28-0785 黒曜石

2S-0585 サヌカイト 2S-0785 サヌカイト 2 

28-0587 黒曜石 2S-0787 黒曜石

28-0592 黒曜石 2 28-0790 黒曜石 l 

28-0592 サヌカイト l 28-0794 サヌカイト

2S-0601 黒昭石 4 28-0799 サヌカイト

28-0609 黒曜石 2S-0803 黒曜石 2 

28-0613 黒昭石 4 28-0815 黒曜石 2 

28-0613 サヌカイ卜 28-0816 黒曜石

2S-0622 黒曜石 28-0816 サヌカイト

28-0633 黒曜石 7 2S-0818 黒曜石

28-0641 黒曜石 1 28-0820 サヌカイト

28-0655 黒曜石 1 2S-0820 サヌカイト

2S-0655 黒曜石 l 2S-0822 黒曜石

2S-0656 黒曜石 8 28ー 0829 黒曜石

2S-0656 サヌカイト 2 2S-0829 黒H謡石

28-0662 黒昭石 2 2S-0831 黒曜石

28-0664 黒昭石 2S-0840 黒曜石

2S-0672 黒鴫石 3 28-0840 サヌカイト

2S-0673 黒曜石 28-0847 黒曜石

2S-0674 黒曜石 l 28-0847 サヌカイト 2 

28-0675 サヌカイト 2S-0850 サヌカイト 3 

2S-0675 サヌカイト 28-0870 黒曜石

2S-0680 黒鴫石 4 2S-0873 サヌカイト l 

2S-0680 黒曜石 2 28-0883 黒曜石 2 

2S-0680 サヌカイト 4 28-0884 黒曜石 3 

2S-0695 県H霊石 1 2S-0885 黒曜石

28-0697 サヌカイト I 28-0887 サヌカイト i 

2S-0700 黒曜石 6 28-0892 サヌカイト

2S-0700 サヌカイト 2S-0894 黒曜石 l 

28-0700 サヌカイト 2S-0894 サヌカイト

2S-0710 黒曜石 l 28-0900 黒曜石 l 

2S-0710 サヌカイ卜 l 23-0910 黒曜石

28-0720 黒曜石 28-0910 サヌカイト 2 

28-0720 黒曜石 28-0915 黒曜石 l 

23-0720 黒曜石 1 28-0920 黒曜石 2 

28-0720 サヌカイト 3 2S-0920 サヌカイト 2 

28-0730 黒曜石 l 28-0922 黒曜石

2S-0747 サヌカイト 2S-0941 黒曜石

28-0749 黒曜石 2S-0945 黒曜石 i 

23-0753 黒曜石 2 2S-0945 サヌカイト

Tab.28 梅島遺跡 (第 2次調査)出土剥片一覧表②
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遺構番号 層{立 石材 点数 備考

28-0960 黒曜石

28-0968 黒曜石

2S-0975 黒曜石

2S-0977 巣i曜石

2S-0980 黒曜石 7 

23-0980 サヌカイト 17 

2S-0995 黒曜石

2S-1000 黒曜石

2S-1000 サヌカイト i 

28-1003 サヌカイト i 

2S-1006 サヌカイト

2S-1010 黒曜石 3 

2S-1010 サヌカイト l 

2S-1011 黒曜石 l 

2S-1018 黒H寵石 l 

2S-1018 サヌカイト

2S-1020 黒曜石 2 

2S-1025 黒昭石 2 

2S-1040 黒曜石

2S-1056 サヌカイト l 

2S-1100 サヌカイト l 

2S-1103 黒曜石 3 

2S-1103 サヌカイト 3 

2S-1121 サヌカ イト

2S-1125 黒曜石

2S-1129 県曜石

2S-1J30 黒嘱石

2S-1133 サヌカイト

2S-1138 サヌカイ ト 1 

2S-1144 サヌカイト

2S-1155 サヌカイ ト

2S-1159 サヌカイト

2S-1160 黒暇石 2 

2S-1162 黒曜石

2S-1171 黒略石 2 

2S-1171 サヌカイト 1 

2S-1173 チャート

2S-1183 サヌカイト I 

2S-1185 黒曜石 1 

2S-1225 黒曜石 1 

表土 県l穂石 44 

表土 サヌカイト 18 

徳島遭梯(帯2次綱昔1

4)小結

今回の調査は、平成 3年度に実施したもので、

平成 II年度になってやっと報告書-の刊行をみる。

しかしながら、整理を進めて行くにつれ、調査

当時の記録が今回の報告書に掲載するに耐えない

ものであることが判明した。ひとえに調査担当者

の力量不足と怠慢によるものであって、結果的に

記録保存の措置として適当であったかどうか批判

的にならざるを得ない。

そのなかで、今回の報告で調査中から注目して

いた周溝状遺構についてと、大量に出土した遺物

についてを、事実報告のみという形で報告するこ

ととなった。遺構の性格や遺跡の性格については

今回論及することができないが、}JIJの機会に場を

持てればと考えている。

ともかく、遺跡名だけが独り歩きしていた感の

ある当遺跡の、造物だけでも公表できたので、各

方面から多くのご教示を得られれば幸いである。

Tab.29 梅島遺跡 (第 2次調査)出土剥片一覧表

q
J
 

n
I
 

'i
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N.総括

筑後市内の遺跡に関しては、可能な限り保存に努めているところである。 しかし、惜しくも開発など

による掘削や削、Fが及ぶ区域に|喝しては、発掘調査による記録保存の措置を余儀なくされている。

今|且対象となった県営干拓地等農地整備事業の区域内においても、可能な限り遺跡保存に努めてきた

ところであるが、残念ながら掘ì~1j .削平の及ぶ箇所については筑後阿部地区遺跡群の発掘調査として笑

胞をしてきたところである。ただ、これによ って多くの記録や資料が蓄積されたことは、筑後市の文化

財を知る重要なこととして多大な成果といえ、今後、筑後市の文化財保護の啓発や研究などに生かされ

ていくことであろう 。ひとえに文化財にご理解とご協力を頂いた開発事業関係者、並びに調査に参加さ

れた作業員の万々の1!易と思っている。

さて、筑後西部地区遺跡群の報告は本苫:をもって完結するが、時間の制約などにより十分な検討がな

されないまま本舎の刊行に至った。このことを反省し、検討がなされたことについては別占にて随時報

告したいと考えている。

おわりに、筑後西部地区遺跡群発掘調査の概要を列記することで総括としたいが、~i!}:に掲載した調

査概要は末尾の抄録と重複するためここでは割愛した。また、権島遺跡 (第1次調査)は関連事業の遺跡

であるのであわせて掲載した。

1.梅島遺跡(第1次調査)

1)遺跡の所在地

2)調査期間

3) 調査面積

4)調査担当者

5) 主な検出追構

6) 主な出土造物

7)遺跡の時代と性格

8)報告脅;名

2.棋崎遺跡

1)遺跡の所在地

2)調査期間

3)調査而積

4)調査担当者

5)主な検出遺構

6)主な出土遺物

7)遺跡の時代と性格

8)報告書名

3.井田西中野遺跡

1)遺跡の所在地

2)調査期間

3)調査商積

4) 調査担当者

5) 主な検出遺構

6)主な出土造物

7)遺跡の時代と性格

8)報告書名

縞例県筑後市大字常用字梅烏

平成2年12月22日~平成3年l月10日

約420ml

永見秀徳

竪穴式住居、溝、竪穴、土棟、ピットなど

弥生土器、須恵器、土師器、瓦質土器、白俄など

弥生時代中期~後期 :集落

『梅島遺跡j筑後市文化財調査報告書 1992

福岡県筑後市大字下北島字額崎

平成4年7月l日~平成4年12月16日

約3，500m' 

小林勇作

道路、姻立柱建物、溝、土城、ピットなど

弥生土器、須恵器、土師器、瓦器、青磁、白磁、粉背沙器、石製品など

弥生時代rr期~後期 :集落、中世~近世 :道路

f板崎遺跡j筑後市文化財調査報告書第9集 1993 

福岡県筑後市大字井田字西中野

平成5年11J=J 15日~平成5年11月29日

671 m~ 

小林勇作

i茸
土師器、白磁、陶器、石製品など

中|世~近世?:集落

f筑後西部地区遺跡群j筑後市文化財謝査報告;J}第15集 1995 
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4.島田三反出遺跡

1)遺跡の所在地

2)調査期間

3)調査面積

4)調査担当者

5)主な検出遺構

6)主な出土造物

7)遺跡の時代と性格

8)報告書名

5.古島島相遺跡

1)遺跡の所在地

2)調査期間

3)調査面積

4)調査担当者

5)主な検出遺構

6)主な出土遺物

7)遺跡の時代と性格

8)報告書名

福岡県筑後市大字島田字三反田

平成6年9月16日~平成6iF-12月6日

1.360 m2 

小林勇作

溝、土城、ピットなど

弥生土器、須恵器、土師器、青磁、白磁など

中世ー近世 :集落

f筑後西部地区遺跡群j筑後市文化財調査報告書第15集 1995 

福岡県筑後市大字古島字島相

平成6年9月17日~平成6年12月6日
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Pla.3 

調査区A (S8030)検出状況 (南西から)

調査区A (S8040)検出状況 (南東から)
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Pla.9 
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調査区C (SX100)完擬状況 (南から)
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Pla.14 

島田外屋敷遺跡調査区全景 (空中写真 :東から)

島国外屋敷遺跡調査区全景 (空中写真:西から)



Pla.15 

島国外屋敷遺跡調査区A全豪 (空中写真:真上から)

島国外屋敷遺跡調査区B全景 (空中写真 :真上から)
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島田外屋敷遺跡調査区C全景 (空中写真 :真上から)

島田外屋敷遺跡調査区D全景 (空中写真 :真上から)
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Pla.24 

水田伊勢ノ脇遺跡調査区全景①(南から)

水田伊勢ノ脇遺跡調査区全景②(西から)
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Pla.28 
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SK005完掘状況 (北西から)

SK035造物出土状況①(商から)
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Pla.33 

SD05・10完掘状況 (西から)

SD20・30完掘状況 (西から)
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SD51完掘状況 (北から)

SD52完掘状況 (北から)
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Pla.37 

SK50遺物出土状況 (西から)

ピット群完掘状況(北西から)



Pla.38 

57-1 57-7 

57-8 
57-2 

57-9 

57-3 

r.. 

置
57-10 

57-11 

57-5 

57-12 



Pla.39 

-
58-23 

_- ，~!': 

57-15 

57-16 
58-26 

57ー17
58-27 

回 目

国

司』
官圃

咽 圃『盟圃...，

58-30 

57-18 

58-32 

58-22 58-33 



Pla.40 

59-34 

59-35 
60-43 

59-36 

59-37 

60-45 

59-38 

60-46 

59-40 

60-42 





Pla.42 

井田堀越遺跡調査区全景 (空中写真:東から)

井田堀越遺跡調査区全景 (空中写真 :西から)



Pla.43 

'1. d~二一ι~~~.容もとえ二、.ζ.
井田堀越遺跡西端部完掘状況 (北から)

井田堀越遺跡西部完掘状況 (空中写真 :真上から)
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Pla.47 

井田下堀越遺跡調査区全景 (南から)



Pla.48 

SK10完掘状況 (南から)

4夜、f
SK10遺物出土状況 (商から)



Pla.49 

77-16 

77-8 

77-9 

77-17 

77-10 

77-18 

77-12 

77-19 

77-13 

77-21 

77-15 



Pla.50 

77-22 

77-28 

77-25 

77-29 

J 
‘-77-31 

ぬ a 
78-32 

77-26 A A 
78-33 

78-34 



Pla.51 

78-35 

79-36 



Pla.52 

梅島遺跡第2次調査調査区全景 (商から)

梅島遺跡第2次調査北東調査区 (上が北)



Pla.53 

梅島遺跡第2次調査東西調査区東部分 (上が北)

梅島遺跡第 2次調査東西調査区西部分 (上が北)



Pla.54 

梅島遺跡第 2次調査中央調査区南半部 (東から)

梅島遺跡第2次調査中央調査区北半部 (東から)
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Pla.56 

梅島遺跡跡第2次調査中央調査区水没状況

梅島遺跡第 2次調査東西調査区水没状況



Pla.57 

梅島遺跡第 2次調査2SK0160遺物出土状況

梅島遺跡第 2次調査2SK0170遺物出土状況
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Pla.59 

梅島遺跡第 2次調査2SK0210遺物出土状況

梅島遺跡第 2次調査2SK0299遺物出土状況
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梅島遺跡第 2次調査2SK0840遺物出土状況
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